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第一話








「葉は月づき～。これ朝あ生そうさんのとこに届けてきて～？」

　昼下がりのソファにうつ伏せになり、柔らかいクッションの上に腕と顎をのせた状態でスマートフォンの画面をスクロールしていると、ふと母親に話しかけられた。声に反応した仲なか谷たに葉月が身体を半分だけ起こして足元のほうへ振り返ると、大きなバスケットにこれまた大きな和梨をいくつかのせた母が仁王立ちしている。

「えー……」

「えーじゃないわよ。居候なんだもの、このぐらいは頼まれてよね」

「わ、わかったってば……」

　旧知の仲である朝生家は仲谷家のすぐ向かい、玄関を出て十歩で辿りつけるほどの近距離にある。だがそうはいっても面倒なものは面倒だ。──というのを顔と態度に出したが、母の言うように現在の葉月は実家に居候中の身である。ならば多少面倒でも、お使いのひとつぐらい引き受けるべきだろう。葉月も夕飯を抜かれるのは困る。

　母からバスケットを受け取ってリビングを出ると、オーバーサイズパーカーとストレッチパンツという部屋着姿のまま、玄関先で履き慣れたスニーカーに足を突っ込む。人には愛嬌があるといわれる顔も今はノーメイクだし、セミロングの髪も結ばずそのままだが、行き先が向かいの家ならばこの姿でも問題ないだろう。扉を開けて門を出ると、朝生家まではほんの数歩。大股なら十歩も必要ない。

「カナさん、カナさーん！　葉月です～！」

　朝生家の門を通り抜けて玄関ポーチ内のチャイムを押すと、防犯カメラを覗き込んで自分の存在を主張する。怪しいセールスや勧誘じゃないですよ、と示した甲斐があったのか、家の中からパタパタと足音が聞こえてきて、間もなく玄関の鍵がガチャリと開いた。

「カナさん。これ頂きものですけど、梨持ってきま……えっ？」

「は、葉月ちゃん……！」

　朝生家の母であるカナは専業主婦のため、金曜日の午後一時半なら在宅中のはず。そう信じて疑っていなかった葉月は、視線が合った人物が想像と違う相手だったことに素直に驚いた。

「ああ、本当に葉月ちゃんだ！」

「え、えっと……？」

　一瞬『誰？』と聞きそうになった。

　朝生家から出てきたのは葉月と同年代かそれよりも若い男性だ。ブラックのチノパンに、グレーのニットベストと白いシャツを組み合わせたカジュアルでさわやかな服装。ぱっちりとした黒目に鼻筋の通った甘いマスク。やや明るい茶色の髪がフワフワと揺れる様子は、仲谷家の愛犬であるトイプードルのココにも少し似ている。

　見覚えは──ある。

　そうだ。彼は朝生カナと夫である朝生聖せい一いちとの間に生を受けた、この家の長男にして一人息子の……。

「……匠たく真まくん？」

「うん。久しぶり、葉月ちゃん」

　葉月が疑問混じりに名前を呼ぶと、相手がふわりと優しく笑う。

　その笑顔を目にした途端、葉月は幼少時代に彼と過ごした日々を唐突に思い出した。

「……久しぶり」

　一気に蘇ってきた思い出の数々と目の前の男性を照らし合わせながら、どうにか一言絞り出す。久しぶりすぎて、なにを話せばいいのか咄嗟に上手く考えられない。

　朝生匠真。葉月より二つ年下の、二十五歳。幼稚園から高校生まで現在と同じ向かいの家同士で過ごしてきて、しかも学年も性別も違う割にそれなりに仲がよかった。一人っ子の匠真と違い葉月には兄と姉がいるが、年齢がかなり離れているので実の兄姉よりも向かいに住む匠真とばかり遊んでいた。つまりはいわゆる、幼なじみ。

　しかし幼少期はさほど気にならなかった二歳の年齢差も、十代半ばになる頃から少しずつ大きな差に変わり、葉月が高校に進学したあたりから一緒に遊ぶ機会が一気に減ってしまった。いや、決定的にすれ違うようになったのが葉月の高校進学時というだけで、それ以前から匠真との距離を感じ始めていた。

　もちろん喧嘩をしたとか、葉月が匠真を嫌いになったとかではない。だから地元を離れて東京の大学に進んでからも、盆と正月の帰省の際にちらりと顔を合わせては一言二言の挨拶を交わす機会はあった。

「なんか……少し会わないうちに見違えたね。すっかり男前になっちゃって……」

　だが葉月が就職してからこの五年は、会う機会がまったくなくなっていた。盆も正月もない忙しさに見舞われて実家への帰省も疎かになっていたので、匠真とまともに顔を合わせたのは実に五年ぶり。最後に会ったときの彼はまだ隣県の大学に在学中だったので、すっかり大人になった匠真の姿に感慨深いなにかが込み上げてくる。

「おばさん嬉しい……！」

「葉月ちゃん、俺の二つ上だよね？　おばさんって年齢じゃないでしょ」

　葉月が両手で口元を覆って感動を装うと、その冗談に和んだように匠真がそっと微笑んでくれる。昔から可愛い印象のある匠真だが、大人になってすっかりと男性らしい顔つきや身体つきになっても、笑顔はやっぱり可愛らしい。

　しかし懐かしさに浸るも束の間、悪気のない匠真から思いもよらない質問を受ける。

「先週からこっちに戻ってきてるって母さんに聞いたんだけど、有休？　長いね？」

「うっ……」

　無邪気で屈託のない笑顔にダメージを受けたのは、完全に葉月の都合だ。匠真はなにも悪くない。葉月の顔を不思議そうに眺める様子から久々に会う幼なじみの近況を知りたがっていると察したので、逡巡の末に自分の現在の状況を告げる。できれば知られたくなかったが、彼の母であるカナにはすでに事情を話しているので、ここで隠し事をしてもどうせ後でバレて恥ずかしい思いをするだけだ。

「実はその……職を失いまして」

　そう。地元を離れて東京の大学に進学し、そのまま都心で就職した葉月がなんでもない平日に実家にいる理由は、ただ一つ。勤めていた会社が社会情勢と不況の影響を受けて、事業を大幅縮小することになった。その結果、葉月はほんの一握りの『選ばれる側』の人間になれず、『切り捨てられる側』の人間になってしまった──平たくいえば、リストラの憂き目に遭い失業を余儀なくされたのだ。

「今は転職……というか、再就職先を探してるとこなんだ」

「そうなんだ、大変だね……」

　葉月がぽつぽつと説明すると、それを聞いた匠真が悲しげに声量を下げる。

　申し訳ないことを聞いてしまったように恐縮している匠真だが、彼はなにも悪くない。久々に会えば近況報告をし合う流れになるのも当然だ。もちろん辞令を突きつけられたときは葉月もショックを受けたが、今は立ち直って前向きに考えている。

「早く再就職先見つけたいんだけど、なかなか条件に合うとこがなくて」

　しかし葉月の考えは前向きでも、そう簡単に再就職先が見つかるほど現実は甘くない。

　葉月が勤めていたのは、旅行時や出張時の宿泊先や交通手段の予約・販売、およびイベントやガイドを手配するための、いわゆる『旅行代理店』だ。葉月が元いた会社だけではなく、今の旅行・観光業界はどこも厳しい状況にあるらしい。

　とはいえ就職してから五年間同じ会社の同じ店舗に勤めていた葉月は、他に特技を活かしてできることもないし、特殊な資格や検定を取得しているわけでもない。引越しにも費用がかかるので、できれば今の家から通勤可能で、仕事内容や給料、勤務時間や福利厚生などの条件が希望と一致する仕事を探しているが、なかなかすぐには見つからない。

「けど職も決まらないのにずっと一人で家にいるのも寂しくて。だんだん孤独に耐えられなくなってきたから、先週からこっちに戻ってきてるんだ」

　何回も引越しするのは時間的にも費用的にも負担が大きいので、東京の家はそのままの状態にしてある。けれどこれ以上無職の状態が長引くようなら、家賃も勿体ないし一度引き払って地元に戻ってくるべきかもしれない。

「あ、えっと……匠真くんは？　大卒だから……今は社会人三年目、とかだよね？」

　葉月のつまらない話ばかり聞かせるのは忍びない。匠真も暗い話は聞きたくないだろうし、興味もないだろう。

　そう考えて自分の近況から匠真の近況へ話題を振ると、彼も思い出したように視線を上げてきらきらと表情を輝かせた。

「うん。俺、スマートフォン用のソーシャルゲームとか、便利ツールのアプリを作る会社を興して、そこの代表やってるんだ」

「へえー」

　葉月の計算はちゃんと合っていたらしく、匠真は現在社会人三年目。

　仕事を始めて三年ならまだまだフレッシュだなぁ、と和みかける葉月だったが、そこでふと彼の説明に違和感を覚えた。

「ん……？　会社を興して……？」

　笑顔のままで表情が固まる。

　一瞬、理解が追いつかない。

「うん。大学のときに、友達と」

「だ、大学のときに……友達と……？」

　聞こえた言葉をオウムのように反復するだけで精一杯だ。それでもどうにか質問の形になると、匠真がうんうんと頷いてくれる。

「え、ちょっと待って!?　じゃあ匠真くん、大学生のときから社長ってこと……？」

「まあ、そうなるね」

　衝撃で思わず大きな声を出すと、匠真も少し驚いたように目を丸くする。だが葉月の反応をある程度は予想していたらしく、すぐに苦笑いを浮かべて手を振られた。

「あ、でも会社創るのってそんなに難しくないんだよ？　資本金だってそんな何千万とか何億とか必要なわけじゃないし」

「いやいやいや、そういう問題じゃなく……」

　あっけらかんと衝撃的な状況報告をしてくる匠真に、つい動きが停止してしまう。驚きのあまり先の言葉が出てこず固まると、彼がにこりと笑顔を作った。

「最初に会社を作ったときから場所は変わって、今は東京に本社があるんだ。だから俺も東京で……って、どうしたの、葉月ちゃん？」

「いや、えっと……」

　成人男性の割にどこか可愛らしい仕草に、目が潰れそうなほどの神々しさを感じる。昔から変わらない、穢れを知らない無垢な笑顔だ。

　そう。匠真は昔から可愛かった。どちらかというと活発で気が強かった葉月と比べれば、それはもうか弱く純真な天使のように可愛かった。

　しかしその天使がいつの間にか一つの会社の長になってるとは。創設されたばかりなら規模も小さい会社かもしれないが、それでも立派な経営者には変わりない。

（それに比べて私は……）

　職を失った今の葉月は、失業手当をもらいながら実家に身を寄せている身だ。多少の貯蓄はあるので都会に戻ってもすぐに困窮はしないと思うが、激務にかまけて恋愛を疎かにしていたせいか、ここ数年は恋人もいない。寂しいときや困ったときに慰めてくれる相手もいないという、情けなくてみじめな有様である。

「はは、ははは……。匠真くん、ほんと……すごいね」

　そう思うと乾いた笑いしか出てこない。葉月より後に生まれ、同じ場所で育ってきたにもかかわらず、社会人としては天と地ほど差がついてしまった。切ない現実に落胆しつつ、親戚から送られてきた和梨が入ったバスケットを匠真の胸に押しつける。

「はい、これ。……それじゃ」

「えっ……？　葉月ちゃん、待って！」

　それを両手で受け取った匠真に別れの挨拶を告げ、くるりと踵を返して彼に背中を向ける。その直後、慌てた様子の匠真に後ろから呼び止められた。

「母さんから葉月ちゃんがこっちに戻ってきてるって聞いて……葉月ちゃんに会いたくて、俺も地元に戻ってきたんだ。だからもう少し、話がしたい」

「え？　えっと……」

　やや早口な匠真の台詞に驚いて、そっと振り返る。すると最後に見たときよりもさらに背が伸びた匠真が、少し熱を含んだ視線で葉月をじっと見つめていた。

　それは葉月を本物の姉のように慕ってくれていた、幼いあの日と同じ──一人っ子だった彼が、いちばん身近な友人である葉月と『もっと一緒に遊びたい』と言ってくれたときと同じ目だ。

　五年も会っていなかったのに、昔と同じ素直な感情を向けてくれることが嬉しい。だが匠真になんの落ち度はなくとも、葉月のほうが情けなさを感じている。いつの間にか大きく成長した彼と自分を勝手に比べて、勝手に切なくなっている。

　その醜い感情を、今は知られたくない。

「ごめん、今日は帰るね。しばらくこっちにいるつもりだから、そのうちまた」

「あっ……葉月ちゃん！」

　自分でもずるい逃げ方だと思う。おそらく会社の社長となった忙しい匠真と今ここで別れれば、またしばらく会うことはなくなる。それをわかっていて『そのうちまた』なんて言葉で逃げようとしているのだから。

　もし会うとしたら、次の年末年始になるだろうか。せめてそれまでに次の仕事が見つかっていればいいんだけど……と思いながら玄関の扉を閉めた葉月は、その向こうで匠真が拳を握りしめて悔しそうに俯いていることには気づかなかった。





　＊　＊　＊






　翌日、朝。

　実家で飼っているトイプードル、ココの散歩をするために外に出て公園へ向かおうとしたところ、タイミングを同じくして朝生家の玄関扉がガチャ、と開いた。その音に反応して顔を上げると、黒のジムレギンスにネイビーのハーフパンツ、前開きのグレーのフィットネスパーカー姿の匠真が、ちょうど家から出てきたところだった。

「あ、葉月ちゃん」

「……匠真くん。……おはよう」

「おはよ」

　きっとしばらくは会わないだろう。そのほうがありがたい。と願っていたのに、念じれば念じるほどむしろ引き寄せられるように鉢合わせてしまうのが世の常だ。顔を合わせたのに声をかけないわけにはいかないので仕方なく朝の挨拶をすると、嬉しそうに挨拶と笑顔を返された。

「ココちゃんのお散歩？」

「うん……今から公園に行くところ」

「じゃあ俺も一緒に行っていい？」

「！」

　匠真の眩しい笑顔から視線を外して俯いた拍子に、海外スポーツブランド製のランニングシューズが目に入る。おそらく彼には健康維持や体力増強目的で運動をする習慣があるのだろう。ならば元気はあり余っているがそこまで体力もスピードもないトイプードルの散歩に合わせていては、なんの運動にもならないのでは……と思ったが、にこにこと笑顔を浮かべて返事を待つ匠真はやけに嬉しそうである。

「い、いけど」

「よかった。じゃあ行こ」

　匠真の笑顔に圧されるように了承すると、彼がまた一段と嬉しそうに笑う。その優しげな笑顔に、一瞬心臓がどきりと跳ねる。

　住宅街から車の多い国道に出るまでの間は、少し歩いてはふんふんと電柱やガードレールの匂いを確かめ、気が済んだらまた歩き出すココの動きに従っていた。しかし歩道の幅が広い場所に出た瞬間、それまで大人しかったココが公園に向かって一目散に走り出した。

　あまり走り慣れていない葉月も一生懸命足を動かして愛犬の後を追いかけたが、ダッシュと早歩きを交互に繰り返してどうにか公園に辿り着いた頃には、息が上がって全身汗だくになっていた。

　しかし一緒についてきた匠真にとっては、この程度の運動なら大した負荷にはならないらしい。ココを公園内にあるドッグランに放して近くのベンチに崩れ落ちると、涼しい顔の匠真にくすくすと笑われてしまった。

　仕事だけではなく体力まで格差があるとは。なにからなにまで葉月の完敗である。

「あのね、葉月ちゃん。昨日の話なんだけど」

「ん……？」

「葉月ちゃんさえよければ、うちの会社で働かない？」

　葉月の隣に腰を下ろした匠真が、静かな声でそう問いかけてくる。しかしすっかり息が上がって疲労困憊状態だった葉月は、呼吸の安定に気をとられていたせいか、彼が言わんとしていることを咄嗟に理解できなかった。

　顔をあげてゆっくり首を傾げると、匠真がにこりと笑顔を浮かべる。

「俺たちが作った会社、これまでは結構こぢんまりしてて社員もそんなに多くなかったんだ。けどだんだん規模が大きくなってきて、俺の仕事も少しずつ増えてきてて、最近は手が回らないことも増えて困ってるんだ」

　現在の匠真が自分で興した会社の代表を務めていることは、前日も聞いたので知っていた。だが昨日は会社の規模や社員の数、匠真の仕事の忙しさにまでは話が及んでいなかったので、詳しい状況は今はじめて耳にする。

「だから俺の周りの雑務を請け負ってくれる、秘書を雇おうと思ってたところで」

「秘書……？」

「そう。だから葉月ちゃんさえよければ、俺の秘書になってほしいんだ」

「!?」

　匠真が切り出した話の内容に、驚きのあまり後ろにひっくり返りそうになる。ベンチに背もたれがなければ本当にひっくり返っていたかもしれない。

　けれどそれぐらい驚いた。忙しい匠真は職場環境を改善するためのサポート役を──自分の周りに発生する雑務をこなしてくれる〝秘書〟の役割を、葉月に担ってくれないかと言い出したのだから。

　思いがけないお誘いに一瞬心が揺らぐ。しかしすぐに我に返って、『いくらなんでもそれは無理だ』と考える。

「いやいや……ありがたい話だけど、私、秘書の仕事なんてやったことないよ？」

「大丈夫だよ。俺も今まで、秘書なんて雇ったことないもん」

　遠慮がちな葉月の確認は軽やかな言葉でさらりとかわされた。心配しなくてもいいよ、と言わんばかりの笑顔に、また驚いて目を見開く。

「社長どころか社会人としても未熟な俺が経験豊富な秘書を雇っても、息が詰まりそうじゃない？　けど雇う俺も雇われる葉月ちゃんも『秘書の正解』がわからないなら、お互い気楽だと思うんだ。最初は俺の手が回らないところの補助、って感じで、そんなに難しいこと頼むわけじゃないし」

　匠真の誘い文句に『そういう問題？』と思ってしまう。忙しい業務を適切に捌いて匠真の仕事を完璧にサポートするのならば、秘書経験者を雇ったほうがいいに決まっている。それにもし今後事業を拡大させていく構想や算段があるのならば、なおのことベテラン秘書を雇うべきだろう。

　だが確かに、学生時代に創立して自由気ままな経営をしてきたところへ急に実務経験豊富な秘書がやってきても、扱い方に困るのかもしれない。有能な人材を上手く使いこなせず宝の持ち腐れになってしまうかもしれない、という気持ちもあるのだろう。現状サポート役がいなくてもどうにか仕事を回せているのなら、なおさらだ。

「あ。もちろんちゃんと正社員だよ？」

　匠真の事情を考えて黙り込んでいると、彼は葉月が雇用条件のことを心配していると感じたらしい。慌てて給与や福利厚生についても教えてくれるが、葉月が気にしているのは雇用条件ではない。どちらかというと自分に示される条件ではなく、葉月を雇うことで匠真の環境が変わることのほうが気がかりだ。

　そこで再度彼と視線を合わせて、はた、と気づく。

「匠真くん、秘書を雇わなきゃいけないほど忙しいのに、私とココの散歩に付き合ってて大丈夫なの？」

「え……？」

　今日は土曜日だが、昨日は祝日でもなんでもないごく普通の金曜日だった。匠真は『葉月に会いたくてこっちに戻ってきた』と言ってくれたが、話を聞く限り今の彼に新幹線と在来線とバスを乗り継いで、移動に片道二時間もかかる地元で呑気に遊んでいる余裕はないように思う。まして普段関わりのない幼なじみに会うためだけに戻ってくる時間などないはずなのに、彼はなぜ地元にいるのだろうか。

「あ、うん。まあ、そうなんだけど……」

　端正に整った匠真の顔がわずかに曇ったので、葉月もそっと眉根を寄せる。そのまま再度首を傾げると、葉月の仕草を確認した匠真が少し困ったように苦笑いを零した。

「……笑わないで、聞いてくれる？」

　匠真が固い背もたれに背中を預けて視線を下げる。彼の前置きに同意するよう頷くと、一呼吸置いた匠真がそっと口を開いた。

「急に会社が大きくなったからかな。実は最近、匿名の嫌がらせを受けたり、知らない女の人に付きまとわれたりすることがあって」

「!?」

　思いがけない告白に、びくりと身体が強張る。背中に変な汗をかく。

　ストーカーされてるってこと？　と葉月が問いかける前に、匠真が話の続きを繋いだ。

「仕事が忙しいストレスの影響もあるのかも。色々重なったせいで、ご飯が全然食べれなくなっちゃって」

「ええっ……？　た、大変じゃない！」

　どうやら匠真の悩みの種は、一つだけではないらしい。煩雑な業務をこなす忙しさ。経営者としての重責。成功を妬む者からの嫌がらせ。媚びて付け入ろうとする女性の影。それらが重複するストレスによる食欲不振。

　昨日話を聞いたときは、不穏な空気などまったく感じなかった。しかし匠真を取り巻く状況は、葉月の最初の想像よりもずっと窮屈で苦しいものばかり。

「じゃあこっちに帰ってきたのは、リフレッシュ休暇？」

「えっと……うん、それもあるかな」

　問いかけに頷く匠真の態度はまだ少し曖昧だったが、それなら葉月も納得できる。

　匠真が葉月の里帰りを聞いて『会いたい』と願ったのは、ただ葉月の顔が見たかったからではない。懐かしい幼なじみの顔を見ることで『仕事』のことなんて考えていなかった童心に返り、忙しさと煩わしさから抜け出して、暗い気持ちを一新したかった。それに食欲不振気味ならば、地元に戻って母の手料理を味わいたい、とも思ったのだろう。

「だから昔から知り合いで頼れる葉月ちゃんと一緒に仕事ができたら、俺も安心できるし、心強いなって思ったんだけど……」

　だめかな？　と小首を傾げる匠真の表情に、心をぐっと鷲掴みにされる。甘えるような彼の言葉にも母性本能をくすぐられる。

（頼れる……私がいたら、匠真くんはお仕事を頑張れる……？）

　葉月は昔から、匠真に頼られてそれに応えることに、ある種の使命感を覚えていた。葉月の小さな自尊心は人見知りで引っ込み思案だった匠真の性格と相性がよかったのだろう。

　もちろんそれは昔の話。大人になった今はもう、必要のない関係と相性だ。

　わかっている。わかってはいるけれど。

「葉月ちゃん……？」

　二十五歳の成人男性のはずなのに、匠真が首を傾げる姿は今もこんなに愛らしい。他人がやればあざといと鼻で笑うだろう仕草も、匠真が相手だと手を差し伸べたくなってしまう。少なくとも、仲谷葉月の場合は。

（天使な匠真くんが、こんなに困ってるんだもん）

　高校時代から今も変わらず仲がいい女友達が脳裏に出現し『葉月ってほんとちょろいわね、扱いやす～』と楽しそうにからかってくる。耳にタコができるほど聞いてきた女友達の意見はごもっともだと思うし、自分でも理解している。でも──

「わかった。私、匠真くんの秘書になる」

「え……ほんと？」

「うん。私が、変な人から匠真くんを守ってあげるから」

「やった！　嬉しい！」

　葉月の宣言を聞いてがばっと顔をあげた匠真が、葉月の両腕をがっちりと掴んで顔を覗き込んでくる。そのさわやかで甘いのにどうしようもなく嬉しそうな笑顔に、一瞬心臓がどきりと跳ねる。数年顔を合わせ損なっている間に男性らしく成長した匠真に、心を揺らされている気がする。

「じゃあ俺のマンションの住所教えるから、引越しの見積もり取ってね」

　葉月の肩を掴む握力と前のめりな勢いに気圧されて固まっていると、早速と言わんばかりに匠真がそう提案してくる。

　確かに、お互いの住所や匠真の会社の正確な位置はわからない。だが偶然にもよっぽど近い場所に住んでいない限り、最低でも通勤が不便ではない場所まで引っ越す必要があるだろう。

「わかった、じゃあ引越……ん？」

　一瞬、納得しかけた。

　が、その直前で葉月の動きが緊急停止する。

「あ、赴任費として引越料金の補助が出るんだ。上限はあるけど、都内での移動なら全額支給になると思うよ」

「ちがうちがう、そこじゃなくて！」

　意外とちゃんとした会社でしょ？　と胸を張る匠真だが、葉月が引っかかるどころか盛大に躓きそうになった論点は、そこではない。引越先、おかしくないだろうか。

「もしかして一緒に住むつもり!?　なんで……!?」

「だって俺のこと守ってくれるって言ったよね？」

「え、いや違……えっ？」

　思いもよらない話運びに驚き、それは言葉のあやだと説明を試みる。しかし葉月が明確に拒否の言葉を紡ぐよりも早く、匠真が葉月の瞳をじっと覗き込んできた。

「信頼できる葉月ちゃんが一緒に住んでくれたら、家でも安心できると思うんだ」

　その真剣な目と見つめ合った瞬間、葉月はあっさりと陥落する。

（信頼……匠真くんが、私を信頼してくれてる……！）

　脳裏に浮かんだ友達が、またも呆れた表情で『だからあんた、ちょろいんだってば』と肩を竦めた気がした。けれど匠真の嬉しそうな表情を見ていると、友達の心配やからかいなどすぐに気にならなくなる。

「一緒に住めばご飯も楽しく食べられると思うし、夜もリラックスしてゆっくり寝れると思う。それに葉月ちゃんも、新しい仕事を始めるなら多少なりとも出費があるでしょ？　けど俺の家に住んでくれるなら初期費用ゼロだし、家賃も要らないし、他の生活費も節約できるよ？」

「ぜひ！　一緒に住まわせてください！」

　固まって動かなくなった葉月の様子を見た匠真が、矢継ぎ早に『自分と同居することで得られるメリット』をプレゼンテーションしてくる。その説得を耳にした葉月は、一人暮らしの寂しさや、転職とそれに関連する金銭的負担の数々について思考を巡らせた。

　けれどこれもなにかの巡り合わせだと思えば、そんなに悪い話ではないだろう──と結論を出すまでに要した時間は、たったの数秒だけだった。

「ありがと、葉月ちゃん！　じゃあこれから、よろしくね」

「うん」

　葉月が天啓と信じて勢い任せに出した結論に、匠真が無邪気な笑顔を向けてくれる。

　こうしてリストラの憂き目に遭った葉月は、思わぬ再会から導かれるように再就職先と引越し先を決定することとなった。しかしこの決断が年下幼なじみからの執愛の始まりになることを、このときの葉月はまだ知る由もない。







第二話








　再就職先と転居先が急遽決定してから実際に引越すまでの期間、わずか三週間。

　業者のトラックをマンションの入り口で見送った葉月は、ようやく一つ息をついた。だが午前のうちに搬出した荷物を匠真のマンションに運び込んでしまえば、慌ただしい引越しもほぼ終了である。匠真が元々生活している部屋のため困ることは少ないし、あとは時間があるときに少しずつ荷物を整理していけばいい。

「匠真くんの家、すごく立派だよね」

「そう？」

　マンションのエントランスに設置されたレンガ造りのアーチの下から、三十五階建て高層マンションの上階を見上げて感嘆する。

　社長と言っても小さな会社だと聞いていたので、匠真が住んでいる場所もおそらく閑静な住宅街にある中層マンションぐらいのものだろうと考えていた。だが葉月の予想に反し、匠真の住む場所は幹線道路沿いの真新しい高層マンション。繁華街にもオフィス街にもほど近く、徒歩圏内に大型複合施設もあるという想像以上の都会っぷりだ。

　それに立地だけではなくマンションの造りや外観も豪華でおしゃれなうえ、入居する住民に提供されるサービスや機能もかなり充実している。白亜の大理石とモダンな木目の装飾が美しいエレベーターホールには、誰でも自由に座れるお洒落なふかふかソファが設置されている。エントランスにある宅配ボックスも、こんなに大きくてデザインが美しいものは初めて見た。

「それにここのセキュリティ、かなり厳重じゃない？」

　中でも葉月がいちばん驚いたのは、堅牢かつ厳重な防犯対策である。

　エントランスホールとエレベーターホールの間にある自動ドアを開くためには、壁に設置されたパネルに鍵を差し込み、毎月変わるパスワードを入力する必要があるらしい。さらにその先にあるエレベーターに搭乗するためには、指紋か虹彩の照合認証が必要だ。もちろん在宅中の住人に連絡して許可を得れば住民以外でも通過は可能だが、天井の至る所に防犯カメラが設置されているという徹底ぶりである。

「なにかあったときは、遅くても三分以内には警備の人が駆けつけてくれるよ」

「すごい……」

　そして不測の事態が起きた場合は、常駐する専属の警備員が即座に対応してくれるという。警備員に連絡するための呼び出しボタンは、エントランスホールにもエレベーターホールにも、もちろんエレベーター内や各部屋にも設置されている。これだけ厳重なセキュリティならトラブルが起こる可能性も低いし、なにかがあっても安心できるはず。

　そう考えながらエレベーターを待っていた葉月の視界の端に、ふと黒い影が映り込んだ。

　何気なく視線を動かしてみると、誰もいないと思っていたエレベーターホールの長ソファに、ひとりの男性が座り込んでいる。

（ここに住んでる人……かな？）

　黒いパーカーを着てフードを深く被った男性とは、特に目が合うわけではない。距離もあるので声を張り上げて挨拶を交わすほどでもないだろう。それに柱の陰になっているのか、隣にいる匠真も男性の存在に気づいていないようだ。

　ただなんとなく──まだそれほど寒い季節ではないのに、パーカーを着てフードを深く被った男性の姿にわずかな引っかかりを覚えた。

「葉月ちゃんの情報も登録しないとね」

「えっ？　あ、うん」

　匠真にそう話しかけられた瞬間、ぼーっとしていた状態からハッと我に返る。

　確かにこのマンションの住人となる以上、葉月の個人情報も登録して新たな居住者となる旨を管理会社に申請しておかなければならない。匠真が一緒にいれば問題なく出入りが可能だが、常に行動を共にするわけではないし、匠真がいないと家に入れないようではなにかと不便も多い。

　エレベーターに乗り込みながら、「手続き自体はそれほど難しくないよ」と説明してくれる匠真の話をふんふんと聞いているうちに、匠真の部屋がある三十階、そして彼の部屋の前に辿り着く。

　これまで付き合ってきた恋人とも同棲なんてしたことがないのに、幼なじみの匠真と急に一緒に住むことになるとは。

　改めて冷静になると不思議な気分になるが、匠真の提案に乗ったのは葉月自身だし、どちらの両親からも同居の許可をもらっている。

　父から『いい機会だから優秀な匠真くんを見習って、葉月も生活態度を見直したらいいんじゃないか』と笑われたことを思い出すと『リストラは自分のせいじゃないし、生活がだらしないわけでもないのに』『末っ子って普通はもう少し心配されて可愛がられるものなのでは？』と不満の感情が再燃する。

「今日からここが、葉月ちゃんのおうち」

　だが嬉しそうにはにかむ匠真を見ていると、『ま、いいか』と気が抜けてしまう。

　新しい仕事に慣れ、匠真の不安を解消するミッションを達成するまでは、匠真の厚意に素直に甘えさせてもらおうと腹を括ったのだから。




「はぁ～……葉月ちゃんのご飯美味しかったな～……」

「ありがと。まあ、私も一人暮らし歴長いからね」

　夕食後、ベッドに大の字に倒れ込んだ匠真が満足そうに感嘆する。葉月が作ったものは冷蔵庫の奥にあった三種の根菜と、冷凍庫で眠っていた鶏肉とブロッコリー、市販のルーを使ったクリームシチューなので、実はそれほど手間がかかっていない。明日からはもう少しちゃんとした料理を作るつもりだが、このぐらいで喜んでもらえるのなら安いものだ。

「ところで匠真くん？　ここって、私の部屋にしていい……んだよね？」

「ん？」

　だが即席料理の感想よりも、葉月は匠真に確認したいことがあった。

　彼が大の字になっているその場所は、葉月が元の住居から持ってきて先ほど組み立て直したばかりのベッド──葉月の寝床である。もちろん今いるこの部屋も、自由に使用していいと言われた『葉月の部屋』だ。

　なのにどうして、当然のようにそこに匠真が寝転がっているのだろう。寝る準備をしていたところへ急にやってきたのでなにか用事があるのかと思ったが、違うのだろうか。

　葉月の質問に、匠真がごろりと寝返りを打って視線だけで葉月を見上げる。

「一緒に寝よ」

「いやいやいや」

　二十五歳の甘えっ子発言に、さすがにそれはない、と手を横へ振る。

「自分の部屋で寝て」

「え？　葉月ちゃん、俺のベッドで一緒に寝てくれるの？」

「寝ませんっ！　なんでそうなるの？」

　葉月の『一緒に寝ない』という拒否の態度を『〝ここでは〟一緒に寝ない』と解釈したらしい。

　そういう意味ではない、と語調を強めると、匠真がつまらなさそうに唇を尖らせる。

「昔は一緒に寝てくれたのに」

「それ、すごい小さい頃でしょ？　小学生とかの話じゃない？」

　確かに葉月にも、匠真と一緒に眠った記憶はある。多くは遊び疲れた午後から夕方にかけてのお昼寝、たまに『もっと葉月ちゃんと遊びたい』と泣きつかれてどちらかの家に宿泊することもあったが、いずれにせよ小学校低学年ぐらいまでの話だ。

　互いに成人したこの年齢になって、一緒に寝るなどあり得ない。そう明確に示した葉月だったが、寝転がったまま葉月をじっと見つめる匠真の表情は、冗談ではなく至って本気だった。

「どうしても、だめ？」

　匠真が懇願するような視線を向けてくるので、うっと言葉に詰まる。そう聞いてくるということは、彼は『どうしても』葉月と寝たい、ということだろう。

　リストラの憂き目に遭い、実家に帰る選択をするほど寂しい気分を味わっていたので、葉月にも一人暮らしの寂しさや人肌を恋しいと思う気持ちは理解できる。だが付き合っているわけでもない成人した男女が、同じベッドで眠るのはどう考えてもおかしい。

　おかしい、と思うのだが。

（大きい犬みたい……耳と尻尾が見える……）

　葉月の拒否の態度を察知した匠真が、しょんぼりと悲しげな表情を見せる。やや明るい茶色の髪のせいか、葉月が東京に戻る気配を察知して寂しそうに項垂れる実家のトイプードル、ココに似て見える。匠真は人間の成人男性だが、くぅーん……と悲しげな鳴き声の幻聴まで聞こえてくる。──断れない。

「はぁ……わかったわ」

「！」

　匠真の切望に根負けし、ため息と共に了承の言葉をぽつりと呟く。

　その瞬間、匠真の表情がぱぁっと輝いたが、これ以上の要求を重ねられる前に自分の意思だけは明確に伝えておかなければならない。

「今日だけだからね」

「……」

「返事は？」

「……はーい」

　黙り込んで目を背けた匠真がはぐらかす前に、強めの先手を打つ。すると渋々返事をした匠真だったが、結局目線は合わなかったので本当に葉月の要望を理解しているのかどうかは怪しいところだ。

　寝るにはまだ早い時間だし、本当はもう少し荷物の整理もしておきたかったが、葉月の重たい荷物を率先して運んでくれた匠真はすでに眠そうである。仕方がないので今日はもう荷解きは諦め、葉月も消灯して就寝することにした。

　いつもは左右どちらかに横向きになって眠る葉月だが、今日は隣に匠真がいる。昔からの知り合いとはいえ匠真のほうを向いて寝るのは恥ずかしいし、かといって背中を向けるのも素っ気なさすぎる気がする。

　折衷案で仰向けになって布団を被った葉月だが、対する匠真は身体をこちら側に向けて横向きになり、葉月の顔をじっと眺めてくる。痛いほどの熱視線が、なんだかちょっと恥ずかしい。

　なにも言えず沈黙していると、もぞもぞと身体を動かした匠真がふと葉月の首の下に腕を差し入れてきた。そのまま身体の距離が近づくように急に横から抱きしめられる。

　驚きに目を見開いた状態のまま、身体の動きが完全に止まる。ただし心臓だけは高速回転し、バクバクとうるさい音を響かせている。

「葉月ちゃん、あったかい……。それに、いい匂いがする」

「え……そ、そう……？」

「うん。すごく安心する」

　布団の中でぎゅっと抱きしめられ、さらに緊張感が高まる。しかし挙動不審になる葉月と異なり、匠真はこうして触れ合うことに安心感を覚えているようだ。穏やかな声と触れ合った場所から伝わる体温に、葉月も少しずつ緊張と警戒を解いていく。

（匠真くん、こんなに若いのに社長さんなんだもんね）

　葉月を横から抱きしめたまま目を閉じている匠真に、また感慨深さが込み上げてくる。

　いつの間にか追い抜かれてしまった気がするが、人としても男性としても立派に成長した匠真は、今やひとつの会社をまとめ上げる社長という立場についている。聞けば社員の数は三～四十人ほどだが、それでも去年より大幅に増員し、来年はさらに採用者を増やして社員の数は今の倍になることが決まっているのだそう。

（きっと大変なこととか不安なこととか、いっぱいあるんだろうな……）

　規模が拡大する会社を適切に運営し、勤める社員たちの生活や将来に対して責任を持たなければいけない匠真のプレッシャーは、葉月には計り知れない。きっと他人から見えない不安もあるだろう。それを人に見せないよう苦労もしているはずだ。

　葉月はそんな匠真から、パートナーとして選ばれた。業務上の忙しさや苦労、心理的な辛さや寂しさをわかち合う相手として、葉月を頼りたいと言ってくれたのだ。

　昔から変わらない真っ直ぐな信頼を今も向けてくれる気持ちが嬉しい。だからこれまでやったことがない職域に足を踏み入れることになっても、可愛い匠真のためなら一肌も二肌も脱いであげたいと思う葉月だ。

　葉月を懸命に抱きしめる匠真が無性に可愛らしく思えて、布団から片腕を出して匠真の頭を撫でる。すると常夜灯の薄明りの中で匠真が驚いたように顔をあげた。

　じっと見つめ合った瞬間、しまった、と反省する。いくら年下の幼なじみが可愛いからといって、成人男性の頭を撫でるのはよくない。

「ご、ごめんね？　なんかこう……大きくなっても犬っぽいまんまだなぁ、と思って」

「犬？」

　慌てて手を引っ込めながら、衝動的に頭を撫でてしまった言い訳をする。だが匠真に気に障った様子はなく、むしろ楽しそうに微笑まれる。

「俺、ココちゃんみたい？」

「ど、どうかなぁ？　ココはトイプードルだからね。匠真くんは、大型犬っぽいかな」

　内心ではちょっと似てると思っている。けれど身体は葉月より大きいので、小型犬ではないだろう。

　じゃあスタンダードプードル？　甘えん坊で人懐こいという意味なら、テリア系やレトリバー系の犬種かも？　なんて考えていると、その大型犬が突然のそりと身体を起こした。

「葉月ちゃん……」

　ふいに名前を呼ばれたので視線を上げると、それと同時に匠真がのしかかるように葉月の上に覆いかぶさってきた。驚いた葉月は匠真の身体を退かそうとしたが、それより一瞬早く布団の中で脇腹を撫でられる。

「ん……っ！　ちょ、ちょっと……変なところ触らないで」

「変なところって？」

　くすぐったさの中に甘やかな戯れの気配を感じて、驚きの声を発する。だが際どい触れ合いをはぐらかすように、匠真はくすくすと笑うだけ。彼の笑顔は葉月の反応を楽しむようだ。

　そのまま脇腹をするすると撫でられ、身体がびくっと飛び跳ねる。

「俺、犬だもん。葉月ちゃんに甘えてるんだよ」

「犬っぽいとは言ったけど、犬だとは言ってないでしょ。あとこれ甘えてるって言わな……」

　言い訳をする匠真に脇腹を撫で続けられると、くすぐったさの中にぞくぞくと微かな痺れまで感じ始める。パジャマ越しに身体に触れてくる指先に、ただの戯れとは異なる艶めかしい色が宿っている気がして、葉月の声が無意識に上擦っていく。

「んぅ……だめ……匠真くん、くすぐった……いってば」

　匠真の悪戯を相手にしないよう必死になればなるほど、言葉が途切れ途切れになって敏感に反応してしまう。

「ひぁっ……あ」

「葉月ちゃん、可愛い」

「!?」

　身体を撫で続ける匠真に『いい加減にして』と拒否を示そうとした葉月だったが、その直前で思いもよらない出来事が起きた。

　葉月の口から甘えん坊な匠真以上に甘えるような声が零れると、それを聞いた匠真がなにかに突き動かされたように葉月の顎を指先で掴む。少し強引な行動に驚いた葉月は怒りの声をあげようとしたが、文句の言葉を発する前にふたつの唇が重なっていた。

（え……？）

　一瞬、なにが起きたのかよくわからなかった。しかし離れた唇の間で二つの吐息が混ざり合うと、それを間近で感じ取った葉月はすぐに状況を理解した。

（た、匠真くんと、キス……しちゃ、った）

　驚きのあまり目を見開いて硬直してしまう。突然の出来事に思考が追いつかず困惑で固まっていると、少し顔を傾けた匠真が再び唇を重ねてきて、さらに葉月の唇を舌先でそっと撫で始めた。

　キスだけで十分驚いているのに、まさか舌まで入れる気では……!?　と焦った葉月の予想は、当たっていたらしい。脇腹を撫でていた反対の手が少しずつ上昇し、パジャマ越しに胸の横にするっと触れる。

「ん、んぅ……」

　びくっと驚いたせいで唇が開くと、隙間から匠真の舌が侵入してきた。その舌が葉月の舌に絡みついてくるが、口を閉じようにも匠真のキスに阻まれて閉じることができない。それに力も上手く入らない。

「ふぁ、ぁ……っ……まって、たく……ん、んんっ」

　一瞬の隙を頼りに抗議の声をあげようとした。しかし息継ぎの間もなくすぐに唇を重ねられ、灼熱の温度に口内を激しく蹂躙される。ちゅ、ちゅう、と舌と唇を何度も吸われ、口の中のすべてを余すことなく舐められ、舌同士を絡ませられる。

「ん、んぅ……ぁ、ふ……ぅ」

　無理矢理口を閉じて匠真の舌や唇を傷つけてしまうわけにはいかない。だが突然のキスがあまりに激しすぎて、このままでは酸欠になってしまいそうだ。

　それほどまでに匠真のキスは荒々しい。まるで無邪気に暴れ回る子どものような──初めてのキスに喜び興奮するあまり、歯止めが利かずコントロールを失ったような激烈さがある。しかも。

（た、勃……っ）

　雄の欲と色香を纏って葉月に体重をかけてきた匠真の身体が小刻みに揺れる。互いの寝間着が間に挟まっているため直に触れ合うわけではないが、葉月の下腹部に自らの腰を擦りつけるような動きをされれば、嫌でも気がついてしまう。

　自分から抱きしめてキスしてきたくせに、変な火がついてしまったらしい。先ほどは触れるか触れないかだった彼の右手が、今度は明確に葉月の左胸を包み込む。

「だ、だめ……なに考えてるの……！」

「葉月ちゃん……」

　布越しとはいえ胸を掴まれたことで、激しいキスに溺れている場合ではないとハッと我に返った。

　顎を引いて匠真のキスから逃れると、恥ずかしさを押し殺し彼をじっと睨みつける。とはいえ葉月の視界の端はわかりやすく涙で滲んでしまっている。実は荒々しいキスが予想外に気持ちよかったせいで、熱に浮かされて身体もふわふわと心地よさを感じている。だがそれを悟らせたくはないので、あえて虚勢を張ることで匠真の暴走を叱責するつもりだった。

「あっ……ぅ……っぅ、ん」

　しかし消灯して薄暗くなった中で睨んだところで、あまり効果はなかったらしい。葉月の声を聞いて一瞬動きを止めたはずの手が、また布地の上でそろそろと動き出す。

　しかも今度は胸を揉む動きだけではない。いつの間にか反応していた胸の突起を人差し指の腹で撫でられ、その後きゅうっと摘ままれる。

「ふぁ、あ……ぁっ」

「固くなってる」

　急な刺激に驚いて思わず声が出てしまうと、匠真が嬉しそうに報告してきた。

　その台詞に葉月はただ恥ずかしさを覚えるばかり。違う、の一言さえ上手く出てこない。

「ここ触られるの、気持ちいい？」

「やだ……やめ……ぁ……ぅ」

　葉月の困惑と快感を察したのか、耳の傍に顔を近づけてきた匠真が、胸を撫でながら恥ずかしい問いかけをしてくる。夫婦でも恋人でもない相手に同意もなく身体を触られているのに、気持ちがいいわけないでしょう──そう反論したい気持ちはあるのに、拒否の呟きが零れるだけで否定の言葉は出てこない。

「葉月ちゃん？」

「ん、ん……ぁん」

　葉月の内心を読み取っているのか、匠真が熱い吐息と共に感想を聞き出そうとしてくる。

「ね……教えて？　気持ちいい？」

　布越しに乳首をスリスリと撫でられる快感に震えて、なにも言えないまま必死に声を我慢する。すると葉月が抵抗する姿や表情を確かめるように、薄暗がりの中で匠真が顔を覗き込んできた。

（そ、そんな子犬のような目で見られても……！）

　葉月の反応を確かめようとする真剣な眼差しは、暗くてもよくわかる。

　その熱い視線もまた別の刺激になって、葉月の体温をさらに上昇させていく。

「だ、だめ……たく、まく……！」

　視線を外してふるふると首を振ると、指の腹で胸の突起を擦っていた動きが急に鋭いものへ変化した。乳首の先端をカリカリと引っかくような刺激に、身体がびくんっと大きく跳ねる。背中にもビリビリと快感の気配が走り抜ける。

「ん、ん……っ……んぅ」

　なおも逃げようとする葉月からどうしても感想を聞きたいのか、それともただ単に葉月が悶える姿を見たいのか。

　ふと身体を起こした匠真が枕の傍に置いてあったリモコンに手を伸ばし、先ほど消灯したばかりの照明に電源を入れる。その直後、室内が電球色の柔らかな光で満たされた。

「や、電気……だめ……！」

「だめ？　でも葉月ちゃん教えてくれないし、暗いと表情も見えない」

　葉月の制止を聞き入れず、元の場所にリモコンを放った匠真が再び葉月の胸に触れてくる。なんでそんなこと知りたがるの！　と叱りたい気分になったが、それまでは左胸に悪戯を施すだけだったのに今度は右胸の頂点も同時に摘ままれたので、文句は声にならなかった。

「そこ、や……つまんじゃ……！」

　両方の突起を同時に撫でられた葉月は、鋭い刺激から逃れるよう反射的に身を丸くする。しかし匠真は手を緩めてくれず、乳首から生まれる快感をさらに増幅させるように膨らんだ突起を布越しにくりゅくりゅと刺激してきた。

「あ、やぁ、……あっ……ん」

　仕事が忙しかったここ数年の葉月に、恋人を作っている余裕などなかった。以前は合コンのセッティングに活発だった同僚も激務と疲労のためか恋愛に消極的になり、最近は恋人どころか出会いの機会さえない生活を送っていた。

　元々恋愛経験が豊富なわけではないが、それにしても異性と触れ合うこと自体がかなり久しぶり。そのせいか葉月の身体は必要以上に快感を拾ってしまい、匠真の愛撫にも敏感に反応してしまう。

（気持ちいい……きもち、い……）

　すりすりと乳首を撫でてくれる大きな手が、温かくて心地いい。もっと触ってほしい、もっと撫でてほしい、と身体が切なく疼き始める。

（って、ちがうちがう……っ！）

　匠真の男らしい手と優しい指遣い、照明を灯された恥ずかしさ、姉代わりとしてのプライドがせめぎ合う。気を抜くとつい快感に負けそうになる葉月だが、それでもどうにか踏みとどまる。昔から知り合いの幼なじみ、二日後からは上司と部下──こんなことをしていいはずがない。今ならまだ止められるし、引き返せる。

　だから喉に力を入れて『もう離して！』と言いかけたが、声を発する直前に決意の叫びを邪魔された。

「葉月ちゃん、服脱がせていい？」

「えっ？　だ、だめ……っ！」

　匠真のためなら一肌でも二肌でも脱ぐつもりだと思ったが、服まで脱ぐつもりはない。しかし男性の象徴を固くして葉月の身体を弄ぶことに夢中な匠真に、その説明が通じるとは思えない。艶を含んだ熱い息を零した匠真が、ついに葉月のパジャマの裾に手をかける。

「可愛い……ごめんね、脱がせるね」

「や……だめ、だってば……！」

　口で説得しても意味がないと感じたのは、きっとお互いさまだった。さすがに力では敵わない、と考える間に前ボタンをすべて外され、匠真の眼前に上半身をさらしてしまう。

「あ……」

　はらりと布地を開かれてその下をじっと見つめられると、一気に羞恥を感じる。

　匠真に胸を見られる恥ずかしさに硬直しているうちにショート丈の下衣にも指をかけられ、驚いているうちに下着ごとするっと脱がされた。

「すごい……葉月ちゃん、胸大きい……すごく綺麗だ」

「匠真く……ん」

　シーリングライトの電球色の下で、葉月の裸体を確認した匠真がごくりと喉を鳴らす。

　恥ずかしさで匠真の顔を直視できない。整った顔立ちと優しい性格から察するに、きっと匠真はこれまでたくさんの女性と付き合ってきただろう。その匠真に裸体を観察されて品定めされているかと思うと、羞恥と照れに不安や怖さまで加わって、声も上手く発せない。

「んっ……」

　匠真の手が葉月の両胸を横からそっと包み込んだ瞬間、自分の意識と関係なく勝手に喉から声が出た。そこからは先ほどまでと同じ、胸全体を強めに揉みしだかれて、時折胸の頂にも刺激を与えられる。

「や……ん、んぅ」

　彼の熱い指先が胸の突起にツンと触れるたび、こんなに恥ずかしい状況なのに身体が反応して乳首が固くなっていると指摘されている気分になる。しかし制止しようと思っても身体は上手く動かないし、頭も全然働かない。

「あ……あぁ……っぅ」

　クリクリと乳首を捏ね回されると、腰の奥がびりびりと痺れて身体もびくっと飛び跳ねる。自分では止められない反応と快感をどうにか紛らわそうとするのに、匠真の恥ずかしい実況がそれを阻む。

「葉月ちゃんの胸……あったかくて、ふわふわで、すべすべで……すごく可愛い……」

「や……っ匠真く……ぅん」

　どうにか腕で身体を隠そうとするが、匠真が上にのしかかっていてはそれも叶わない。強引に押しのけて逃れることもできない。ならばせめて表情を見られないよう、そして声が出ないように顔を隠そうとするが、葉月の手に邪魔されないことで動きが自由になった途端、匠真がさらに大胆な行動に出た。

　彼の顔の位置が下がる。それと同時にもじもじと擦り合わせていた葉月の足がふわりと高く掲げられる。

　下肢が浮く感覚に驚いた葉月は慌てて身を起こそうとしたが、開かれた股の間に匠真が顔を埋めるほうが、ずっと早かった。

「まって、匠真くん！　それは──」

　匠真が次になにをしようとしているのか気づいてしまい、慌てて制止の声を上げる。しかし葉月の声が聞こえているはずなのに聞く耳を持ってくれない彼は、開いた股の中央に──葉月の秘部に顔を近づけて衝撃的な言葉を呟いた。

「……甘い匂いがする」

　感嘆するような台詞に、顔だけではなく全身がカッと熱を持つ。

「だ、だめ！　ほんとに、そこは……！」

　秘所を直に覗かれるという羞恥から逃れるため、身を捩って身体の位置をずらそうとする。しかし可愛い印象の割にしっかりと男性らしい身体つきの匠真は、案外力も強いし変なところで意思が固い。葉月の制止を綺麗に受け流すと、明るいライトの下でじっくりと秘部を観察される。

（こんなにじっと見られたことないのに……！　は、恥ずかし……っ）

　匂いが甘い、というのは入浴時に使ったボディーソープの香りだろう。花とはちみつの成分が含まれる石鹸だから甘い香りを感じるだけで、実際には甘さはないはずだ。しかし匠真は興味津々のようで、さらにそこへ顔を近づけてくる。

「だめだってば！　そこは……ぁああっ」

　もう恥ずかしさの限界を超えそう──そう思った直後、葉月はさらに衝撃的な状況に見舞われた。

　股の間に顔を埋めた匠真が、舌を伸ばして敏感な場所をぺろ、と舐める。膨らんだ陰核に生温かい舌の先が直接触れる。

「あ、ああ、ぁっ……ん」

　熱くざらついた舌で秘芽を押される快感に、背中がびくりと仰け反って、目の前で白い火花がチカチカと弾けた。

「や、やぁ……だめ、っぁ、あっ……」

　何度もキスされて胸を撫でられたせいか、触れられていないはずの秘部がすでに濡れていることを自覚する。閉じた花弁を開くように匠真の舌に陰核を穿られ、そこにちゅう、と吸いつかれるだけで、腰が浮いて内股が痙攣する。強すぎる刺激に全身が反応する。

「たく、ま……く……っぅ、ん……だめ」

「ん……かわいい」

「おねが……ぁっ、もう……ん、離し、て……！」

　シーツの端をぎゅっと握りしめて、みだらな戯れをどうにか耐え忍ぶ。熱い舌が薄衣から花芯を剥き出し、敏感な陰核の左側をゆるゆると嬲り、右側をちろちろと素早く舐める。そうかと思えば全体を口に含まれてちゅうちゅうと強く吸い上げられ、解放されたことに安堵する前に蜜口から溢れ出た愛蜜をぴちゃぴちゃと舐めとられる。

「ふぁ、あっ……ぁ……んん」

　舌を駆使して執拗に蜜芽を愛撫されると、すぐに達してしまいそうになる。それに丁寧に濡らされて何度も吸ったり舐めたり擦ったりされるだけで、子宮の奥がきゅう、きゅん、と切なく疼く。

「ああ、あっ……やぁ……」

　それでもどうにか耐えようとしていた葉月だが、蜜穴の入り口をぺろりと舐められて浅い場所に舌を挿し込まれた瞬間、身体が急に強い反応を始めた。腰の奥から快感がせり上がってくると、沸騰直前だった快楽が急に増幅して子宮の内側で暴れはじめる。

「だめ、いっちゃ……ぅ、イッちゃうから……っ」

「イク？　気持ちいい？」

「だめっ……そこで、喋っちゃ……っあぁ、やぁ……ん」

　全身を震わせながら、首を振って離れてほしいと懇願する。

　このままだと達してしまう。ただでさえ裸体を見られて、秘部を観察されて、恥ずかしいことこのうえない状況なのに、さらに絶頂を味わって達する姿を見られるなんて。

　可愛くて天使のような年下の幼なじみに、そんな恥ずかしい姿は見せたくない。葉月は不安な日々を送る彼の支えになりたくて、姉代わりのつもりでここにきたのだ。その相手に舐められて達する姿なんて、絶対に見せたくないのに。

「あ、ああっ……っふぁ、ぁっ」

　葉月の限界を悟ったのか、制止の言葉をかけるとむしろ舌の動きが速まる。敏感な蜜芽にダイレクトに快感を与えるように、歯を立てられてじゅるじゅると激しく吸われる。

　もうだめ、と思った瞬間、腰の奥で渦巻いていた悦楽の波が突然防波堤を飛び越えた。

「あ、ふあっ……あああぁ──っ……！」

　下腹部にたまっていた快感が弾け飛んだ直後、身体がびく、びくんっと何度も激しく震えて跳ねる。さらに秘部と内股もががくがくと痙攣し、頭の中に火花が舞って、視界が一瞬真っ白になった。

「ん、んぅ……っぅん」

　激しい絶頂の波が通り過ぎるまでの間、匠真の頭を太腿でがっちりと挟み続けてしまった気がする。けれど快楽の最高点を通り過ぎれば、あとは身体から力が抜けていくだけ。

（舐められ……てる……）

　じゅわりと染み出した蜜液を飽きずに舐め続ける匠真の舌遣いに、時折身体がぴくっと反応する。だが体力と気力はすぐには回復せず、ぼんやりしながらただ快感の気配が引くのを待つ。

「すごいね、葉月ちゃん。ここ……イッたら、匂いが濃くなるんだ？」

「！　ば、ばかぁ……っ！」

　しかし快楽の余韻が薄れて頭が冴えてきたところで、匠真が信じられない感想を呟いた。一気に現実に引き戻された葉月は、怒りの声をあげながら頭の下にあった枕を鷲掴み、それを匠真の顔面めがけて思いきりぶん投げる。

「んぶ！」

　固い枕ではないので、顔に当たってもぼふっと鈍い音がするだけ。もちろん葉月の気持ちはそれだけでは治まらない。

　照れと羞恥で熱く火照った顔を誤魔化すべく急いでパジャマの前を合わせると、匠真のロングシャツの首元を掴みベッドの上から引きずり下ろす。

「わ、わ……ごめんね！　葉月ちゃんが可愛くて……ごめん、やりすぎちゃっ……」

　さほど強い力は出せないが、葉月が怪我をしないよう配慮して動いてくれる匠真には一定の効果があったらしい。葉月の動きに従ってくれることを逆手にとって彼を部屋の入り口まで引っ張っていくと、そのまま室外へぽいっと放り出す。すると急に手を離されて焦ったのか、匠真が情けない声を出した。

「ご、ごめんね？　謝るから許して……」

「もう知らない！　いいから、自分の部屋に戻って！」

「えっ！　まっ……本当にもうしない！　葉月ちゃんが困ること、もうしないから」

　葉月から突き放されたことで、匠真も相当慌てたらしい。悲しそうな表情と焦ったような声で両手をぱんと合わせて謝罪の意を示す匠真に、「……ごめんなさい」と再度謝られる。

（う……）

　そのしおらしく反省する姿を見るとつい心が揺らいでしまう葉月だけれど。

（だ、だめ。絆されちゃだめ……！）

　さすがに、いくらなんでも簡単には受け入れられない。もちろん彼の戯れを途中で止め切れなった葉月にも落ち度はあるし、そもそも恋人でもない成人男性とひとつ屋根の下に住む選択自体が間違っていると言われたら、ぐうの音も出ないのだけれど。

「お願い。もう変なことしないし大人しく寝るから、一緒に……」

「い、や、で、す！」

　葉月に本気で嫌われると感じて焦ったのか、匠真が懸命な様子で追い縋ってくる。しかし今の葉月に匠真の要望を受け入れる余裕はない。悲しげな表情を見せる匠真をシャットアウトするのは心苦しかったが、彼が葉月の腕に触れる前に扉をパタンと閉めてしまう。

　そのまま鍵をかけようとした葉月だったが、ドアノブを確認してみるとなぜか内鍵がないことに気づく。どうやらマンションの共用スペースには万全なセキュリティ対策が講じられているが、各部屋の鍵の有無は入居する住人次第のようだ。

　キイ、と少しだけ扉を開けて、部屋の前に佇む匠真をじっと睨む。

「いい？　私が寝てる間に変なことしたら、出て行くからね」

「う……はい」

「あと匠真くん社長なんだから、次やったらセクハラで訴えるから」

「はい……」

　自分の言いたいことを告げ終わると、再度パタンと扉を閉める。それから数分の間は部屋の外に匠真の気配があったし、二回ほど捨てられた子犬のような声で名前を呼ばれた。

　だが葉月が返事をせずにいると、そのうち匠真も諦めたらしい。最後に「おやすみなさい」と言い残した彼が自分の部屋に戻っていく足音も、すぐに聞こえなくなった。

　ようやくパジャマを着直した葉月だったが、少し落ち着いて冷静になると、あとはシーツの上をごろごろのたうち回るしかない。

（あああ……！　もう、信じられない……！）

　油断してたとはいえ、幼なじみである匠真にみだらな悪戯を許してしまった。抱きしめられて、キスされて、服を脱がされて胸を揉まれ、秘部を舐められて達するという醜態をさらしてしまった。

（嫌なわけじゃ……なかった、けど……）

　匠真に対して嫌悪や不快を感じたわけではない。ただ時間が経過すると、どうしても猛烈な恥ずかしさが湧き起こる。彼の突然の行動も自分の反応も、あまりに予想外すぎて。

（……ていうか匠真くん、私が相手でも反応するんだ）

　羞恥に悶絶していた葉月だが、ふと我に返って動きを止める。

　途中からそれどころじゃなくなったのですっかりと忘れていたが、葉月の身体に自分の下腹部を擦りつけてきたとき、匠真の股間は大きく膨らみ固く反応していた。結局熱を吐くどころか触れることもないまま部屋に戻してしまったが、ああやって身体が反応するということは、匠真は葉月に対して性的に興奮していたということだ。

（忙しくて溜まってるのかな……？　恋人……はいなさそうだけど……）

　ベッドの上で猫のように身を丸めたまま悶々と考え込む。

　端正に整った甘くさわやかなルックスにほどよく引き締まった身体を併せ持ち、小さい会社でも肩書は社長、性格も人懐こくて明るく優しい。そんな非の打ち所がない匠真ならば、おそらく相手も選び放題だろう。幼少期から互いの気心が知れていて親しみがあるとはいえ、わざわざ平凡で年上である葉月に手を出す必要はないと思うのだが。

（忙しくて出会いがないのかな……それはまあ、私もそうだったからわかるけど……）

　匠真が突然大胆な行動に出た理由を、頭の中で探し続ける。

　しかし朝から荷造り、荷出し、移動、荷受け、荷解きという怒涛の引越し作業に加え、まだ慣れないキッチンでの料理をこなして疲労困憊だったところに、この恥ずかしい状況が重なった。

　心も身体もすっかりと疲弊していた葉月は、考えがまとまらずぼーっとしているうちに睡魔に襲われ──気がつけばベッドに丸まった状態のまま眠りの世界へ旅立っていた。







第三話








「ごめんね、初日からいっぱいお仕事頼んじゃって」

「いえ……このぐらいなら全然……」

　社長室の応接ソファに座り、目の前に置いたノートパソコンとコンパクトスキャナーの間で視線を交互させていると、自席に座る匠真からそう声をかけられた。なんとなく匠真の顔を直視できない葉月は、視線を前に向けたままで「大丈夫です」と小さく呟く。

　引越しから二日目の昨日は、荷解きと日用品の買い出しに時間を割き、食事以外では匠真と顔を合わせずに過ごした。匠真は申し訳なさそうな表情で朝から何度も謝罪を繰り返してきたが、葉月が『もう忘れて』と告げたきり口を噤んでいると、そのうち匠真も前夜の出来事には触れてこなくなった。

　おかげで恥ずかしい感情を胸の奥にしまい込むことに成功したためか、アプリゲーム開発企業『クリスタルスノーゲームス』の出勤初日は、穏やかに過ごすことができていた。

　葉月の心も穏やかだったが、仕事も想像より忙しくなく会社の雰囲気も居心地がいい。ゲームやアプリの企画者、エンジニアやシステム調整担当などの技術職者は、作業に集中しやすいよう一人一ブースの半個室空間が与えられているらしい。逆に総務や経理などの事務職や営業職はフリーアドレス方式を採用しているためか、皆和気あいあいと楽しげな様子である。社長秘書として中途採用された葉月も好意的に迎え入れられ、年齢の近い女性陣からは昼食にも誘われた。

「そういえば葉月ちゃん、なんで敬語、しかも名字呼び？」

「え？」

　賑やかなランチタイムを思い出して和んでいると、匠真がふと思い出したように問いかけてきた。しかし質問の内容には首を傾げてしまう。

「朝生社長は、私の上司ですよね？　部下が上司にタメ口で下の名前に〝くん〟を付けて呼ぶのは、他の方へ示しがつきません」

「あ、そっか。そうだよね」

　葉月の説明を耳にした匠真が、指先で口元を押さえてハッと驚く。言われるまで意識していなかったのか、

「じゃあ俺も葉月ちゃんのことは名字で呼ばなきゃいけないのか～」

　と腕を組んで困ったように唸り始める。

「呼び慣れてないから、名前がいいなー」

「名字で呼んでください」

「名前で呼んじゃだめ？」

「だめでしょうね」

　葉月がきっぱり断ると、立派なプレジデントチェアの背もたれにゆったりと身体を預けた匠真が、むむっと頬を膨らませた。頬杖をついて唇を尖らせる姿からも『つまらない』との感情がにじみ出ている。

（大型犬……というか、甘えん坊……）

　わかりやすく駄々をこねる匠真だが、この姿に絆されてはいけない。葉月は一昨日、この表情と言動に痛い目を見たばかりだ。

（って、だめ！　……思い出しちゃだめ！）

　匠真の熱視線と執拗な愛撫、葉月の羞恥を煽る台詞と低い声──それらに与えられた快感を呼び起こしそうになって、必死に頭を振って雑念を追い払う。なにも起きてない、なにも思い出してない、と自己暗示をかけて精神統一を図る。

（それにしても匠真くん、スーツ姿かっこよすぎない？　モデル？　アイドル？）

　いつの間にか自分の仕事に戻っている匠真の姿をちらりと盗み見て、そんな感想を抱く。

　今朝、寝間着から着替えてリビングに現れたときにも感じたことだが、すらりとした高身長とほどよく引き締まった体躯にはスーツ姿がよく似合う。

　葉月が元々勤めていた旅行代理店ではツーピーススーツの男性が多く、最初は少し見慣れない印象だった。だがこうして見ていると、流行の色や形を上手く取り入れたお洒落なスリーピーススーツのほうが匠真のスタイルのよさを引き立たせていると思う。

（天使とは違って……なんかこう……王子様モード？）

　そして仕事をしているところもはじめて見たが、勤務時間中の匠真はさわやかで凛々しい完璧な好青年──立派な『社長』の姿だ。普段の甘えん坊とはかなり印象が異なる。

「あ、青あお木きさん？　さっき受け取った分のチェック終わったから、データバックしといたよ。あとで確認しといてね」

　今だってそうだ。社長室にいながら電話で社員へ仕事の確認や指示出しをする匠真の様子からは、子犬のような可愛らしさなど感じられない。穏やかな声とわかりやすい言葉で優しく部下に接する姿は、思わず見惚れてしまうほど。素直にかっこいいと思う。

「うん、ありがとう。あと梶かじ原わらさんに、先週の見積もりＯＫって伝えておいて」

「……」

　クリスタルスノーゲームスは小さな会社でまだまだ社員も少ないためか、社長である匠真から直に指示を受けることもさほど珍しくないらしい。そのぶん匠真に負担がかかっているように思うが、合間に葉月の挨拶と紹介回り、葉月への業務説明の時間を挟んでも、スケジュールが狂う様子や気忙しさは一切感じられない。

「今朝送ってもらったやつ確認したけど、これたぶん先週のデータと一緒だと思うんだ。申し訳ないんだけどもう一回チェックしてみてくれる？　ううん、大丈夫。ありがと」

（せ、千手観音……？）

　部下と会話をしながらいくつものタスクを同時進行している。手と目を動かしつつ通話を終えた瞬間に次の通話を始めていて、しかも先週の仕事内容もちゃんと覚えているらしい。有能にもほどがある。

（これ私、必要？）

　こうなると自分は本当に必要だったのだろうかと疑問に思う。確かに忙しそうではあるが、匠真からは余裕の態度しか感じられない。

　否、忙しさや大変さは日々変動があるだろう。忙しくて手が回らないことも多いからこそ、サポート役を採用したはずなのだ。きっと今はまだ、葉月に仕事を割り振っていないだけ……だと思う。

「ん？　わからないことある？」

「え？　あ、いえ……」

　葉月の視線に気づいたのか、部下との通話を切った匠真がそっと席を立って葉月に近づいてきた。

　匠真は葉月を気遣ってくれたようだが、特段難しいことはしていない。葉月が社内の挨拶回り、設備やシステムの扱い方、情報の取り扱いにおける注意点の確認、匠真のスケジュール管理方法の説明後に与えられた最初の仕事は『名刺の管理と登録』だった。

「名刺もデジタル管理なんですね」

「うん。紙でも保存しておくけど、管理ソフトに入れておけば他の人にも共有しやすいし、後で探すのも楽だからね」

　クリスタルスノーゲームスでは、取引先や営業先、イベントや展示交流会などでもらった名刺をすべてデータ化して管理しているらしい。しかし忙しさのあまり最近はデータ処理作業を怠っていたため、かなりの量が溜まっていたようだ。その溜めっぱなしになっていた名刺をスキャナーで読み込み、過不足のある情報を手動で登録していく──それが葉月に与えられた初ミッションだ。

「ちなみにその管理ソフトもうちで作ったやつだよ」

「え、そうなの!?」

　匠真の何気ない発言に、思わず敬語も忘れて聞き返してしまう。その反応に、匠真がくすっと笑顔を見せた。

「スマホアプリ版とＰＣソフト版で同期できるし、大量の名刺を持ち歩かなくてもいつでもどこでも確認ができるから、イベントのときとかすごく便利で」

「な、なるほど……！」

「使える機能が少ない代わりに基本は無料。小さい広告が入るけどね。有料でアップデートすれば機能も増えるし広告も非表示にできるけど、一般的な会社員が個人で使う分には無料のスマホアプリ版だけでも十分だと思うよ」

　匠真の説明に、ふんふんと頷く。クリスタルスノーゲームスの主力製品はスマートフォン用のアプリゲームだが、他にも便利ツールも作っていると聞いていた。そのうちの一つが、この名刺管理ソフトなのだろう。

「ちなみにうちで使ってるＰＣソフト版は一般流通してるやつとちょっと違って、開発の竹たけ内うちくんが変な機能いっぱいつけてるんだよね。だからたまに、マニュアルにはない表示が出るかも」

　ノートパソコンのディスプレイを確かめるべく、匠真が葉月の座るソファの右隣にそっと腰を下ろしてきた。さらに一緒に画面を確認するよう身体をぐっと近づけてくる。すると座面が柔らかすぎるせいか、クッションが沈んで匠真の肩に寄りかかる体勢になってしまう。

「あ、このポップアップが出たら×印押して閉じていいから」

　そう呟いた匠真が操作のためにマウスを握ろうと腕を伸ばす。しかし右利きの匠真が葉月の傍にある右手用のマウスを握ろうとすると、そのぶん身体が密着するわけで。

（わ……）

　胸板が顔のすぐ傍まで迫る。匠真は香水を使っていないが、代わりに彼本人の匂いを近くで感じる気がして思わず身体が強張る。せっかく真面目に仕事に取り組むことで、一昨日のことは思い出さないようにしていたのに。

「匠真ー？　お前、なに会社でイチャついてんの」

「ふわっ……!?」

　どきどきと緊張していたところで、急に部屋の入り口から声をかけられた。

　換気のためにドアを少し開けていたとはいえ、社長である匠真の部屋に急に誰かが入ってくると思っていなかった葉月は、驚きのあまり思わず悲鳴をあげてしまう。

「おかえり、蓮れん」

「ただいま。ほい、九州土産」

　だが突然の入室者に慌てたのは葉月だけで、匠真には驚いた様子がない。

　立ち上がった匠真が、近づいてきた男性から老舗店のカステラと有名な明太子煎餅の紙袋を受け取っている。その様子を見つめていると、こちらを向いた男性がにこりと笑顔を作った。

「そういえば匠真の秘書ちゃん、今日からだもんな。はじめまして。クリスタルスノーゲームス専務取締役の、西さい藤とう蓮です」

「は、はじめまして。本日よりお世話になります、仲谷葉月です。よろしくお願いいたします」

「葉月ちゃんね、よろしく」

　相手が挨拶と共に名乗ったので、葉月もその場に立ち上がって深々と頭を下げる。

　そうだ。朝一番に社内の挨拶回りをした際に、一緒に会社を興したメンバーで副社長とデザイナー職を兼任しているという匠真の友人には会ったが、その際にもう一人、専務と営業職を兼任している友人がいることも聞いていた。だが営業出張中でいつ帰ってくるのかわからないと聞いていたせいで、すっかり頭から抜け落ちていた。

　葉月の挨拶を聞いた蓮が楽しそうな笑顔を浮かべながら右手を差し出してくる。

　左側だけ後ろに流した艶のある黒髪。品のあるスリーピーススーツと、清涼感を覚える香水。彼も匠真とはタイプの違うイケメンだ。蓮は彫が深くて眉がやや太く、どちらかというとワイルドな印象である。

　そんな彼と握手を交わした際に、ふとシャツの袖口から黒っぽい腕時計が見えた。一瞬だったのでブランドまではわからなかったが、『右手に時計をつけてるってことは、左利きなのかな？』と思う。

「蓮、下の名前で呼ぶのはダメでしょ。あと『ちゃん』もなし」

「なんだよ、随分厳しいな」

　蓮の手首を見つめていると、やりとりを見ていた匠真が急に間に割って入ってきた。葉月と蓮を引き離す際の文句に『どの口が言うの……』と呆れてしまう。

　だが蓮は匠真の威嚇をさほど気にしていないらしい。葉月が反応に困って固まっていると、蓮がにこりと笑顔を向けてくれた。

「俺ら専攻は違うけど、大学のキャンプサークル仲間なんだ」

「え……キャンプ？　テントを立てたり、火を熾すやつですか？」

「そ。あとは登山とか、渓流くだりとか、釣りしたりとか、割と自由に色々と」

「へえー！　楽しそうですね」

　意外なことに、彼らの馴れ初めは大自然を満喫することを目的としたサークル活動にあるらしい。しかもそのアウトドア活動で使える便利なツールアプリを自作したことがきっかけとなり、会社まで設立することになったという。

　ふんふん、と興味津々に頷いていると、見ていた匠真が嬉しそうに声を弾ませた。

「葉月ちゃんもキャンプしたい？　大学時代に使ってた道具、うちにいっぱいあるよ。もし葉月ちゃんが興味あるなら森でも海でも山でも、行きたいところに連れてってあげる」

「え？　急に……？」

「今すぐってわけじゃないよ？　お互い今の環境に慣れて余裕ができたらでいいし」

　匠真がきらきらと目を輝かせて誘ってくれるが、葉月は完全なインドア派だ。身体を動かすこと自体は嫌いじゃないが、公園や近くの山を駆けまわっていた昔と違い、今の葉月にアウトドアな趣味を十分に満喫できる体力はない。普段からランニングをしていて体力作りを怠らない匠真とは身体の仕上がりが違う。

「あ、もちろん準備もテントの設置も料理も、全部俺がやるから。あと葉月ちゃんが使う道具も揃えたいよね？　最近はスポーツメーカーとかアウトドア用品店に専門コーナーあるし、女の子向けの可愛い道具とかウエアとかも」

「ストップストップ」

　急に饒舌になって捲し立てる匠真に困惑していると、蓮が横から助け舟を出してくれた。匠真の肩をポンポンと叩いた蓮が、呆れた表情でため息をつく。

「お前、普段とキャラ違いすぎだろ」

「えっ？　そ、そうかな」

「自覚ねーのかよ」

　指摘されて初めて気がついたと言わんばかりの匠真の様子に、蓮が苦笑いを零す。

「匠真がこんなにテンション高いの珍しいな。葉月さん、すげーわ」

「？　えっと……」

　先ほど禁止したにも関わらず、蓮が葉月を名前で呼んだからだろうか。一応『ちゃん』ではなく『さん』に変えてくれたが、それでも匠真はまだ不満らしく、蓮をじっと睨んでいる。その姿に、蓮が「怖ぇよ」と後退った。

　楽しそうなやりとりをしている社長と専務だが、考えてみれば二人とも葉月より年下である。年齢差はたった二歳だが、二つ下とは思えないほどフレッシュでパワフルな二人の様子に、若いっていいなぁ、と微笑ましく思う葉月だった。







第四話








　クリスタルスノーゲームスへの入社から三週間が経過すると、なんとなく仕事にも慣れ始めてきた。

　とはいえ元々ひとりで仕事をこなしていた匠真だ。一応葉月にも仕事を与えてくれるが、彼なら他者の手を借りずとも作業や業務を滞りなく進められるのだろう。

　おそらく匠真は、社員が倍に増えて会社の規模が大きくなる来年度から、葉月を社長秘書として本格的に稼働させたいと考えている。それまでに彼のサポート役を完璧に務められるように成長していることが、葉月の真の課題だ。今はそのための準備期間と考え、匠真の後ろに控えていても恥ずかしくない程度の立ち振る舞いを身に着け、彼を支えるための業界の知識や社交の経験、語学や経済学、時事情報を蓄積して自身をアップデートいくことを優先したいと思っている。

　そして匠真のサポート係としての役割がもう一つ。安全で快適な生活環境の確保だ。

「鍵──パスワード……」

　仕事帰りにスーパーで買った食材を背負いながらマンションに入ると、いつものようにエントランスのパネルに鍵を挿し込み、今月のパスワードを入力する。

「で、虹彩認証……っと」

　さらにエレベーターホールに進むと次は虹彩認証だ。正直ここまで厳重なセキュリティにしなくても……と思わないこともないが、財産がある人はこういうところにお金をかけるものらしい。否、財産がある人だからこそ、防犯には積極的にお金をかけるのだろう。

　数週間前からこのマンションの住人となったとはいえ、本来自分には縁遠い話だ。若くして経営者となった匠真に誘われたからこそ、葉月もここに住めているというだけで。

　あれから『あの夜』の話題には、お互い一切触れていない。

　大人になってから再び交流が始まった幼なじみ同士。同居人としては居心地も空気も悪くない。だからもう話題に出さないほうが、お互いのためだと思っている。

　さて、可愛い年下幼なじみのために、今日は買ってきたじゃがいもでポテトグラタンでも作ろうかな──などと考えながら何気なく視線を動かした葉月は、住民用の掲示板に昨日までなかったポスターが貼ってあることに気がついた。

「戸締りをしっかり……盗難対策？」

　おしゃれな空間の雰囲気を損わないようモノトーンである代わりに、字体やデザインが凝られたポスターを見て、「なるほど」と納得する。

　管理会社からのお知らせは『空き巣や盗難対策の徹底、特に女性の一人暮らしは厳重な戸締りを』との注意喚起だった。確かに秋は空き巣が多いシーズンだと聞く。暦はすっかり十月だ。

　しかし葉月個人としては、空き巣よりも肌が乾燥する季節となったほうがよっぽど気がかりである。

「あ、しまった。……ポスト見てこなかった」

　肌の乾燥、で思い出した。

　引越しと新しい仕事に慣れることにばかり気を取られて忘れていたが、家を引越すと郵便物の転送届と住所変更届も必要になる。その届け出をすっかりと怠っていたことに、つい先日、いつも使っている化粧品メーカーのダイレクトメールが届かないことでようやく気がついた。慌てて届け出たついでに化粧品メーカーのコールセンターにも問い合わせたところ、すぐに登録情報を変更してカタログも再送します、と言ってくれていたのだ。

（早めに買い足したいし……戻ろうかな）

　呼び出したエレベーターの扉が開いたので、どうしようか、と一瞬迷う。けれど乾燥シーズンが近づいてきたこの時期に、愛用の基礎化粧品が切れてしまうのは由々しき事態だ。できるだけ早く化粧水とクリームを購入したかった葉月は、結局ポストまで戻ってダイレクトメールが届いているかどうかを確認することにした。

「えっ？」

　しかしエレベーターホールからエントランスホールへ引き返そうとした葉月は、そこで衝撃的な状況に出くわしてしまう。

　どう見ても配達業者ではない全身真っ黒の男性が──ついさっきまでいなかった怪しい男が、住民用ポストの中を確かめるように隙間を覗き込んでいたのだ。しかも。

（そ、そこ！　匠真くんちのポスト……！）

　男性が覗き込んでいたのは、匠真の部屋のポストだった。いつもそこから郵便物や配達物を回収する葉月が、場所を間違えるはずがない。

　上下黒のライダースーツの男性は、なぜかバイク用のヘルメットをしたままポストを覗こうとしている。その状態でポストを覗き込んでもヘルメットが引っかかって中は見えにくいだろうし、暗くて様子も確認しにくいはずなのに。……明らかに怪しい。

　そこでふと、以前匠真から聞いた話を思い出す。

（そういえば匠真くん、嫌がらせされたり付きまとわれたりされてるって……）

　仕事が軌道に乗り始めたことをきっかけに、匠真は匿名の相手から嫌がらせを受けたり、知らない女性に付きまとわれるようになった。不穏な存在に安寧な生活を脅かされ、一時期は食欲不振にまで追い込まれた。

　この三週間はまったく存在を感じなかったが、あの怪しい男性は匠真に危害を加えようとする危険な輩なのではないか？

　そう考えた葉月の背筋に、冷たい汗がつぅ……っと伝う。

　どうしよう、と一瞬悩む。

　人に危害を加えるような武器を所持しているようには見えないが、自分は女性で、背格好から考えて相手はほぼ間違いなく男性だ。そんな相手に立ち向かうなど、危険行為以外のなにものでもない。

　だがここで不審者の『嫌がらせ』が達成されてしまえば、彼は匠真への嫌がらせをさらにエスカレートさせるかもしれない。ポストになにかをするよりももっと危険な方法で、匠真を傷つけようとするかもしれないのだ。

（私が、しっかりしなきゃ。匠真くんを守るって決めたんだもの！）

　匠真を守る。それが葉月の、このマンションに引越してきた最大の理由だ。

　とはいえなにが起こるかわからないのに丸腰で立ち向かっていくのは極めて危険だ。というわけで、ここは『警備員を頼る』が最善策だろうと結論を出す。

　男性との距離はおよそ十メートル。間にあるのはガラス製の自動ドアが一枚。この距離感ならば気づかれないだろうと考え、一番近くの壁にある緊急呼び出しボタンを震える指先でぐっと押し込む。ボタンは触れただけで誤って作動しないように設計されているらしく、押してみると案外固い。そこにさらなる力を加えると、葉月の救援に応えるようにジリリリリとけたたましいベルがエレベーターホール内に鳴り響いた。

　その音は不審な男性にも届いたらしい。がばっと振り返ったヘルメットが、大慌てで天井を確認している姿が目に入る。人間は大きな警告音が聞こえると、咄嗟に上方を見る習性があるのかもしれない。なんて呑気な発見をしていると、男性が突然、マンションの入り口へ向かって走り出した。

（あっ……逃げる！）

　警告ベルに気がついた不審者は、そのまま逃走を図ろうとしたらしい。

　しかし匠真の説明によると警備員が到着するまでにかかる時間は『三分以内』。ということはつまり、最大で三分の時間を要するということだ。

　それでは相手に逃げられてしまう。追い払うことはできても、ほとぼりが冷めた頃にまた同じ嫌がらせをされては意味がない。ならばせめて『住民に姿を見られた』と思わせておきたい──そう考えた葉月の身体は、意思とは関係なく勝手に動き出していた。

「待ちなさい！」

　エレベーターホールとエントランスホールの間にある自動ドアが開いた瞬間に大きな声を出すと、ヘルメット男がこちらに振り向く。とはいえ間違いなく逃げられてしまうと思っていた葉月だったが、そこで意外なことが起きた。

　なんと不審な男性、ヘルメットのせいで距離感を失っていたのか、それとも単に存在を忘れていたのか、エントランスホールと外を繋ぐ自動ドアが開き切る前に屋外へ飛び出そうとして、ガラスに思いきり激突して思わぬ足止めを食らってしまったのだ。

　幸いガラスは割れなかったが、ぶつかった男性にはそれなりの衝撃が加わったらしい。葉月は不審者には近づかない前提で『待ちなさい』と言ったのに、思いがけず男性が本当に待ってくれる状況になる。

「待って！　……逃がさないわよ！」

「っ……」

　どうしよう、と少しだけ悩んだ。だが自動ドアに阻まれたせいで混乱している今なら、男性を拘束あるいは足止めできるかもしれない。そう考えた葉月は自動ドアをくぐり抜け、エントランスホールを真っ直ぐ進んで男性に駆け寄ると、相手の右手首をむんずと掴んだ。

　驚いた男性は葉月の手から逃れるために腕を振り乱したが、葉月が手の力だけではなく腕にぶら下がる勢いで必死にしがみついたので、簡単には抜け出せなくなったようだ。

　それならいっそ、警備員がくるまでの三分をこのまま耐えてみせる！

　握る手にさらなる力を加えると、葉月の爪が肌に食い込んだらしく不審者が「うぐっ」とくぐもった声を発した。男性の痛そうな声を聞いてハッとした葉月は、『やりすぎてしまったかも』と感じて視線を下げた。そして相手の手首を確認したことで、意外な事実を発見する。

（ええっ……こんな高級時計してるの、この人！）

　男性の右手首には立派な腕時計が巻かれていた。しかも普通の時計ではない。葉月も雑誌でしか見たことはないが、黒の文字盤に金の針が美しいその時計は、なんと世界でたったの十五本しか製造されていない高級時計ブランドの限定品だったのだ。

（そっか！　嫌がらせが目的で、窃盗が目的じゃないから……！）

　現在の状況と以前聞いた話が一致するのなら、この男性の目的は匠真に嫌がらせをすることであり、金品を得ることではない。嫌がらせのためにポストからなにかを抜こうとしたり、なにかを入れようとしているだけなら、本人がそこそこのお金持ちという可能性もあるだろう。

「あ、しまっ……」

　そんな考察に思考を費やして気が抜けていたせいか、再度腕を振り上げられた瞬間、葉月の腕から男性の腕がすぽっと引っこ抜けた。その瞬間男性は素早く踵を返し、今度こそ自動ドアが開いたのを確認してから一目散にマンションを飛び出していった。

「ま、待ってっ……！　ちょっと！」

　急いで後を追おうとした葉月だったが、その瞬間、鼻先に微かな違和感を覚えた。

　なんとなく見過ごしてはいけない気がして──思わず一瞬、足が止まる。

　なんだろう……嗅いだことがある香りだ。

（香水……？）

　単一の花や食材が発するわかりやすい香りではない。不快感ではなくむしろ好ましいと感じる、甘く大人びた清涼感のある香り。どこかで感じたことがある匂い。

　確か最近、この香水を使っている人に会った覚えが……。

　違和感を抱きながら葉月もマンションから飛び出してみたが、すでに不審者の姿はなく、爆音をあげたバイクが幹線道路を颯爽と駆け抜けていった後だった。逃走速度と暗さのせいでバイクの種類やナンバーまで確認できず、葉月は乱れる呼吸のままただ立ち尽くすしかない。

　緊張から解放されて盛大に息をつく葉月だったが、頭の中ではなにかが引っかかっている。

　男性の背格好。着けていた高級腕時計。鼻に覚えのある香水……。

「葉月ちゃん？」

「！」

　思考の海に沈みかけた葉月だったが、ふと後ろから声をかけられ、その場にびくっと跳ね上がった。

　驚いてがばっと振り返ってみると、そこに帰宅した匠真が佇んでいた。

「ごめん、遅くなったね。ホールのあたり結構混んでて、タクシー捕まえられなくて……」

「た、匠真くん！」

　知人が主催する経済評論の講演会があるとのことで、定時を過ぎた匠真とは一旦、会社で別れていた。葉月はシステム部の社員に借りた資料を読むために会社に居残り、その後スーパーで買い物をしてからこの時間に帰宅した。よって匠真はほぼ予定通りに帰宅しており、遅くなったのはむしろ葉月のほうなのだが、今はそんなことはどうでもよくて。

「あのね、実は……！」

　たった今起きた出来事をなるべく簡潔に、けれど取りこぼしがないよう匠真に説明する。

「……そうだ、ポスト！」

　懸命に状況を伝えた葉月は、最後まで言い終わると同時にポストになにかされた可能性に思い至った。慌ててポストに近寄りダイアルを回して蓋を開けてみると、中に入っていたものは葉月が再送依頼をしていたダイレクトメールの小冊子のみ。特に破れたり汚れたりもしていないし、他に危険なものや怪しいものも投入されていない。不審者がなにも手にしていなかったところ見るに、なにかを抜かれてもいないだろう。

「なんともない……！　よかった！」

「よくないよ」

　ほっと安堵の息をつく葉月だったが、胸を撫で下ろすと同時に後ろから匠真に抱きしめられた。急に温かい温度に包まれたことにどきっと胸が高鳴るが、葉月の動揺はお構いなしに、匠真が強い力で身体を抱きしめてくる。

「葉月ちゃんが無事でよかった」

「た、匠真くん……？」

「でももう危ないことしちゃだめ。夜だし、人も少ないし、なにされるかわからないんだよ？　葉月ちゃん、女の子なんだから」

　いつになく厳しい声で葉月を叱責する匠真に、「ごめんなさい」と謝罪する。

　だが彼の言う通りだ。確かに不審者を取り逃せばさらなる危険が待ち受けているかもしれないが、今この場でなにかがあっては意味がない。今回はたまたま乗り切れたが、人の命は一つしかない。葉月も匠真も、この世には一人しかいないのだ。

「葉月ちゃんがいないと、俺は生きていけないのに……」

「……匠真くん」

　匠真の呟きに胸をぎゅっと掴まれていると、血相を変えた制服姿の中年男性が突然、エントランス内に飛び込んできた。どうやら彼が今夜の警備担当らしい。

　ボタンを押してからすでに三分以上経過しているはずだが、実はまだ一分も経っていないような気もする。非現実的な心地を味わいながらやってきた警備員に状況を説明する葉月だったが、その間匠真はずっと葉月の手を握りしめたままだった。
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「匠真くん、もう大丈夫だから。ね？」

「……」

　不審者との遭遇と葉月の勇敢、もとい無謀で大胆な行動は、思いのほか匠真の心に暗い影響を与えてしまったらしい。

　最近の葉月は匠真との密着を極力避けていたし、時折寂しそうな表情を見せつつ匠真もそれを受け入れている様子だった。だがあれから三時間以上が経過しても、今夜の彼はお風呂に入るとき以外、ずっと葉月にくっついて離れようとしない。リビングのカーペットに座ったまま葉月を後ろから抱きしめ続ける匠真を見ると、不安にさせるような行動をして本当に申し訳なかったと反省する。

「怖かったよね？　ごめんね」

「ううん、全然へいき。ただ葉月ちゃんにくっついていたいだけ」

　その感情を素直に伝えて謝罪の言葉をかけるが、匠真は葉月に対して不満は抱いてないらしい。後ろから葉月を包むように抱きしめていた匠真が、耳元で甘えたような声を出す。そのまま葉月の肩にすりすりと頬を寄せてくるので、『ような』ではなく本当に甘えられているのだと確信した。

「一番怖いのは、葉月ちゃんを失うことだから」

　二十五歳の可愛い甘えん坊に苦笑していると、匠真がぽつりと呟く。驚いた葉月がそっと振り返ると、目を閉じて身体を抱きしめていた匠真がゆっくりと瞼を開いた。

「葉月ちゃんとずっと一緒にいたい」

「……匠真くん？」

「俺……葉月ちゃんが好きなんだ」

　至近距離で見つめ合ったまま、静かな声で告げられる。その思いがけない告白に思わず瞬きを繰り返す。

「姉代わりとか、幼なじみとしてとか、そういう意味じゃないよ。女性として、女の子として、昔からずっと葉月ちゃんだけが好き」

「えっ……と？　……からかってる？」

「からかってないよ。本気」

「え……そ、そうなんだ……？」

　匠真の視線は真剣そのもので、声にも表情にも強い熱が宿っている。

　けれど葉月は、どう答えていいのかわからない。

「えっと、ごめんね……。私、今まで匠真くんのこと弟みたいにしか思ってなくて……」

　もちろん匠真のことは嫌いではない。しかし正直、恋愛対象としては見ていなかった。こうやって密着することも、仲のいい身内に甘える感情のようなものだと思っていたのだ。

　この戸惑いをどう伝えるべきかと考えあぐねていると、葉月を抱きしめる匠真の腕にぎゅっと力が込められた。

「確かに今まではそうだったかもしれない。でもこれから先は、わからないでしょ」

「これから先……？」

「うん。俺、葉月ちゃんに相応しい人に……葉月ちゃん好みの男になれるように、頑張るから」

　ストレートな告白に驚いて瞠目する。そのまま硬直していると、匠真がさらに真剣な声で葉月の手に自分の手を重ねてきた。

「葉月ちゃんに甘えるのも、我慢する」

　真剣な台詞に聞き入っていた葉月だが、この決意表明には『それは無理だよ』と失礼なことを考えてしまう。子犬のように甘えん坊で、いま現在葉月を抱いたまま離さない匠真が、甘えるのを控えるだなんて。

　そんな葉月の内心を悟ったのか、身体を離した匠真が葉月の前に回り込み、目の前で背筋を伸ばして正座になった。「え、なに……？」と驚いていると、葉月の両肩をぐっと掴んだ匠真が、より一層真剣な声と表情で葉月をじっと見つめてきた。

「だから葉月ちゃん……俺と、付き合ってください」

　意を決したように、けれど少しだけ緊張したように紡がれた言葉は、紛れもない愛の告白だった。

　付き合いたい。恋人同士になりたい。

　直球すぎる真剣な告白に表情が固まる。瞬きも忘れて匠真の顔をじっと見つめてしまう。

「俺、葉月ちゃんにかっこいいと思ってもらえるように、がんばるから！」

　か、可愛い……！

　一生懸命な告白にさえ、きゅんとしてしまう。

　だがいくら天使のように可愛くても、今は愛護欲や萌えを感じている場合ではない。

「えっと……匠真くんには、もっと可愛くて女の子らしい子が似合うと思うけど……」

　断りの台詞は、照れ隠しや遠回しの拒否ではない。

　葉月の目には可愛らしい幼なじみに見えているが、匠真は見目麗しくさわやかな好青年だ。だから匠真の甘え上手な性格を好ましく思える相手ならば、もっと可愛い年下の子のほうが彼に似合うのではないか。周りも匠真の恋人には、そういう相手が釣り合うと感じるのではないか。年上の自分とは話が合わず、すぐに飽きるのではないか。──葉月はそう思うのだけれど。

「そんな人いないよ、いるわけない」

「匠真くん……」

「俺が好きなのは、葉月ちゃんだけだから」

　匠真が真剣な表情で、『他の相手は必要ない』『他人の評価など関係ない』『自分が想っているのは葉月だけだ』と言い切る。

　その一生懸命さと素直な言葉に、いつの間にか引き込まれていく。胸がどきどきと高鳴って、顔に熱が集中していく。彼の気持ちに向き合いたい、と心が少し揺れ動く。

「じゃあ……お試し期間、ってことでいい？」

「お試し……？」

「たぶん匠真くん、私と付き合ってみたらすぐ冷めると思うよ？　私の方が年上だし、匠真くんみたいに活動的な趣味を持ってるわけでもないし、きっと退屈しちゃうと思うんだ」

「そんなこと絶対ないけど」

　本当は匠真の告白を素直に受け入れて、今すぐ恋人同士になることもできる。けれど葉月は少しだけ、『幼なじみ』に戻れなくなるのが怖い。

　匠真の真剣な言葉を疑っているわけではないし、すぐに心変わりするほど薄情な人だとも思っていない。けれど『やっぱり違った』と気づいたときに、そのまま関係が終わってすべてが無になることは避けたい。本当に葉月がいいのか、昔から互いを知る幼なじみの関係を恋と錯覚しているのではないか──その答えとして『やっぱり違った』と結論を出したときに、元の関係に戻れなくなるのは寂しい。だから葉月は、逃げ道がほしい。

「……わかった。じゃあとりあえず、お試しでもいいよ」

「？　匠真くん……？」

「でも俺は、葉月ちゃんに〝男〟として意識してほしい。葉月ちゃんは保険がほしいのかもしれないけど、俺はもう……待てないから」

　真剣な表情に見惚れて頷きかけた葉月だったが、正座を解いて身体を近づけてきた匠真の指先が頬に触れた瞬間、びくりと身体が強張って我に返った。

「ちょ、ちょっとまって……頑張るって、そっち!?」

「うん」

　ここにやってきた日の夜の出来事を唐突に思い出して、さり気なく身体を引こうとする。だが迫ってくる匠真の瞳の温度が高く、適当な言葉で逃げることを少しだけ躊躇わせる。カーペットについた手に体重をかけて距離を詰めてくる姿は、まるで獲物に狙いを定めた狼のようだ。下手な逃げ方をすれば、強引に捕えられて食べられそうだと感じてしまう。

「そ、そこは正式にお付き合いしてからでいいのでは……？」

「……もう待てない」

　だから正論を盾に制止しようと思ったのに、匠真はあっさりとそれを退ける。

　伸びてきた腕が腰に回ると、身体をぐいっと抱き寄せられた。

「抱きたい……」

「……っ」

　明確な要望を耳元に囁かれた葉月は、声の甘さと吐息の熱に身体の自由を奪われた。

「葉月ちゃん……」

「っ……」

　背中が震えて心音が高鳴る。腰を掴まれ、反対の指先がそっと頬を包み込む。そのままじっと見つめ合った時間はほんのわずかで、匠真の本気に負けた葉月が目を閉じる前に、唇を奪われていた。

　匠真とのキスは二度目だが、嫌な気持ちは湧き起こらない。肌同士が触れ合う面積を少しずつ増やすように、濡れた唇がゆっくりと動く。

「ふ……ぁ」

　ちゅ、と可愛い音と同時に下唇を優しく吸われる。その甘い口づけに身体の奥がジンと痺れる。

　匠真のシャツにぎゅっと掴まって感じる声を抑えようとするが、唇の隙間を撫でていた舌先がぬるりと侵入してくると、つい鼻にかかったような声が溢れた。

「ん……ん、っ……っふ」

　匠真の熱い舌が口内をゆっくりと蹂躙する。互いの熱を絡め合うように舌を甘噛みされ、時折ちゅうっと強めに吸われる。

　葉月の熱を貪るようなキスにとろけて、身体からだんだん力が抜けてくる。思考がふわふわと揺れて、匠真のシャツを握る指先も震え出す。

「ぁ……匠真く……」

「葉月ちゃん……ベッド行こ？」

　熱に浮かされた身体と頭では甘美な誘いを断れない。

　本当は〝正式に〟付き合うまでは清らかな関係を維持すべきだと思っているのに、『自分を男として見てほしい』『好きになってもらえるように頑張る』と宣言する匠真の純真に負けてしまう。熱心に葉月を見つめる匠真に、嬉しいと思う今の気持ちを預けたい、このまま身を委ねたい、と思うと、匠真の顔をついじっと見つめてしまう。

　日頃から鍛えているらしい匠真に身体を抱き上げられ、そのまま移動した先に──匠真の寝室の大きなベッドに身体を降ろされ、シーツにどさっと押し倒される。

　匠真の寝室に入るのはこれが初めてだ。だが家具や内装の様子を確認する余裕も与えられない。かろうじてシーツが白でベッドカバーが濃紺なのはわかったが、それ以外はなにも確認できない。上から覆いかぶさってきた匠真に、視界と唇を奪われたから。

「んぁ……っ、ふ」

　顔の横に腕をついた匠真に何度も深く口づけられる。しかも今度はキスだけではなく、パジャマの上から胸を優しく包んで揉まれ、興奮を呼び起こすように性感帯ばかり刺激される。

　口づけに溺れてすっかりその気にさせられた葉月の身体は、匠真の大きな手に胸を揉まれるとさらにわかりやすい反応を見せ始めた。撫でて、触って、と主張するように、パジャマの薄布を押し上げるほど胸の突起が固く張り詰めている。

　その反応を目聡く確認した匠真が、胸を包み込んだ手はそのままに、親指だけで乳首をすりすりと擦り始めた。

「あ、っぁ……」

　布越しに感じる優しい手つきに、思わず高い声が出る。匠真の指遣いが気持ちいいと言わんばかりの反応が恥ずかしく、つい顔を背けてしまう。

　だが匠真はその反応も見逃してくれない。左手で右の乳首を擦り撫でながら、右手でパジャマの前ボタンをひとつひとつ外していく。

　衣を剥がされて布をはらりと開かれると、匠真の眼前に素肌が露出する。部屋に入ったときに匠真が明かりを灯していたので、上半身を観察されるのも明るい場所だ。

「や……たくまく……ん」

「葉月ちゃん、可愛い……」

　両腕を抱えて胸を隠そうとするが、それより早く手首を捕まえられてシーツに身体を縫いつけられる。

　瞳を覗き込んでくる匠真の視線が凶暴なまでに鋭い。だから彼の真剣な告白と、葉月に向けてくれる恋慕の感情が本物であることを思い知る。それに葉月自身も匠真の気持ちを嬉しいと感じていて、本心ではその恋心を受け入れたいと思い始めている。

「あ、あっ……ん……っぅ」

　匠真の唇が膨らんだ突起に触れると、身体がぴくっと跳ね上がる。最初の反応を見届けたあとで熟れた突起を口に含まれると、生温かくも心地よい快感に身体がふるふると震えだした。

「は、はぁ……ぁん」

　左の乳輪を舌の先でじっくり辿られる。その刺激に身を震わせる葉月だが、先ほどからなぜか一番感じるところにだけ触れてもらえず、周辺だけを舐め回されている。

「たくま……く、ん……っ」

「ん？」

　名前を呼ぶと、視線だけで葉月に応答してくれる。その間も胸の先を口に含んだままなのに、やはり敏感な乳首の尖端だけは絶妙に避けられている。もどかしさから中心にもちゃんと触れてほしいと思うが、それを自分から求めるのは恥ずかしい。

「んぅ……ふ……ぁ」

　胸の先端に触れられないことに物足りなさを覚えて、無意識に身体が震えてしまう。そんな葉月の姿を見て胸の上で微かに笑った匠真が、張りつめた乳首を突然舌の先でぐりゅっと押し潰してきた。

「ふあぁっ……!?」

　急な刺激に驚いて身体がびくりと跳ねる。恥ずかしい刺激に背中が仰け反る。胸を突き出すような反応は、まるで『もっと舐めて』と言わんばかり。

　するとその様子を確認した匠真が、今度はそれまで触れてくれなかった乳首ばかりを執拗に舐め始める。ぺろぺろ、ぴちゃぴちゃとわざと音を立てて濡らすように刺激されると、葉月の喉の奥から甘え声ばかりが止め処なく溢れた。

「あ……っふ、ぁ……ん……あっ」

　優しく撫でられて、執拗に舐められて、たまに甘噛みされて、強めに吸いあげられる。緩急をつけたみだらな舌遣いに翻弄されて、胸だけで性感を高められる。

「こっちも触っていい？」

「……っ」

「触るね」

　ようやく解放されたと思ったら、ぐったりしている間に今度は右胸にも同じ刺激を与えられた。恥ずかしいのに、もどかしいのに、結局また同じように乱れてしまう。

　そんな葉月の姿を上目遣いに観察していた匠真もまた、瞳の奥に宿る欲望を少しずつ増幅させていく。

「葉月ちゃん、可愛い。感じてくれてるんだ？」

「ちが……これは……っ、えっ……？」

　確認の言葉を否定しようとした葉月だが、その台詞は途中で疑問の音に変化した。葉月の内股をゆるゆると撫でていた匠真の指先が、パジャマのお腹のゴム部分からショーツの中へ侵入してきたからだ。

「すごい濡れてる……ほら、葉月ちゃんのここ」

「っぅ……！　ん、んん」

　匠真の指が下腹部を撫で、薄い茂みをかきわけ、窪んだ溝の隙間で震える花芽の上にぬるりと滑る。その刺激に身体が跳ねると、葉月の耳元で匠真がくすくすと笑みを零した。

「ここがクリトリスだもんね？　いっぱい濡れてて、滑りがいい」

「い、いちいち実況しないで……っ」

　わざとらしく意地悪なのに一切の邪気がない匠真は、葉月の身体の状態を知らしめるような情報ばかり伝えてくる。照れた葉月は『恥ずかしいからやめて』と匠真を睨んでみるが、目が合った匠真はなぜか幸せそうに笑うだけ。

　通じてない？　と疑問に思った直後、匠真の指先がゆっくりと動き出した。

「あ、あ……ぁっ……」

　ショーツの中からくちゅくちゅ、ぬちゅぬちゅ、と濡れた音が溢れてくる。骨張った中指をわずかに横へ振ることで薄い膜を剥かれ、指の先端で敏感に尖った花芯をぐりぐりと扱かれる。

「ああ、あっ……ん、やぁ、あ……！」

「葉月ちゃん、かわいー……」

　あまりの刺激の強さにふるふると首を振るが、匠真はその反応も味わうように葉月の乱れる姿をじっくり観察してくる。

　熱い視線は葉月の感度をさらに高め、恥ずかしいはずなのにいつの間にか彼の手の動きに合わせるように腰が上下に揺れ始めている。はやくほしい、と身体の奥が疼くように。

「暑い……ちょっとごめんね、葉月ちゃん。服脱ぐから」

　葉月の陰核を愛撫しながら痴態を観察していた匠真が、ふと身を起こして耐えかねたようにそう呟いた。そのままぐいっとシャツを脱ぎ捨て、ルームパンツの腰紐もほどく。

「ぁ……」

　部屋着の下から現れたのは、お腹や腕にほどよい筋肉がついて引き締まった匠真の身体だった。いつの間にか男性らしく成長していた匠真の肉体に目が釘付けになる。さらに匠真の下衣がシーツの上にするっと落ちると、彼のボクサーパンツの前が大きく膨らんでいるのが目に入った。

「葉月ちゃんも、全部脱いで」

「っ……ん」

「ああ、やっぱりきれい……」

　欲の象徴を見せつけられているように感じて緊張していると、今度は葉月が下を脱がされた。腰からパジャマとショーツを奪われて互いに裸になった状態で視線を合わせると、無性に照れくさくて恥ずかしくなる。

「待ってね」

　年下の幼なじみと身体を繋げることに密かに緊張感を覚えていた葉月だが、きっともう止められない。けれどベッドボードの引き出しから避妊具を取り出した匠真が、それを昂った屹立に被せて葉月の脚を掴んだところで、はた、と我に返った。

　なにかが、足りない気が──。

「って、ちょ……ちょっと待って！」

「ん？」

「まさかそのまま挿れるつもり……？」

　全裸にされて濡れた秘部を見られる恥ずかしさも感じたが、それ以上に匠真に確認したいことがあった。葉月の秘所は、まだ男性器を受け入れる準備をしていない。

　葉月の指摘に、匠真が数度瞬きする。

「ばか、ＡＶ見すぎ。いくら気持ちよくて濡れてても、慣らさずに入れるのは無理でしょ」

「え、そうなの……？」

　葉月としては至極真っ当な意見を述べたつもりだったが、対する匠真はきょとんと不思議そうな表情だ。『忘れていた』というよりも『知らなかった』と言わんばかりの仕草に、思わず表情が強張る。

「ご、ごめんなさい」

　表情と雰囲気から葉月の不信感を悟ったのか、葉月の脚から手を離した匠真がしゅんとした表情で縮こまった。葉月も最大まで増幅していた熱を一旦クールダウンするべく、身体を起こしてしょんぼりと困り顔の匠真を見つめる。

（大型わんこ……ってそうじゃなくて）

　しゅんとした姿も可愛い、と思う気持ちはとりあえず横に置いて、ふう、と息をつく。

「匠真くん、今までの彼女のときどうしてたの？　無理矢理したら女の子痛がっちゃうし、怖がるでしょ」

「？　今までなんて、ないけど……？」

「……はい？」

　これはお説教が必要だ──と頭の中に叱責の言葉を並べていた葉月だったが、思考に横から乱入してきたのは、匠真の意外な一言だった。一瞬言われた言葉の意味がわからず、間抜けな声が出る。

「ごめんね。はじめてだから、ちゃんとわかってなくて」

「は……？　は、はじめて？」

「うん。俺、葉月ちゃんにしか興味なかったから、誰とも付き合ったことない。エッチもしたことなくて」

「!?　!?　!?」

　匠真の告白に大きな衝撃を受ける。目玉がぽろんと零れ落ちそうなほど驚いてしまう。

「いやいや、さすがにそれは嘘でしょ……」

　老若男女問わずモテそうなルックスと、社長という立派な肩書きと、すぐに葉月にくっつきたがる甘えん坊な性格を併せ持つ上に、こんなに若くて性欲も旺盛なのに、経験なし？　──そんなばかな。さすがにそれは嘘だと思う。

（いやでも、確かにすごいたどたどしいというか……わんこ感しかないというか……）

　キスをためらう仕草や葉月の反応を逐一確認する様子は、単に慎重な性格というよりも葉月との触れ合い方を模索しているように見える。それが未経験だからだと言われれば、妙に納得できる部分もある。だがそれなら先日やつい先ほどの、匠すぎる舌遣いは一体どこで得た知識と技術なのか。

「葉月ちゃん、童貞相手じゃ不安？」

「え？　いや、そういうわけじゃ……」

「でも俺、ちゃんと勉強したよ」

「？　勉強……？」

「うん。葉月ちゃんとエッチするイメージトレーニング回数なら、五桁ぐらい余裕で超えてる」

「いや、五桁余裕はやりすぎ」

「あとゴムつける練習は、ちゃんとしておいたから！」

「……。……ふ……ふふっ……あははっ」

　なぜかやけに自信満々な匠真をしばし呆然と眺めていたが、そうこうしているうちになんだが急におかしくなって、笑いが込み上げてきた。

　わんこ感満載で目を輝かせて褒めてオーラを放ってくる匠真いわく、実経験はないが葉月相手を想定した予習だけは完璧なのだそう。そうまでして葉月に触れたい、繋がりたい、愛し合いたいと思ってくれる健気さに、心が揺れないはずがない。

　ならば自分もその想いに応えたい、と思ってしまう。

「もう、わかったから」

「葉月ちゃん……？」

「やり方教えてあげるから、ゆっくりして」

　葉月が表情を崩して微笑むと、匠真もそっと笑顔を見せる。

　再度ベッドに横たわり、彼を受け入れるように手を伸ばす。すると上から覆いかぶさってきた匠真が嬉しそうに唇を重ねてきた。

「ん……っ……ぁ」

　今度は葉月からも舌を絡めて、深く貪り合う。舌の表面同士をどちらからともなく擦り合わせると、微熱で混ざり合うチョコレートのように互いの境界線がゆっくり溶けていく。

「はぁ……葉月ちゃん……」

「ん……匠真くん、キスは上手だよね」

「ほんと？　葉月ちゃんとキスする想像も、いっぱいしたんだ」

　素直に褒めると、素直に喜ばれる。嘘も偽りもない言葉は幼い頃と同じはずなのに、あのときは存在しなかった感情を伴うと葉月の体温がまた少し上昇する。

「練習は？」

「ないよ。中学のときに居眠りしてる葉月ちゃんにしたきりだから、十二年？　十三年ぶりぐらい」

　匠真の告白に『そんなことしてたの？』と思ったが、聞いても肯定の言葉が返ってくるだけだろう。匠真が葉月のことだけを懸命に想ってくれることは、もう十分すぎるほど理解した。他に気持ちが移ったことはないと断言する一途さと、裸で抱き合っている現在の状態を思えば、思春期前後の悪戯などむしろ微笑ましいぐらいだ。

「手出して」

　深いキスの余韻に溺れながら、匠真の手をとり指先をゆっくりと秘部へ導く。

「周りから少しずつ撫でて……反応を見ながら、慎重にね」

　脚を開いて自分から愛撫を促すという行為が、まったく恥ずかしくないわけではない。だが匠真が正しい知識を身に着ければ、二人で一緒に気持ちよくなれるはずだ。

「っ……ん」

「気持ちいい？」

　細長く骨張った男性らしい指先が、蜜口の周辺をゆるゆると撫でる。葉月の背中にはぞくりと甘い電流が走ったが、教えながら気持ちよくなっていることを今はまだ悟られたくない。ならばここは受け流そうと決め、にこりと微笑んで匠真の質問をやり過ごす。

「相手の反応を見て、痛がったり怖がったりしてなさそうだったら、指先からゆっくり挿れるの。どこかに当たったり引っかかったりしたら無理はしちゃだめ。必ず止めて、難しそうだったら一回ちゃんと抜くこと」

「うん」

「反応がわからなかったら、相手に聞いてもいいの。けど敏感な場所だから無理だけは禁物よ」

　葉月の助言を素直に聞き入れた匠真が、先ほどのキスと愛撫で濡れていた蜜穴に、右手の中指をつぷっと挿し入れてくる。

　葉月としても久しぶりの感覚なので、つい身体に力が入ってしまう。しかしあまり力むと指でも挿入しにくくなるので、できるだけ力を抜いて匠真の指を受け入れると決める。だが意外にも、匠真の指が侵入する感覚はそれほど痛まないしきつくもない。

「指の付け根まで、もしくは指先が奥に届くところまで、ゆっくり挿れて」

「すごく熱い……俺の指、熔けそ……」

「っ……ん、とけない、から」

　匠真のやや興奮気味な感想に、冷静を装った返答をする。本当は蜜口の上部のざらついた部分に指先が触れるだけで上擦った声が出そうになるが、それはどうにかやり過ごす。

「限界の場所を、ちゃんと知ったら、ゆっくり……指を抜き差し、する」

「こう？」

「っ……そう。あとは、中で指を動かした……り、擦ったり。少しずつ、指が動ける範囲を、増やしていくの」

　匠真の指の太さと温度だけで感じていることを悟られないよう、平常心を装って説明を続ける。従順な匠真は葉月の助言を忠実に実行すれば確実に気持ちよくできると考えているらしく、葉月の表情をつぶさに観察しつつ、時折愛撫の仕方を確認してくる。

「こんな感じ……？」

「ふぁっ……!?」

　しかし指の動かし方は再現できても、触れるときの強弱は微妙にわかりにくいらしい。少し強い刺激を与えられて葉月の身体がぴくっと跳ねると、心配そうに顔を覗き込まれた。

「痛い？」

「へいき……っ、ぁ……ん」

「じゃあもう少しだけ、動かしてもいい？」

　匠真の問いかけにこくこくと頷くと、中指の腹が膣の一番奥にある突起をゆるゆると扱く。匠真の長い指ならば子宮口にも届きそうだが、彼がもう少し、と宣言したのはそれよりもかなり浅い場所だった。

「あっ……ん……っぁぅ」

　匠真は指を動かしながら葉月が感じやすい部分を密かに探していたらしく、内壁の数箇所を指先でトントンと叩くように弾かれる。自分でも意識していなかった性感帯を探り当てられ、さらに『スムーズに抜き差しできるまで慣らしたら、もう一本指増やしてもいい』と教えたら、二本目の指を挿入されてばらばらに動かされた。

「ひぁ、あ……ん」

「いたい？　ここは、だめ？」

「ううん……だめじゃな……んっぁ、あっ」

　痛みの有無を確認すべきとは言ったが、快感のすべてを把握しろとは言っていない。けれど匠真は葉月の助言に従いつつ、さらなる快楽を与えて葉月の反応を確かめようとする。

「あっ……っは、ぁ……あん」

　丁寧な指遣いが気持ちいい。中をじっくりと撫でほぐされ、秘部だけではなく全身が──それどころか脳の中までとろけていく気がする。

「葉月ちゃん……」

「うん……。このぐらい、慣れてた……ら、たぶん大丈夫、だと思う」

「ん」

　乱れる息と思考で準備の完了と挿入の解禁を伝えると、匠真が少しほっとしたように息をついた。彼も相当焦れていたと気づくと、自分だけ快感を得ていたことを申し訳なく思う。かといってここで強引なことをされてはすべてが台無しになってしまう。

　先ほどと同じく葉月の脚を広げて股の間に移動する匠真に、ふ、と微笑む。

「指と同じ、無理矢理はだめだよ？」

「うん」

「少しずつ、ゆっくり挿れるの」

　葉月のアドバイスに、匠真が「わかった」と素直に頷く。彼の了承を確認すると、葉月も蜜口に宛がわれた亀頭の存在を感じてそっと息をついた。

「葉月ちゃん……」

「っ……ぁ……」

「……ッ」

　はあ、と大きく息を零した匠真が、濡れた蜜壺の中に先端を沈み込ませてきた。その瞬間、陰茎を受け入れる衝撃に備えて葉月も無意識に力んでしまったが、挿入の直後、剛直の先端がびくびくっと激しく反応した気がした。

（？　今、少し出たような……？　気のせい？）

　葉月も男性経験が特別豊富なわけではない。だが今の痙攣は、もしや射精の反応ではないだろうか？　と小さな疑問が生まれる。

「奥まで挿れても、いい？」

　しかし匠真はそれどころではないらしい。葉月の膣の入り口だけではなく、さらに奥まで知りたいと願う。

「え？　あ、うん……ゆっくりね」

　早く、とせがむように腰を揺らされたので、それを受け入れる意思を示すと、匠真が助言通りゆっくりと腰を突き入れてきた。

（大き……い）

　先ほど一瞬、匠真が挿入と同時に達してしまったように感じた。初めて女性に挿入した際に未知の感覚と興奮のせいで暴発してしまう人もいると聞くし、匠真もそうなのかもしれないと考えた。だが少しずつ隘路を広げるように押し入ってくる陰茎は太く固く、とても射精直後とは思えない。それどころかどんどん質量を増して変貌していく熱の塊に、葉月のほうが焦れて昂っていく。

「……匠真、くん」

　先端が最奥に到達するまでの間に強い痛みは感じなかった。だがこのまま動かれたらすぐに達してしまうかもしれないと思うほど、いつの間にか葉月も興奮して快感を得ている。

「動くのも……少しずつだよ？」

「うん。ゆっくり、する」

　全身が敏感になっていることを自覚しながら、匠真に先回りして忠告する。すぐに葉月に従うと示した匠真にほっと安堵する葉月だったが、匠真が腰を動かした途端、全身から力が抜けるような浮遊感を覚えた。

「あ……ふぁ、あっ」

「葉月ちゃん……かわいい」

　宣言通り、匠真は本当にゆっくりと動いてくれる。葉月の太腿を抱えて静かに腰を進めるごとに、結合部からぐちゅ、と卑猥な音が漏れる。そうして奥まで挿入されたのち腰を引かれると、じゅぽ、と水と空気が混ざる音が響く。その二つの音が交互に繰り返されるたびに、羞恥心を煽られて興奮を増幅させられていく。

　抽挿による摩擦が、想像以上に気持ちいい。

「んぁ、あっ……!?」

　ゆったりとした動きにじりじりと追い詰められていた葉月だが、ある瞬間突然強い衝撃に襲われた。それまでゆっくりと腰を前後させていた匠真が、急に勢いをつけて腰を突き入れてきたのだ。

「あぁ、ごめん……ゆっくり、だもんね？」

　悲鳴にも似た葉月の嬌声を聞いた匠真が、息を途切れさせつつ謝罪してくる。だが快感に濡れた視界に映った匠真は、喜びと幸福に満たされたような笑顔のまま。優しく微笑んで謝ってくれるが、あまり反省しているようには見受けられない。

「俺、葉月ちゃんと、エッチしてる……夢、みたいだ」

「ふぁ……ぁ、匠真く……ぅん」

「気持ちいい？」

「う、うん……っぁ、ああ」

「俺も……すごく、きもちいい……！」

　濡れた淫花に熱竿を埋められても、そこから腰を引かれても、もう違和感も圧迫感もない。むしろ快感を得ることでにじみ出てきた蜜液が摩擦を軽減し、一突きごとに快楽を増してさらに結合部を濡らしていく。

　その感覚が二人の間で一致していると気づいたのだろう。太腿を掴んだ匠真が、少しずつ腰を打つスピードを上げていく。

「あ、まっ、まって……！」

　匠真の瞳が濃い色欲を帯びていることに気づき、慌てて制止しようとする。だが膝立ちになった匠真に伸ばした手をぎゅっと握り込まれると、そのままベッドの上に縫いつけられた。

「あ、あんっ……やぁ、あぁ……っ」

「葉月ちゃ……ん」

「だめ、たくま、く……ぅん、んん」

　葉月が手を握り返すのと同時に、さらに抽挿が急加速した。ストロークが縮んだぶん、結合部の摩擦と熱が爆発的に増幅する。肌と肌がぶつかるみだらな音も、ぱちゅん、ばちゅ、ぐちゅん、と寝室内に響き渡る。

「あ、ああぁっ……匠真く、まって！　そんな、激しくしたら……っ！」

「むりっ……だ、って……こんなの……ッ」

「あっ……ん、んんぅ」

　止められるわけない、と呟いた匠真の声が二人の唇の狭間に溶ける。快感に溺れた匠真の本音は葉月の本心とも繋がっていて、互いの熱を必死に貪り合うだけで新たな熱が生まれ始める。まるで溺れるように、すべての感覚を強烈な快楽で支配されていく。

「ん、んぅ……は、あ……っぅ、っふ」

「はづきちゃん……すご……きもちいい……！」

　繋いだ手に力を込めると、絞り出すような声と一緒に悩ましげな吐息が零れる。

　快楽に濡れた瞳で葉月をじっと見つめる姿は、子犬どころか狼のように獰猛だ。このまま彼に捕まって、貪り尽くされてしまうのではないかと思う。──否、もう手遅れだろうか。

「ふぁあ、あぁっ……」

「葉月ちゃん……っ、はづき、ちゃ……」

「あ、ああっ、ぁ……ッ」

　葉月の名前を呼ぶ匠真が、腰をぶるりと震わせる。それが射精の合図だと気づくと同時に葉月の子宮の奥からも灼熱感がせり上がってきて、下腹部のあたりでびくんっと弾けて飛び散った。

「匠真く……っぁ、あああ──っ……！」

「ん……っ……ッ」

　絶頂による快感を逃すよう喘ぐと同時に、どく、どくん、と脈動する陰茎の尖端から濃い精蜜を吐き出された。

（あ……いっぱい……出て……）

　痙攣して麻痺した最奥でも、薄い膜越しに熱の気配を感じ取れる。大量に放出された精液と直接触れ合うことはないはずなのに、なんだか無性に照れてしまう。昔から親しい幼なじみと繋がってしまった気恥ずかしさを、今さらになって実感する。

「葉月ちゃん……好き……すき」

「ん……んぅ……」

　ただし恥ずかしさを感じているのは葉月だけのようだ。葉月の中から少し大人しくなった陰茎を引き抜いたあとも、賢者のお時間そっちのけで葉月を抱きしめては頬や首筋に何度も口づけ、時折ちゅ、ちゅうと肌を吸われる。

（やっぱり、大型犬……）

　達した直後でなぜこんなに元気なのだろうか、と不思議な気分になる。疲労や恥ずかしさはないのだろうか。

　そんなことを考えながらぼーっとしていると、顔を覗き込んできた匠真に嬉しそうに微笑まれた。

「次は三回目だから、もっとゆっくりするね」

「……ん？　三回目？」

　待って、二回目どこ行ったの？　と聞く直前で、先ほど感じた違和感が確信に変わる。

　最初の挿入の直後に感じた射精の気配は、やはり葉月の気のせいではなかった。彼は葉月と繋がることに興奮するあまり、挿入と同時に一度軽く達していたのだ。

　が、それ自体はなにも問題ない。問題なのは、射精直後でも固さも大きさも太さも角度もまったく衰えない彼の下半身──そのまま行為の継続が可能だという匠真の絶倫体質と、彼がまたその気になっていることだ。

「え、嘘……だめ、匠真く……！」

「だめじゃない。葉月ちゃんが、俺にエッチの仕方教えたんだよ？」

　責任取って、と言わんばかりの視線と上目遣いに開いた口が塞がらなくなる。

　だがそんな脅し文句すら可愛くて天使のようだと思ってしまうあたり、葉月はすでに匠真に毒されているのかもしれない。







第五話








「仲谷さん、重いでしょ？　持つよ」

「い、いえ。これは私の仕事で……」

「いいから」

　匠真が葉月の手から引き受けてくれたのは、Ａ四サイズのコピー用紙が五束で一セットになった段ボール箱だ。枚数にして二千五百枚。重さにすると約三キログラム。

　ペーパーレス化が進み、メールも会議資料も社内通達も電子データが主流となりつつあるが、かといって紙での情報伝達がゼロになったわけではない。匠真と葉月が使用している『社長執務室』にも立派なマルチコピー機が設置されており、そこに用紙を補充するのも葉月の役目……と思っていたのに、箱を抱えて廊下を歩いていると、後ろからやってきた匠真にその重い荷物を奪われてしまった。

（意外と逞しい身体だよね……）

　先を行く匠真の広い背中を見つめていると、スーツの下に隠れた身体を細部まで思い出してしまう。きっとここ最近、毎晩のようにベッドに誘われて抱かれているからだろう。

　匠真は毎夜のように葉月が最初に教えた行為を丁寧かつ忠実に再現してくれる。はじめは慎重に、けれど途中からどんどん大胆に、最後は激しい抱き方に変わる。おまけに回数が多い。若さの証だ。

　社長執務室に辿り着き、段ボールから棚の空いたスペースへコピー用紙を収めていると、匠真が突然距離を詰めて棚と自分の身体で葉月を挟み込んできた。

「いい匂いがする」

「ちょ、社長……!?」

「葉月ちゃん。今二人きりなんだし、いつもみたいに呼んで？」

　どこでスイッチが入ったのか、振り返った瞬間、急に壁ドンならぬ棚ドン状態で抱きしめられた。勤務時間中になにを考えているの！　と匠真の顔を睨みつけてみるものの、浮かれた様子の彼にはさほど効果がない。

　しかし上司の暴走を止めるのも秘書の務めだ。にこりと微笑んで抱擁の力を強めてくる匠真の顔に手を伸ばすと、指先で頬を摘まんでむにーっと伸ばす。

「も～、葉月ちゃん痛いってば～」

　だが匠真は不満を口にしつつもやけに嬉しそうな様子である。葉月はじゃれ合っているのではなくて、怒っているのだけれど。

「お前ら、なにしてんの？」

「!?　さ、西藤専務……？」

　さらに葉月の身体をきつく抱きしめてくる匠真をどうやって引き剥がそうかと考えていると、部屋の入り口から声をかけられた。驚いて振り返ってみると、扉の前に呆れた表情をした蓮が佇んでいる。

「いちゃついてる」

「違います！」

　葉月に抱きつく匠真の姿を見た蓮は、社長とその秘書が仕事もせず遊んでいると感じたらしい。実際は葉月が一方的に抱きしめられているだけだが、確かにここの場面だけ見ればサボっているように見えるだろう。

　慌てて匠真の腕から離れると、匠真と蓮が「邪魔しないで」「仕事しろよ」「してるよ」と言い合いをし始めた。そのやりとりの隙をついて匠真からサッと距離を取り、蓮の横を通り過ぎる──その瞬間、ふと小さな違和感を覚えた。

「？　香水……？」

　匠真と異なり、蓮は香水を使用しているらしい。とはいえ不快感はなく、むしろ好ましいと感じる甘く大人びた清涼感のある香り。どこかで感じたことがある香り。記憶の片隅に引っかかっている、鼻に覚えのある匂い。

　同じ会社に所属する蓮が愛用している香水ならば、すれ違ったり近づいたりしたときに香りを感じても不思議ではない。けど、どこだろう……どこか別の場所でもこの香りを感じたような──と記憶を巡らせ、はたと気づく。

　そうだ、この香りは。

「西藤専務！」

「!?　え、な……なに？」

　モヤモヤと霞がかっていた疑問がざぁっと晴れた瞬間、葉月はたった今通り抜けた蓮の隣へ戻り、匠真と他愛もない雑談をしている彼の右手を強めの力で鷲掴みにした。

　幸い今の蓮はシャツとベストを着用しているのみでジャケットは羽織っていない。だからこれが好機とばかりに、蓮のシャツの袖を少し強引に捲る。袖止めのボタンがあるので大きく引き上げることはできなかったが、予想通りそこには見覚えのある時計と、かなり薄くなってはいるが小さな傷痕が残っていた。

「やっぱり、この時計！　それにこの手首の傷……西藤専務、これどうされたんですか!?」

「!?」

　時計は以前から仕事中も身に着けているものなので、蓮にしてみれば『時計がどうかした？』と思う程度だろう。しかし夏の盛りを過ぎて腕まくりをしなくなったこの季節に、本来シャツの袖で隠れて見えない場所に傷があることを他人が知っているのはおかしい。

　ならばなぜ知っているのか──それはここに傷をつけた人物が、他でもない葉月本人だから。これは匠真へ嫌がらせをする犯人を捕まえようとした際に、腕を握る手に力を入れすぎたせいで偶然ついてしまった傷なのだから。

「匠真くん！　この前の嫌がらせの犯人、西藤専務だよ！」

「えっ」

「！」

　もちろん傷痕だけならどうとでも言い逃れはできるだろう。だから蓮が言い訳をして逃げ道を作る前に、匠真に事実を伝えてしまう。

　葉月の宣言に蓮の表情が引きつる。匠真も目を見開いて、驚愕の表情を見せる。

「西藤専務の香水、一週間前にポストに悪戯しようとしてた人と同じ匂いだもん。それにこの傷、私が引っかいちゃってついた傷でしょう!?」

　捲し立てるように問いかけると、蓮が「うっ」と小さく呻く。その仕草から葉月はやっぱり、と確信を得る。

　葉月が蓮と嫌がらせ犯が同一人物であると断定する理由は〝香水〟と〝時計〟と〝傷痕〟の一致だ。一つ一つは弱いかもしれないが、三つすべてが『偶然』一致する確率がそう高いとは思えない。

「犯人が着けてたのも、この限定の時計でしたもん！」

「へえ。葉月さん、これが限定ものの時計だって知ってるんだ？」

「私の大好きなハリウッド俳優が同じの着けてるんです！　雑誌に出てたの去年ですけど！」

「あー、なるほどなー」

　葉月の怒りをよそに、蓮の表情はずっと楽しそうなまま。しかも葉月が海外ブランドのメンズ向け時計を正確に把握して記憶している理由を告げると、「それは盲点だったわー」と笑い出す始末だ。

　その台詞を事実上の『白状』だと捉えた葉月は、匠真を守りたい、彼に平穏無事な日々を送ってほしい、という一心で蓮にぐいぐい詰め寄る。

「なんで匠真くんに嫌がらせするんですか？」

「んー？」

　だが蓮は楽しげな笑みを浮かべるばかりで、明確な回答は示してくれない。にやにやと口角を上げて、葉月の顔を観察するだけだ。

　のらりくらりと質問をかわす蓮にしびれを切らした葉月は、彼から答えを得ることは一旦諦めた。けれど葉月には他にも手札がある。あの日匠真から『大丈夫』『深追いしなくていいよ』と言われたので一度は引いていたが、こちらには確固たる『証拠』があるのだ。

「しらばくれても意味ないですよ！　マンションに戻れば防犯カメラの映像があるんです。それを警察に突き出しますから！」

　そう、セキュリティ対策が万全な匠真の住むマンションやその周辺には、いくつもの防犯カメラが設置されている。その映像を確認すれば犯人の姿、そして葉月が目視で確認できなかったバイクの種類やナンバーがちゃんと映っているはずだ。

「えっ、ちょ」

「わーっ！　待って待って、葉月ちゃん！」

　ポケットからスマートフォンを取り出した瞬間、それまで余裕の態度だった蓮が焦ったような声を発した。しかしその蓮よりも、それまで状況を見守っていた匠真のほうがよほど焦ったような声を出した。

「待って、葉月ちゃん。蓮はまったく、悪くないんだ」

「……匠真くん？」

「なに？　バラしていいの？」

「仕方ないでしょ。葉月ちゃんの誤解を解かなきゃ、蓮が悪者になる」

　匠真は友人の行き過ぎた行動を許すつもりなのだろうか。だが食事もできなくなるほど不安を感じていたのに、お咎めなしとは甘すぎる──そう思っていたのに、交わされるやりとりや視線、二人の間に流れる空気は葉月の予想と大きくかけ離れていた。

「え、と……？　……どういうこと？」

「……本当は俺、嫌がらせも悪戯もされてないし、ストーカー被害にも遭ってないんだ」

「？　……んっ？」

　てっきり友人を庇う台詞を並べ出すのかと思っていたが、匠真が語り始めたのはあまりにも予想外の展開だった。予想外すぎて、思わず間抜けな声が出る。

「俺が蓮に頼んだんだ。好きな子を振り向かせたい、葉月ちゃんと一緒にいられるように協力してほしい、って」

「!?」

　匠真の告白内容に驚き、目を見開いて彼の顔を凝視する。そもそもの前提に自分が関係あるとは一切思っていなかったこともあり、言葉を失ってぱちぱちと瞬きしてしまう。

「母さんから『葉月ちゃんが仕事を辞めて地元に戻ってきてる』って聞いたとき、チャンスだと思ったんだ。長い間なんの取っ掛かりもなくて近づく機会がなかったけど、今なら葉月ちゃんに会える、また前みたいに話せる……上手くいけば、一緒にいられるかも、って」

「え、えっと……？」

「だから『スケジュールを詰めて、少しだけ地元に帰らせてほしい』『葉月ちゃんを俺の秘書として雇いたい』って蓮に相談したんだ」

　匠真が長年葉月を想ってくれていたことは、告白されたときにも語られたので知っていた。だがこの状況に至った経緯は偶然が折り重なって生まれたものだと思っていたので、匠真が意図して里帰りしてきたという告白にはただ驚くしかない。

「けど話を聞く限り、どう考えても匠真は葉月さんから相手にされてなかったんだよなぁ」

　絶句したまま固まっていると、蓮が匠真の説明を補足し始めた。

「しかも五年もまともに話してないのに、リストラされた直後に社長になった年下の幼なじみから情けをかけられるとか、人によってはプライドが傷つくだろ。幸い葉月さんは違ったけど、急に知り合いの部下になるなんて嫌がる人の方が圧倒的に多いじゃん？」

「それは……たしかに……」

「だから自然な誘い文句を作るために芝居を打ったんだ。葉月さんを秘書として雇う理由と一緒に住む理由になれる、一石二鳥の『設定』を用意して」

　話の展開と二人の説明から、その『設定』が『嫌がらせやストーカー行為を受けている』『一人が寂しく、ご飯も食べられないほど不安』という状況なのだと把握する。最初に誘われたときにところどころ歯切れが悪かったのも納得だ。

「俺は『最初から一緒に住むのはハードル高いんじゃねーの』って言ったんだけど」

「嫌だよ。葉月ちゃんに恋人を作る暇与えたくないし、家でも一緒がいい」

「……って言って聞かないから」

　葉月に対する匠真のわがままと執着心は、蓮も把握しているらしい。普段は誠実でさわやかな好青年ぶりを崩さない匠真が独占欲を剥き出しに駄々をこねる姿に、苦笑して肩を竦めている。

「まあ、匠真の仕事が忙しくなって負担が増えてきてるのは事実だし、どっちにしろ秘書は雇うべきだと思ってたからな。だから〝あの〟匠真が気に入る相手なら、俺も協力は惜しまないつもりだった」

「西藤専務……」

「だから最初に『設定』だけ用意して、一緒に住み始めたら嫌がらせは治まったことにする予定だったんだ」

　そう。二人の説明が正しいなら、意図的に作った『設定』は葉月が匠真の秘書として勤め始め、一緒に生活をスタートさせた時点でお役御免になるはずだった。その後さらっとなかったことにしてもよかったのだ。

「なのにこのヘタレが、『どうやって葉月ちゃんに告白すればいいのかわからない』とか言い出して。なにしたのか知らないけど、『初日にやらかしてすでに距離置かれてる』って……葉月さん、こいつなにやらかしたの？」

「え……えーっと……」

「……」

　蓮の問いかけには葉月のほうが目を泳がせてしまう。一緒に寝たいと迫られ、それを許したらあっさりキスされて、全身を撫でられて大事なところを舐められて盛大にイカされた挙句、匠真本人の欲は一切満たさず部屋の外に放り出したなんて。

　一歩間違えれば傲慢な女王様だ。できれば葉月も知られたくはない。

　葉月と匠真が同時に黙り込んだことでなにかを察したのか、蓮はそれ以上深掘りせずそのまま話を続けてくれた。

「だからあの日は、匠真が葉月さんに『だめ押し』するきっかけを作るつもりだった」

　蓮はあの夜、匠真がいない間に警察を呼ばれて大騒ぎにならないよう、葉月の帰宅を確認した後にこっそりと動き出した。嫌がらせ偽装はポスティングのチラシをインクで汚す程度の軽いもので、時間差で帰ってきた匠真が即座にそれを回収し、葉月に見せた流れで告白する、という筋書きだったらしい。

　しかし万が一タイミングがずれて匠真が自分で細工しているところを葉月に見られたり、すぐに防犯カメラを確認する流れになったときに『誰もなにもしてない』となると不自然なので、形だけでも不審者を用意しておく必要があった。

　防犯カメラに顔が映るとまずいのであえてヘルメットを外さずに行動した蓮だが、普通の女子なら危険を感じて近づいてこないところ、なぜか葉月が立ち向かってきたので相当驚いたらしい。声を発さずにどうにか引き剥がそうとしたが、怪我をさせるわけにもいかないし、警備員もやってくるかもしれないし、と内心かなり焦ったそうだ。

「それで警察に届け出なかったんだ」

「まあ、犯人知ってるっていうか、犯人は俺だしね」

　匠真の説明に気が抜けたせいで、「そうだね」と冷静な返事をしてしまう。匠真を苦しめる人が実際には存在していなかったという事実を知りホッと安堵の息をつくが、安心した反動か、気が抜けたらだんだん怒りが湧いてきた。

「大の大人が揃いも揃って、一体なにやってるの……？」

　その怒りを隠さず地を這うような声を出すと、蓮が「俺も怒られんの？」と笑い出した。その能天気な蓮をじろりと睨んだら、「スンマセン」と口にした彼も背筋をピンと伸ばした。

「実際の被害はないし、匠真くんがなんともないならいいの。い、い、ん、だ、け、ど、ね……!?」

　低い声で短く区切った言葉を聞くと、縮こまった二人の肩がビクンと跳ね上がる。

　匠真も蓮も、葉月にとっては上司であり目上の存在である。だが仕事以外の──人としての経験なら、葉月のほうが少しだけ多い。ならば先達者として、人に迷惑や心配をかけてはいけないことをきちんと教えるべきだろう。

「蓮は悪くないんだ。俺が回りくどいことをしたせいで……」

「本当にそうよ、もう」

　どっちが悪いとか、どっちがより罪深いとかではない。そもそもこんなことを考えて実行する時点で間違っているのだと言い切ると、二人がさらに小さくなった。

　説教をしているうちに少しずつ怒りが収まってきたので、ふぅ、と小さく息を零す。

「でも、二人には感謝しています。きっかけはどうあれ、こうして雇ってくれたことは本当にありがたいので」

　確かに葉月は不安になったし、怖い思いもした。けれど二人のおかげで──匠真が葉月を想ってくれたおかげで、葉月は新しい仕事に就くことができた。

　人が生きていくには、どうしたってお金が必要だ。お金を稼ぐためには仕事がいる。職がないまま生きるということは未来に対する不安を抱え続けることと同義で、葉月をそのストレスから救い出してくれたことは素直にありがたいと思っている。

「本当に、ありがとうございます」

「葉月ちゃん……」

「葉月さん……すげーいい人……」

　感謝の言葉を口にすると、匠真がほっと息をつく。

　蓮も安心したようで、そっと葉月の手を取るとにこりと笑顔を見せた。

「怖がらせたお詫びに、今度なにか奢らせてね、葉月さん」

「それは必要ない。葉月ちゃんには、俺が誠心誠意謝罪するから」

「いや、お前は必死すぎだろ」

　横から伸びてきた匠真の手が、蓮の手を払いのける。そのまま身体を抱き寄せられて匠真の胸の中にすっぽりと収められたので「うぅ」と羞恥に耐える声が出る。

　蓮の言うように社交辞令に対して必死すぎると思うのに、意外にも男性らしい匠真の強引さと独占欲にときめいてしまう。恥ずかしいのになぜか振りほどけない。

「まあいいや、じゃああとはお二人で」

　苦笑いを浮かべて肩を竦めた蓮が、ひらひらと手を振って社長執務室を後にしていく。

　どうやら彼は会議の資料を持ってきたところらしく、テーブルの上を見ると先ほどまでなかったはずのバインダーが置かれていた。

「葉月ちゃん、ごめんね」

　身体を離した匠真にじっと顔を覗き込まれる。視線をあげて目を合わせてみると、匠真の表情は『嫌がらせをされている』と告げてきたときよりもよっぽど不安そうだった。

「俺のこと、嫌いになった……？」

「嫌いにはなってないけど、ものすごい呆れた」

「……！　ご、ごめんね……？」

　不安をさらに煽るようなことを口にして申し訳ないとは思うが、それ自体は葉月の素直な感情だ。包み隠さず本音を告げると、匠真がショックを受けたように身を強張らせる。

　叱られた子犬みたい。ぺしょっと項垂れる耳と尻尾が見えるようだ。

「でも、匠真くんが……私を好きって言ってくれるのは嬉しい」

　その姿を可愛いなぁと思いながら、少し癖のあるふわふわの髪をゆっくりと撫でる。高身長の彼の頭のてっぺんには少し手が届きにくいけれど、撫でると匠真が少し照れたように俯いた。本当に可愛い。

「こんなこと、もうしちゃダメだからね」

「うん。しない。もう絶対しない」

　葉月の言葉にしっかりと頷いてくれたので、今回は許してあげることにする。匠真ももう、こんなどうしようもない嘘はつかないだろう。そう信じて頷き返すと、伸びてきた匠真の腕に腰を捕まえられた。

「葉月ちゃん。俺を、お試しじゃなくて本当の恋人にしてほしい」

「……匠真くん」

「葉月ちゃんが好きなんだ」

　葉月の心を射貫くように。本当の気持ちを伝えるように。

　こういう真っ直ぐなところは変わっていない。昔の匠真は今と違って人見知りだったし、引っ込み思案なところもあった。だが性格は素直で、心を許した相手には自分の感情や意見をストレートに口にするタイプだった。

　今回は珍しく隠し事をされていたが、元はといえばそれも葉月を想ってのこと。昔から変わらない素直さで懸命な気持ちを向け続けてくれていたと気づくと、葉月の胸の中がぽうっと温かくなる気がした。

「もう嘘つかないって、約束してくれる？」

　その確認の言葉だけで、葉月の考えが伝わったらしい。はっと視線を上げた匠真ともう一度見つめ合うと、少し照れたように頬を染めてぎゅっと抱きしめられた。

「約束する。葉月ちゃん、大好き」

　わかりやすくストレートな告白に、「うん」と呟いて背中に手を回す。

　こう見えて案外忙しい匠真はこの後も決裁に会議に挨拶に接待にとやることが盛りだくさん。これ以上は仕事に関係ない時間は引き延ばせない。だから今はこれだけ──あと一分だけ、こうして抱きしめ合うことを許し合う。

　未だ戸惑いの気持ちもありつつ匠真を受け入れると決めた葉月の心臓は、いつもより少しだけ高い音を奏でていた。







第六話








（朝から激しいってば……）

　まだ身体が痺れているような気怠さを感じながらオフィスへのエレベーターに搭乗する。

　正式な恋人同士になってからというもの、匠真の愛情表現とじゃれつきは以前の比ではなくなった。彼は恋人同士という関係に相当浮かれているようで、二人きりになるととにかく触れて抱きしめたがる。部屋も別々のはずなのに毎晩一緒に寝たがるし、昨日は『一緒にお風呂に入ろ？』と可愛く誘われた。お断りしたけれど。

　だが関係性が安定したためか、仕事中にくっついたりじゃれついてくることは少なくなった。匠真の気持ちにも、少し余裕が生まれたのかもしれない。

「葉月さん、おはよ」

「おはようございます、西藤専務」

　列に並んでいるときは気づかなかったが、どうやら同じエレベーターに蓮も搭乗していたらしい。二階から四階の間で少しずつ搭乗者を降ろしていって空間に余裕が生まれると、近づいてきた蓮に朝の挨拶をされたので、葉月もぺこりと頭を下げた。

「今朝の会議、何時からだっけ？」

「九時十五分から第二ミーティングルームでです。各自で端末持参なのでお忘れなく」

「早いなァ……俺まだ眠いのに」

「会議の前に、コーヒーをお持ちしましょうか？　社長にお淹れする予定なので、同じものでよければ」

　朝が苦手らしい蓮の呟きに苦笑いしつつそう提案すると「え、いいの？」と弾んだ声が返ってきた。朝のコーヒーが嬉しかったらしい。

「葉月さんって、前職はなにやってたんだっけ？」

「旅行代理店に勤めていました。店舗勤務でしたのでお客様に旅行プランを提案したり、宿泊先や航空券の予約を取ったり。主に接客業務とキャンペーン企画業務ですね」

「ふーん、なるほどね。それで段取り組むのが得意なわけだ」

　蓮と一緒にエレベーターを降りると、オフィスエリアのドア前にある電子機器に社員証をかざしてタイムカードを押す。同じように社員証をかざした蓮が感心しながら呟くので、遠回しに褒められた葉月は少しだけ照れた。

「業績がもうちょっと伸びてきたら、俺も秘書か営業サポートがほしいなぁ。ほんと最近やること多すぎて、手も頭も回んないんだよ」

　クリスタルスノーゲームスは数人の大学生が共同で始めた小さな会社だ。制作したアプリゲームが少しずつ注目を浴びるようになり、会社の規模も徐々に拡大してきている。だがエンジニアやクリエイターの数は増えても商品を売り込むための営業担当者はまだまだ少なく、現状では専務の蓮がほぼ一人で営業をしている状態らしい。

　蓮の呟きに「大変ですね」と相槌を打つ直前、蓮が意外な誘いを持ちかけてきた。

「っていうか葉月さん、匠真の秘書じゃなくて俺の秘書やらない？」

「……え？」

　足を止めて隣を歩く蓮の顔を見上げると、彼も立ち止まってにやりと笑う。

「いくら恋人でも、四六時中一緒だと疲れるでしょ？　葉月さんもそろそろうちの会社に慣れただろうし、次の仕事を覚えるってことで」

　にこにこと笑顔を浮かべる蓮の提案に驚き、ぱちぱちと瞬きする。

　蓮も老若男女にモテそうな色男ではあるが、匠真とはまた違ったタイプだ。さわやかで人懐こい匠真をモデル系や王子様系に分類するならば、ノリがよくてワイルドな印象の蓮は俳優系や王様系だろうか。

「逆でもいいけど」

「え……逆？」

「匠真の秘書を続けたまま、俺の恋人になるとか。あんなヘタレじゃなくてさ……俺にしない？」

　親しみやすい人柄なのはどちらも同じだが、蓮はやや軽薄な印象だ。こういう人のほうが打ち解けやすくて好き、という女性もいると思うが、葉月はあまり得意ではない。

　心の中で『軽い人だなぁ』と考えていると、ふと伸びてきた蓮の手が葉月の肩に回ってきた。そのままぐいっと力を込められた瞬間、反射的に身体を捩って蓮の腕から素早く脱出する。避けた流れのままススーッと壁側に移動すると、蓮が目をきょとんと丸くした。

「あれ？　なんか警戒された？」

「いえいえ、そういうわけでは」

「俺、優しいよ？」

　職場の上司としての蓮は嫌いではない。だが葉月は彼の友達ではないし、親密に触れられる理由もない。意味もなく他人に触られたくない。

　無意識のうちにそう感じていたからだろうか。蓮に対して急に不快感を覚えて、身体がぞわぞわと震える。匠真じゃない男性に触られることにうっすら嫌悪を感じて、思いきり蓮の手をかわしてしまう。

「結構です」

「あ、フラれちゃった」

　葉月がきっぱり断りの意思を示すと、蓮が笑いながら肩を竦めた。その仕草だけで今のはただの冗談だと気がつく。いつも匠真をからかっている蓮は、同じ感覚で葉月のこともからかおうとしたのだろう。

　そう気づいたのですぐに警戒を解いてつられるように笑う葉月だったが、くすくすと笑みを零した直後、後ろから声をかけられた。

「蓮」

「ん？　うわっ……匠真、いたのかよ」

「いたよ」

　蓮の声に反応して振り返ると、すぐ後ろに匠真が佇んでいた。

　郵便ポストとコンビニに用があった今朝の葉月は、匠真よりも随分早い時間にマンションを出発していた。それでも自分のほうがかなり早く出社できる予定だったのに、匠真ももう到着していたらしい。

　早くコーヒー淹れなきゃ、と焦る葉月に対し、蓮が葉月とはまた違う焦りの声を出す。

「匠真、今の冗談だぞ……？」

「……」

　意見がぶつかることはあれど匠真と蓮は友人同士、いつも和やかに仕事をしていると思っていた。しかし今朝の匠真はいつになく険悪な空気を醸し出していて、かなり不機嫌な様子である。

「葉月ちゃん、行こ。お仕事の時間だよ」

　不穏な気配を感じた葉月も押し黙ったので、そのまま沈黙が降りると思った。だが匠真はそのわずかな時間も拒み、葉月の手を握ると社長執務室へ向かって足早に歩き出した。

「えっ、え？　あ……」

　匠真に手を引かれながら後ろを振り返ってみると、片目を瞑った蓮が、指を揃えた右手を顔の前に立てて『ごめん、葉月さん』とジェスチャーで伝えてくる。

　蓮の謝罪の理由をすぐに読み取れなかった葉月がその意味を知ったのは、日中ずっと不機嫌だった匠真と一緒に帰宅して、マンションの部屋に入った直後だった。
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　毎日電車で通勤している葉月と異なり、匠真は自分で車を運転して出勤することが圧倒的に多い。だが同じ家と同じ会社を同じように往復しているとはいえ、仕事中はあくまで上司と部下であるため、公私を混同しないよう徹底している。だから匠真の車での通勤も極力断っている葉月だが、今日は匠真の強い希望により彼の車で一緒に退勤することとなった。

　有無を言わせない圧力を感じて車の中でもほぼ無言の二人だったが、マンションの部屋に入ったところで匠真の纏う空気が一変した。

　いつもの子犬感満載な可愛らしさは鳴りを潜め、代わりに不機嫌な様子で腰を抱かれて強引に唇を奪われる。

「ん……んぅ……ふぁ」

　出勤時から重たい空気を纏う匠真に違和感を覚えていたものの、本人に聞いても体調不良ではないと言うし仕事はちゃんとこなしていたので、一時的なものだと思っていた。だが強い力で葉月の身体を引き寄せて左腕で肩を抱き、右手で顎先をクイッと持ち上げて唇を塞いでくる匠真は今も変わらず不機嫌だ。

　閉じていた唇を熱い舌先にこじ開けられ、口内をくまなく蹂躙される。舌を丸ごと食い尽くすように、彼の口内に舌を引き入れられ、熱い温度で包み込むように激しく吸われる。

　薄目の隙間からじっと葉月を観察する目がいつになく鋭くて、葉月の身体を抱く力もいつも以上に強くて、まるで別人のような視線とキスに心臓がびくりと飛び跳ねる。触れると熱はあるのに空気は冷たい気がして、背中がぞくぞくと痺れて震える。

　ふ、と唇が離れた瞬間、足からカクンと力が抜けた。強すぎるキスに足の力まで奪われてしまったのかもしれない。

「わっ……え……た、匠真くん？」

　玄関に膝をつきかけた葉月だったが、直前に匠真の腕が身体を抱き留めてくれた。

　しかし葉月が礼を言う前に身体を横抱きにされ、履いていたヒールを足の先から滑り落とされる。カツン、とヒールが転がる音を聞いて床か靴のどちらかが傷ついたのではと焦ったが、匠真はそれすらどうでもよさげだ。

　葉月を抱えて廊下の奥まで突き進み、寝室の扉を腕でぐっと押し開ける。ベッドに近づき葉月の身体を降ろすときはゆっくりと慎重な様子だったが、葉月の身体をシーツの上に押さえつけて覆いかぶさってくる勢いはやけに激しかった。

「ん、んぁっ……ぅ」

　びっくりする葉月の首元に顔を埋めた匠真が、喉にちゅっと口づけてくる。

　玄関からまっすぐベッドへ連れてこられた時点でうっすらと気配は感じていたが、ブラウスの上から葉月の胸を包み込んでやわやわと揉む手つきで、彼がこのまま『する』気なのだと察する。

「匠真くん、だめ……！　昨日も、今朝もしたでしょ？」

「なんで？　朝したら、夜はしちゃだめなの？」

　慌てる葉月の制止に、匠真がまた不機嫌な声を出す。説得の台詞さえ不満げな様子だ。

「俺は毎日、葉月ちゃんと愛し合いたい。一日二回でも、三回でもいい」

「ん、んん……っ」

　切望の台詞と共に再び唇を奪われる。首を左腕で抱えられ、回ってきた手に顔の向きを固定され、先ほどと同じように舌を挿し込まれて荒々しく食まれる。

　匠真の右手が葉月の胸をみだらに撫でる。痛みを覚えるほどではないがいつもの匠真とは異なる強引な手つきに、小さな恐怖心と期待感が混ざり合う。

「はぁ、あ……ん」

「……葉月ちゃんは、俺の恋人でしょ？」

　葉月の官能を呼び起こすようなキスと手つきに困惑していると、ふ、と唇を離した匠真が顔を覗き込んでそう確認してきた。互いの唇の間に引く銀の水糸に照れながら視線を上げてみると、むっとした表情の匠真が葉月の姿をじっと見下ろしている。

「恋人がいるのに他の男の人と仲よくするの、よくないと思うけど」

「？　他の男の人……？」

　問い詰めるような匠真の台詞に、思わず『誰？』と首を傾げてしまう。平日はこのマンションと職場を往復し、大した趣味もないので休日もほとんど出かけず家にいる。しかも日夜問わずくっつきたがる匠真が傍にいる葉月に、他の男の人と仲よくする時間などあるわけがない。もちろんそんな相手はいないし、欲しいとも思っていないけれど。

「恋人としても、秘書としても、葉月ちゃんはぜんぶ俺のもの。蓮にはやらない」

「！」

　匠真の問いかけに疑問符しか浮かんでこない葉月だったが、固有名詞を出されたことでようやく匠真の言い分にピンときた。彼が今日一日ずっと不機嫌だったのは、今朝の雑談時に蓮が告げた『匠真の秘書を続けたまま、蓮の恋人になる』という言葉が原因らしい。

「匠真くん、あれは西藤専務の冗談で……」

　まさか匠真がそこから聞いているとは思わなかったし、聞かれていても明らかに冗談だとわかるはずだ。葉月も蓮の手をすぐに避けてかわしたし、蓮も冗談だと口にしていた。しかも葉月は匠真以外の人に触れられることに内心嫌悪感すら抱いていたというのに、匠真には伝わっていないようだ。

「当たり前でしょ。本気で言ってたら、いくら蓮でも絶対に許さない」

　ギリ、と奥歯を噛み締めて独占欲を剥き出しにする匠真は、嫉妬の感情にまみれていた。

　誤解だと説明しようとする葉月の目の前でジャケットを脱ぎ捨てた匠真が、結び目に指を入れてネクタイを緩める。その仕草にドキッとときめく暇もなく、再び唇を塞がれた。

「ふ……っぁ……ぁ」

　生温かい舌が唇の表面を辿り、ほんの少しの隙をついて口内へ侵入してくる。熱い塊の表面同士を擦り合わせるように貪られると、強引なのに気持ちいいと思ってしまう。

　匠真のシャツにぎゅっと掴まって、キスから生まれる快感に耐える。匠真と正式に付き合い始めてからというもの、彼はキスもセックスもどんどん大胆に上達し、今やキスだけで葉月のほうがその気になってしまうほど。口では毎回のように『もう？』『また？』と文句を言いつつも、本当は匠真との触れ合いが気持ちいいと思うように──匠真以外の人には触れられたくないと思うようになっているのに、彼にはそれが伝わっていないらしい。

「葉月ちゃんが誰のものか、ちゃんとわからせる」

「匠真く……」

　だからこそこんな風に独占欲と嫉妬心をぶつけてくるのだろう。そうすることで葉月を繋ぎとめて、他の人には触れさせない、と宣言してくれる気持ちは、確かに嬉しい。

　嬉しいけれど。

「ん、んん……ッ」

　激しく口づけながら、ブラウスのボタンを外され、下着の留め具も外される。さらにスカートのホックとファスナーも解かれ、ストッキングとショーツごと剥かれて全裸にされる。

　少し前まであんなにたどたどしかったのに、いつの間にか女性の衣服を易々と脱がせられるまでに急成長している。それが葉月だけを相手にして得た術だと思うといたたまれないし猛烈に恥ずかしいのだが、今は羞恥を感じている場合ではない。

「あ……たくま、く……んん」

「葉月ちゃんのここ、濡れてる」

「んぅ──っ……」

「可愛いね。……興奮してるんだ？」

　全裸になった葉月の脚を開くと、自分の指をぺろりと舐めて濡らし、震える蜜芽に触れてくる。触り方は優しいが葉月の羞恥を煽る言葉ばかり選んで耳元に囁く姿は、全然優しくなんかない。こんな攻め方一体どこで覚えてきたのだろう、と思うと、背中が妙にざわざわする。

「あっ……あ、あぁっ……」

「俺が触ってるから？　それとも蓮のせい？」

　葉月も不安を感じてしまうが、匠真の不機嫌と不満はそれ以上に激しい。低い声でわざとゆっくり紡がれる責め苦や吐息に震えると、それに気づいた匠真が耳朶を甘噛みして耳殻を舌先で舐り始めた。

「ちが……ちがう……っぁん、み、みみ……やぁあん」

　その間も指先で陰核を扱く動きは忘れない。先ほどと同じように顔の位置を固定して時折深く唇を奪われるのも同じ。

「すごいね、もうぐっしょぐしょ……」

「！」

　敏感に濡れた花芽を擦る動きがなめらかになると、閉じた陰唇の狭間に指先を埋めて感心したように呟く。思わず股をぎゅっと閉じようとするが、秘部の中央を弄る匠真の手は力強く、濡れそぼった蕾の中にあっさり中指を突き入れられてしまう。

「あ、あっ、ぁん、んぅ……！」

「葉月ちゃん、ここ……すごくきもちいいね？」

「や、ぁ……ぁ、ああっ、あっ、ん」

　ちがう、まって、と首を振って示しているのに、匠真の指先はまったく止まってくれない。蜜口の内側上部にあるざらついた場所を探し当てられて強めに擦られると、熱い愛液がさらにとろとろと溢れ出る。

　するとそれを膣内から掻き出すように、匠真の指がさらに激しく前後した。

「ああ、あぁっ……やぁ、あ、ぁっ……だめ、たく、ま……くっ、ぅん」

　ぐちゅぐちゅと膣内をかき混ぜるような愛撫に、抗議の声も途切れ途切れになってしまう。これではまともに喋れないし、文句の言葉も紡げない。

「や、ぁ……たく、ぅ……ん」

　さらに激しくなる手の動きに抗うように、ふるふると首を横に振る。だが葉月の甘え声を聞きつつ乱れる様子をじっくりと観察する匠真は、抗議をしようとするたびにキスで葉月の言葉を奪って主張を遮る。

　その間も敏感になった蜜路を激しく擦られて思考を奪われるので、やはり葉月はなにも言えない。ただ口づけと愛撫に震えるだけで精一杯だ。

「だめ、だめ……たく……まく……もぉ……！」

「……ん。イッていいよ」

　恥ずかしい場所を激しく掻き混ぜられながらキスも重ねられる。さらに今にも弾けそうなほど膨らんだ陰核を親指でぐりぐり押された葉月の身体は、強すぎる刺激に突然限界を迎えた。

「ふぁ、ぅん、あ、ああぁ──ッ……！」

　びくん、びくんと痙攣して絶頂を迎えると、挿入されていた匠真の指をきゅうぅ、と強く締めつける。甘く激しい収縮反応は、葉月自身では制御できない。

「はぁ、あ……あ」

「イッちゃったね。可愛い……葉月ちゃん」

　至近距離で達する姿を見られてしまい、羞恥のあまり匠真と目を合わせられなくなる。言いたいことがあるのに、話を聞いてほしいのに、匠真の激しい愛撫に負けて果ててしまったことが恥ずかしくて仕方がない。

　乱れる息を整える間、顔を背けて目を閉じる。するとその様子を見て小さな笑みを零した匠真が葉月の頬に唇を寄せ、首の後ろから腕を引き抜いてゆっくりと身体を起こした。

　その後カチャカチャ、と金属音がしたのでハッと視線を上げてみると、葉月に跨った匠真がベルトを外している姿が目に入る。さらにそのベルトをスラックスから引き抜きつつ、半脱ぎ状態になっていたシャツとベストも邪魔くさそうに脱ぎ捨てている。

　葉月を〝抱く〟ための準備に、こんな状況なのに、人の話を聞いてくれない匠真が相手なのに、不覚にもときめいてしまう。

　彼の温度をこの身体で直に知りたいと思ってしまう。──そんな自分が恥ずかしいのに。

「挿れるね、葉月ちゃん。……ちゃんと、俺のことだけ感じて」

　服を脱ぎ捨てた匠真が、昂った自身の屹立に避妊具を被せる。さらに葉月の脚を折り曲げて太腿を抱えると、十分にほぐした蜜穴にその先端を宛がわれた。

　何度も受け入れているはずなのに挿入の瞬間はやはり緊張してしまう。だが匠真の表情は葉月の緊張も味わいたいと言わんばかり。優しい笑顔のまま葉月の姿を見下ろす匠真は、言葉だけではなく瞳の温度でも『愛おしい』と語っている。

「あ、あぁ……！」

「ん……葉月ちゃんの、中……気持ちいい」

　ずぷん、と先端が沈んでしまえばあとは身体が勝手に受け入れる。怒張した陰茎が、ずず、ず、と奥へ侵入してくるたびに葉月の蜜筒もきゅん、きゅう、と収縮するのに、切なさや苦しさよりも先に快感を拾い始めてしまう。

「こんなに可愛い……葉月ちゃん、他の誰にも……見せたくない」

「誰も、見な……いぁ、あん！」

　もしや匠真は葉月が誰にでもこんな恥ずかしい姿を見せると思っているのだろうか。そんなはずはないのに。匠真が葉月だけだと言ってくれるように、葉月ももう、匠真だけなのに。

「ねえ、匠真くん……話聞い……っ、ひゃっ……!?」

　少しだけでも話を聞いてほしいと思い、匠真に向かってそっと腕を伸ばす。きっといつもみたいに匠真の頭を撫でれば、彼も甘えっ子全開で微笑んで葉月の話に耳を傾けてくれるはず。

　そう思っていたのに、今夜の匠真はいつになく強情だ。表情は帰宅直後より柔らかくなったが、葉月の腕を捕まえて手首の内側にちゅう、と口づけてくる仕草の中に葉月の話を聞く態度は感じられない。

「俺と、別れたい……って話なら、聞かないよ？」

「あ、あぁ、んっ……ぁ」

　そんなことは言っていない。葉月が説明したいのは、蓮に嫉妬する必要はないということ。こんな風にベッドに引きずり込んで激しく抱くほど焦らなくても、今の葉月は他の人を選ばないということだ。

　そう宣言したいのに、匠真のキスも愛撫も腰遣いも激しすぎて、まともな言葉が紡げない。説明の言葉が、言葉にならない。

「俺のことだけ、好きでいて……お願い」

「そんな、の、っあぁ、ふあっ……ぁあん」

　手首から唇を離し葉月の手をぎゅっと握り込んだ匠真が、繋いだ手をシーツの上に押しつけてくる。匠真の懇願の台詞にも、切なさをにじませた視線にも、凶暴なまでに激しい愛し方にも、葉月はまた途切れ途切れの嬌声しか発せない。

　けれど心の中では理解している。これもきっと甘えの一種──彼が葉月に心を許し、葉月だけに向けてくれる特別な感情なのだ。

「えっ……え？」

　確信があっても声には出せずにいた葉月だが、そこで突然、腰を揺らしていた匠真がぴたりと抽挿の動きを止めた。さらに腰を引いて蜜筒からずるりと陰茎が引き抜かれたので、ほっとする心地と疑問の感情が同時に湧き起こる。

　視線をあげて匠真の表情を確かめようとする。しかしその直前、腕を引かれて抱き起こされた葉月の視界がくるんとひっくり返った。それまで背中の下にあったシーツの上にぽふんと上半身が沈んだことで、自分が四つ這いの体勢でうつ伏せにされたのだと気がつく。

「た、匠真く……？」

「葉月ちゃん、知ってる？　後ろから挿れると、前からするより深いとこまで突けるんだって」

　急に体勢を変えられた理由を聞くために、匠真のほうへ振り返ろうとする。だがそれよりほんの一秒早く無邪気な説明が落ちてきたので、葉月の背筋にはぞくんっと甘い痺れが走った。

（う、後ろから……？）

　ただでさえ所有の証を刻むように激しく貫かれて乱されているのに、これ以上深い場所まで挿入されて愛されたら、葉月はどうにかなってしまうかもしれない。恥ずかしくて知られたくない感情を──匠真に嫉妬されることを嬉しく思う気持ちと、彼に抱かれて満たされる快楽を暴かれてしまうかもしれない。そんなの、恥ずかしいのに。

「葉月ちゃんのもっと奥──いちばん深い場所まで愛したら、俺のことだけ見てくれる？」

「な、なに言って……」

　後ろから覆いかぶさってきた匠真が、昂った陰茎の尖端を双丘の間に擦りつけてくる。避妊具の感覚もあるのに触れた部分がぬるぬると滑るのは、葉月の淫花がぐしょぐしょに濡れているから。それをまざまざと知らしめるような腰の動きに、顔がぼうっと熱くなる。恥ずかしさで蜜口がひくひくと収縮する。

　期待と羞恥に困惑していると、匠真の細長い指が震える葉月の陰唇をくぱりと割り開いた。柔らかく濡れた場所が外気を感じて震えた瞬間、膨らんだ亀頭部をぬちゅ、と宛がわれる。

　ああ、挿入ってきちゃう──匠真の大きさを気配で察した葉月は、シーツを握りしめることで衝撃に耐えようとする。だがそれよりもほんの少しだけ早く、匠真の陰茎に秘部を貫かれた。ずりゅ、と深い場所まで挿入されると同時に、目の前に白い火花がちかちかっと瞬く。

「あ、ああぁっ……」

「ん……っ」

　強い衝撃で一瞬意識が飛びそうになるが、匠真は意識を手放す暇さえ与えてくれない。葉月の腰を両手でがっちりと掴むと、そのまま激しく打ちつけられる。

「あ、はぁ、あん、ぁっ……あ！」

　とろとろに蕩けた蜜壺は、逞しい陰茎を迎え入れても痛みらしい痛みは感じない。それどころかこんなに固くて太いはずなのに、ずちゅ、ぱちゅ、ぱちゅん、とみだらな音を響かせて、さらに深い場所まで匠真の熱竿を迎え入れようとする。

「だめ、たくまく……んぅ、はぁ、あっ」

「ん……葉月ちゃん、かわい……っ」

　匠真が腰を振るたびに、濡れた内壁に雁部が引っかかり、その刺激に反応して隘路がきゅうきゅうと窄まる。匠真に貫かれて嬉しい、気持ちいい、と全身で悦ぶような反応が恥ずかしいのに、連続する快感を止められないし、匠真の動きも止まらない。

「ああ、ぁっ……ふぁ……ぁんっ」

　時折角度を変えながら、深い場所まで的確に貫かれる。濡れた最奥に匠真の亀頭がトンと当たるたびに全身が感電したように痺れて、刺激をより鮮明な快楽に塗り替えていく。

「ああ、だめ……匠真、く……そこ、だめ、てばぁ……！」

　後ろから挿入されて腰を振られる行為は、ただでさえ獣の交尾のようで恥ずかしい。なのに全身が快感に溺れた状態で下から右胸を包み込まれ、先端で膨らんだ乳嘴をカリカリと引っかかれる。すると敏感になった身体は新たな刺激に耐えられず、あっという間に絶頂へ登りつめ始める。

「やぁ、ああ、胸、だめ……そこ、やだぁっ……」

「葉月ちゃ……きつ……感じすぎ……っ」

　抽挿を繰り返しながら自分の胸板を葉月の背中に重ねるように密着させた匠真が、首の後ろにちゅう、と吸いついてくる。敏感な身体にキスされ、右手で右の乳首を摘まんで転がされ、さらに腰を突き込む速度を上げられてはひとたまりもない。

「ひあ、あ、あっ……っん」

「ん、はづき、ちゃ……」

「ふぁ、あ、たくまく……やぁ……だめぇ……」

　腰を振り乱されるたびに淫筒をきつく締めつけると、匠真の性感と興奮も一気に高まるようだ。内壁を抉る熱棒の尖端がさらに膨らんで、激しい摩擦と甘く切ない快感を生む。

　もうだめ、と感じた瞬間、首の後ろで匠真のくぐもった声が聞こえた。その音に導かれるようにふっと力を抜いた直後、突然やってきた快感の波にすべての感覚を支配される。

「く……っう──ッ……」

「ふぁ、ああぁ──っ……！」

　匠真の陰茎から精蜜を絞り取るように、蜜壺がびく、びく、と数度に分けて激しく痙攣する。匠真もその狭窄に呼応するように腰を前後させつつも、葉月の顎先を捕らえて後ろを振り向かせ、唇を激しく奪ってきた。

　夢中で呼吸を奪い合いながら、激しい絶頂の波が引くのを待つ。匠真もしばらくの間は腰をゆるく動かしていたが、薄膜の中に精蜜を放出し終わると、葉月の中からずるぅ、と抜け出ていった。

「……たくまくんの、ばか」

　ふ、と唇が離れた瞬間、まだ力が入りにくい身体をどうにか動かして、後ろから覆いかぶさっていた彼の胸を肘と腕で強く押す。

　拒絶ともとれる葉月の行動に気づいた匠真は不安そうな表情を浮かべたが、今の葉月にはいつものように彼を優しく窘めて導く余裕はない。甘やかして、あげられない。

「葉月……ちゃん？」

「匠真くんが私のこと好きって言ってくれるのは、嬉しいよ。それが嘘じゃないのも、ちゃんと伝わってる」

　匠真は葉月を手に入れるための嘘はつけても、葉月を傷つけるための嘘はつけない。その真っ直ぐな性格を知っているからこそ、彼が本心から葉月を欲してくれていることもちゃんと伝わっているし、理解している。

「でも私の話も意見も聞いてくれないのは、困る」

　しかしいくら好きだからといっても、相手の気持ちを無視し、説明の機会を与えず、自分の気持ちを一方的に押しつけるような愛情表現は間違っている。中にはそういうコミュニケーション方法で成立しているカップルもいるかもしれないが、葉月は違う。

　匠真の話や気持ちをちゃんと聞きたいし、自分の想いや考えもちゃんと聞いてほしい。勝手に勘違いして自分の気持ちを押しつけるのはやめてほしい。

　葉月の好きな人を、勝手に決めつけないでほしい。

「最初に言ったでしょ？　無理はしない、嫌だって言ったらやめる、って」

　小さな怒りと小さな悲しみを感じつつ、俯いたままぽつりと呟く。

　恋人同士の触れ合いは、一方の希望を押しつけたり相手の話を無視するようでは成り立たない。どちらかが我慢をする関係は長続きしないと知っているからこそ、葉月は『相手の反応を見ること』『無理はしないこと』『少しずつ、ゆっくり』が大事だと伝えていた。その言葉に匠真もしっかりと頷いてくれて、葉月もそんな匠真を受け入れられると思えたからこそ、少しずつ恋人としての関係を深めていこうと思っていたのに。

「今の匠真くんは自分の感情をぶつけるだけ。私が言いたかったこと、全部無視したでしょ」

「そ、それは……」

　自分でも自覚があるのだろう。葉月の淡々とした指摘に、匠真が困ったような表情でもごもごと口籠もる。

「少し、考える時間をくれないかな？」

「え……考えるって、なにを……？」

「……今後のこと。このまま匠真くんの傍にいて、一緒に住み続けていいのかってこと」

　葉月の一言は匠真に大きな衝撃を与えたらしい。匠真に己の言動を反省させるための方便ではなく、葉月が本気で『今の関係について考えたい』と思っていると悟ると、サッと青褪めて固まってしまう。

「そもそも匠真くんが嫌がらせやストーカーが怖くて不安、って言ってたの、嘘だったんだもの。じゃあ別に、一緒に住む必要ないもんね？」

「ま、待って……！」

　もちろん最初の嘘に葉月を傷つける意図があったわけではないことは理解している。それに嘘をついたこと自体は、葉月ももう許している。

　けれどその説明が偽りだったということは、本来は一緒に住む必要はないということ。無理や我慢をしてまで、生活を共にする必要はないということだ。

「ごめんね。葉月ちゃんの話を聞かずに無理なことしたのは、謝る。本当にごめん」

　葉月の言わんとすることを察したらしい匠真が、ブラウスを羽織ってベッドから立ち上がろうとする葉月の身体を後ろからぎゅっと抱きしめる。葉月の身体を包み込んで追い縋る様子に、また密かに胸が高鳴ってしまうけれど。

「でも離れるのは嫌だ。葉月ちゃんと一緒にいたい」

「……少し、考えさせて」

「葉月ちゃん……」

　匠真の懇願を退けるようにゆっくりと首を振る。それでもなお葉月を抱きしめ続ける匠真にも聞こえるよう、そっとため息をつく。明確に、彼に伝わるように。

「匠真くん。また私が困るようなことするの？」

「！　……ご、ごめん」

「……」

　このまま手放すかこのまま嫌われるかの二択は、匠真にとっては酷な選択だろう。

　困惑して動けなくなった匠真の腕を振りほどくと、散らばっていた衣服を拾い集めながら部屋を出る。彼はまだ葉月になにかを言いたそうにしていたが、結局かける言葉は見つからなかったようだ。

　沈黙のまま匠真の部屋の扉を閉めた葉月だが、内心ではまったく違うことを考えている。

　嘘つきはどっちだろう。真っ直ぐで懸命な匠真よりも、自分のほうがひどい嘘をついているかもしれない。

　確かに葉月は匠真の行動に困っている。痛いのは嫌だし、話を聞かずに想いをぶつけてくることにも困っているけれど。

（本当は嫌じゃないから、困ってる）

　葉月が一番困っているのは匠真の行動そのものじゃなく、自分の感情の落としどころだ。

　本当はああやって独占欲を剥き出しにして一途に想ってくれることを嫌だと感じていない。それどころか本心では嬉しいと思っている。

　独りよがりな暴走を許せば匠真の執着心が増幅するだけだとわかっているのに、それを許して受け入れたがっている。そんな自分に、戸惑っている。

（どうしよう……）

　自室に戻って手にしていた服と下着を床に放り投げると、電気もつけずにベッドに横たわる。

　今後のことを考えるべきなのも、本当は匠真ではなく葉月のほうだ。

　散々撫でられて突かれて揺さぶられて、何度も激しく達したはずなのに。匠真の真剣な視線を思い出すと、また秘部がひくりと疼き出してしまう自分の身体が恨めしい。
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　あの後、着替えていつものように夕食を作り二人で食事を摂ったが、食べてる間は葉月も匠真も無言のままで、いつになく重苦しい空気だった。

　けれどこれは互いに頭を冷やして考えるべきこと。曖昧なまま今の関係を続ければ、必ずどこかでどちらか、あるいは両方に無理が生じるだろう。

　そう考えた葉月は翌日の早い時間にマンションを出て、少しの時間匠真と距離を置くことにした。幸い土曜日で仕事も休みだったので、一泊二日で実家に帰り、匠真と顔を合わせない状態で自分の気持ちを整理したいと思ったのだ。

　匠真に『今日と明日は実家に帰る』と伝えるとひどく不安そうな表情をされたが、一応は『わかった』と言って葉月を送り出してくれた。

　地元に戻るまでの移動中、新幹線やバスの座席から外の景色を眺めつつあれこれ思考を巡らせてみたが、結局結論は出ない。ふとした瞬間に匠真の表情を思い出して、また考え込んでしまう。あの笑顔と必死な表情に、胸が高鳴ってしまう。




「葉月ちゃん」

「あ、カナさん……。こんにちは」

「こんにちは。今週は帰ってきたのね」

　翌日。東京に戻る前に母に頼まれたおつかいで近所のスーパーへ行くと、匠真の母・カナと出くわした。彼女も買い物にきていたようで「特売の玉子、ゲットしちゃった～」と嬉しそうに喜んでいる。

　不惑を過ぎた年の割にどこか可愛らしい印象のあるカナに和んでいると、まるで葉月の内心を見透かしたかのように、

「匠真が迷惑かけてない？」

　と笑顔で首を傾げられた。

　一瞬言葉に詰まりつつ「いえいえ」と返したが、顔はかなり引きつっている気がする。しかし母親であるカナ相手に『息子さんが暴走して話を聞いてくれません、一昨日も激しく抱かれました』などと言えるはずがない。

「むしろ私のほうがご迷惑をおかけしていて……。匠真くんには頭が上がりません」

　冷静に返答した葉月だが、嘘をついているわけではない。仕事の面ではまだまだ葉月のほうが教わることが多く、匠真のサポートを完璧にこなしているとは言い難い。

　苦笑いを浮かべる葉月に微笑んでくれるカナがふと、「あ」と小さな声を上げた。

「葉月ちゃん、明日月曜だし、もう戻るわよね？　その前にちょっとだけ、うちに寄ってもらえないかしら？」

「？　はい」

　うふふ、と笑うカナに頷き、二人で一緒にスーパーを出る。一旦家に戻って母におつかい品を手渡すと、その足ですぐに向かいの朝生家へ向かった。

　先に帰宅していたカナに案内された場所は、匠真が使っていた子ども部屋だった。足を踏み入れるのは、もう十年ぶりだろうか。いや、もっと前かもしれない。懐かしい。家具の配置もカーテンの柄も、無邪気に遊んでいたあの頃のままだ。

　以前と変わらない空間に懐古の情を抱いていると、カーペットに座り込んだカナにちょいちょいと手招きされた。

「見て見て！　お部屋を片付けてて、見つけたの」

「わあ……アルバム！　懐かしい～」

　カナの傍に腰を下ろした葉月は、彼女が開いた分厚い冊子を覗き込んで思わず感嘆の声をあげた。

「か、可愛い……！」

　フォトアルバムの中に収められていたのは、幼い匠真を映した写真の数々だった。最初のページは病院で撮られたと思われる、生まれたばかりでまだ目も開いていない幼い姿。そこから新生児用の肌着姿で眠っている写真、猫耳のついたベビーウェアでにこにこ笑っている写真、ベビーオールを着用してハイハイしている写真、掴まり立ちで玩具に手を伸ばそうとしている写真と、少しずつ成長していく匠真の変化が見てとれる。

「そうそう。匠真くん、昔はこういう体型だったんですよね」

「今じゃすっかり見違えちゃったけどね」

　その変化を時系列で追っていて、ふと思い出す。

　実は昔の匠真は、標準体型よりもかなりふっくらとした顔つきや身体つき──平たく言えば、太り気味の子だった。当然写真の中に映っている匠真の姿も、すべてぷっくりと可愛らしい姿である。

　確か小学校中学年の頃から急に痩せはじめ、中学生になる頃にはすっかり今のような細身の体型に落ち着いたはず。だが葉月自身は匠真の外見にあまり頓着していなかったためか、幼少期の写真を見る今の今までそのことをすっかりと忘れていた。

「これ、持って行ってくれる？」

　そういえばこの体型のせいで……と思い出しかけたところで、カナが意外な言葉をかけてきた。ハッと顔をあげると、そのままカナと見つめ合う。

「匠真くんにですか？」

「匠真にっていうより、二人にかしら。披露宴のときに使うでしょ？」

「え？　……披露宴？」

「ほら、プログラムの冊子とか、これまでの生い立ち～とか、二人の出会いは～とかムービー作るときに、こういう昔の写真使うじゃない？」

　カナににっこりと笑われて首を傾げる葉月だったが、説明を聞いているうちに彼女が言わんとしていることに気づく。

　匠真と正式に付き合うことになった直後、匠真本人から『葉月ちゃんと付き合っていること、父さんと母さんに言っておいた』と宣言されていた。葉月は年下の幼なじみとの交際を知られるのは気恥ずかしいので、聞かれるまで自分の両親には報告しなくていいと思っている。だが息子から直接報告を受けたカナは、葉月たちの関係を知っているのだ。

「いえ、あの……私たちまだ全然、そういう感じでは……」

　とはいえ、付き合い始めてまだほんの数か月である。昔から顔見知りとはいえ、彼氏の母親に結婚を後押しされるとは思ってもいなかったので、猛烈な羞恥に縮こまるしかない。

　それに今は、結婚どころか今後の付き合いすらどうしようかと迷っているところなのだ。結婚式など、実現するかもわからない架空の話である。

「そのうち必要になると思うわよ？」

「……」

　しかしそうとは知らないカナはにこにこと笑顔を浮かべるばかり。

　楽しそうなカナをがっかりさせたくなかった葉月は、曖昧な笑みを浮かべると視線を手元に戻し、続きのページを捲っていった。

「あ、これ私ですね」

「そうね。幼稚園の年中さんになった頃から、匠真は葉月ちゃんにべったりだったから、この辺りから一緒の写真が多いわね」

　アルバム内の時間が経過し匠真が成長していくと、ある時期を境に一人の少女が同じ写真の中に頻繁に映り込むようになった。その少女が自分であると気づいて笑うと、見ていたカナも楽しそうに笑い出した。

　少しずつ親の目から離れて遊べるようになった匠真の一番の友達は、他でもない葉月だった。どちらかの家のリビングや子ども部屋、公園の砂場、ショッピングセンターのゲームコーナー、地域のイベント会場……。どの写真でも必ずといっていいほど一緒に写っている二人は、いつだって無邪気で楽しそうな様子である。

（って、匠真くん、私のこと見すぎでしょ）

　その写真の一つ一つを順番に眺めているうちに、ふと映っている匠真が毎回のように葉月の顔を見つめていることに気がついた。

（これも……こっちも──）

　写真の中の葉月は、カメラ目線か手にしている玩具やお菓子を眺めていることが多いのに対し、匠真は葉月の顔や姿をじっと見つめていることが多い。しかも匠真はどの写真の中でも、常にきらきらと目を輝かせている。玩具を手にしている葉月よりもよほど楽しそうな表情で。

（そういえば匠真くん、昔から好きだったって言ってたっけ……）

　匠真から『女性として、女の子として、昔からずっと葉月ちゃんだけが好き』と告白された。だがその『昔から』は、てっきり思春期を迎えて異性に対して恋愛感情が芽生えはじめる頃──中学生や高校生の頃からだと思っていた。確かこっそりキスをしたのも中学生の頃だと言っていた。

　けどまさか、こんなに昔から……？

「匠真、普段はわがままも言わない育てやすい子だったんだけど、昔から葉月ちゃんのことだけは譲れない子だったわね」

「！」

　葉月に夢中な幼い頃の匠真に見入っていると、カナが昔の話を教えてくれた。

「葉月ちゃんが卒園して小学生になったときなんか、すごかったのよ。『葉月ちゃんがいないなら幼稚園行きたくない』ってわんわん泣いて、半年ぐらい毎朝毎朝『行かない』って駄々こねて」

「え？　そんなに……？」

「そうなの。最終的に『葉月ちゃんが、幼稚園に行かない子は嫌いだって言ってたぞ』ってパパに怒られて、ようやく大人しく通うようになったのよ。ごめんね、勝手に名前使っちゃって」

「あ、いえ、それは全然……。幼稚園に行かない匠真くんが悪いので」

「うふふ、それはそうね」

　葉月の名前を使って匠真を宥めたこと自体に問題はない。悪用したわけではないし、二十年も前の話ならばもう時効だろう。

　それよりも、匠真が幼稚園の頃からずっと葉月に夢中だったと母親の口から語られて、再び仰天してしまう。一途というか、重たすぎる。

　だがそう思うと同時に、強い想いを大人になるまでずっと大切にしてくれていたことに、胸がきゅう、と締めつけられる。確かにちょっと重いと思うし、一歩間違えば病んでしまうのではないかと心配にもなるけれど。

（不安になるのも、嫉妬してくれるのも、匠真くんが私を本当に好きだから……？）

　それほど懸命に葉月を想ってくれていた。昔から変わらない恋心をずっと大事に育んで、大人として責任がとれるようになるまで大切に温めてくれていた。その反動から少し行き過ぎてしまうのは玉に瑕だが、きっとそのぐらい葉月を愛してくれているのだ。

（それを嬉しいと思うのも、本当は私が匠真くんのことを好きだから）

　そして匠真の気持ちを嬉しいと思うのは──真っ直ぐな想いをぶつけられてこんなに悩んでしまうのは、葉月も匠真のことが好きだから。大好きで、大切で、その気持ちに応えたいと思うからこそ、肝心なときに戸惑ってしまう。素直になるのを怖がってしまう。

　匠真の想いに応えたいという気持ちに、変に見栄を張って大人ぶる必要なんてないのに。

「カナさん。このアルバム、お借りしてもいいですか？」

「ええ、もちろんよ」

　カナから了承を得られたので、アルバムを大切に抱えて朝生家を後にする。「また年末にね」と微笑むカナにお辞儀をして、歩いて数歩の実家に戻り東京へ帰宅する準備を進める。

（匠真くんは、ずっとずっと私のことを好きでいてくれた）

　気づいていなかった。否、本当は気づいていたのに、幼なじみという関係が壊れてしまうことが不安で──いつか離れることになったときに、元の関係に戻れなくなるのが怖くて、匠真が向ける真摯な想いからさり気なく目を背けていた。

　話を聞いてくれない、なんてどの口が言うのだろう。匠真の話を聞いていないのも、一途な想いに蓋をしているのも、葉月のほうなのに。

　もし『他の人を好きになった』と言われたときに笑顔で送り出してあげられない自分の醜さを知るのが怖くて。互いに離れるつもりなんてないのに、幼なじみという元の関係に戻るための『逃げ道』がほしくて。そんな未来などあるはずないのに。

（ごめんね。匠真くん……ごめん）

　彼の『離れたくない』という感情を無視して、自分の意見を無理矢理押し通したのは葉月のほう。最低なことをしてしまったと、今になって気がついた。

　年下の幼なじみであり大好きな恋人である匠真の笑顔を、ふと思い出す。

　──葉月が心の底から想う相手も、匠真だけだ。







第七話








　匠真と住むマンションの前に辿り着く頃には完全に陽が落ち、幹線道路から一本入った通り沿いは夜道を照らす街灯の灯りで満ち溢れていた。

　都会は夜でも明るく比較的見通しもよいが、それはあくまで人や車が行き交う道路の話。マンションのエントランスはモダンで落ちついた景観を保つためか照明が少なく、葉月がポケットやリュックから家の鍵を取り出すためにはやや薄暗く探しにくい。

　手探りだけで鍵を探すのは無理かと諦め、背中からリュックを下ろそうとしたところでふと気づく。

（しまった……勢いで出てきたから、鍵のことすっかり忘れてた）

　そういえば昨日の朝、鍵を手にした記憶がないことを──そもそも鍵を持たずに家を出てきてしまったことを、今になって思い出す。

　冷静を装っていたものの、マンションを出たときの葉月は匠真に呆れと怒りを覚えていた。とはいえ、鍵を持たずに出るほど動揺しなくてもいいのに、と自分でも思う。オートロックなので鍵がなくとも普通に出てこれてしまうせいもあるのだが。

　帰宅して顔を合わせるより先に匠真と話す状況に緊張しつつ、エントランスに設置されているパネルに部屋番号を入力する。出かけていたらどうしよう、と考えた瞬間に呼び出し音がぷつりと途切れて、少し驚いたような匠真の声が聞こえてきた。

『は、葉月ちゃん……!?』

「匠真くん、ただいま」

『おかえり、なさい』

「ごめんね、鍵持たないまま出ちゃったみたいで。……開けてくれる？」

『う、うん。すぐ開ける！』

　そう言い終わるよりも早く、葉月の背後でエレベーターホールへ続く自動ドアが開く。匠真が来客用のロックを解除してくれたのだ。

　こちらから相手の姿は見えないが、匠真からは防犯カメラの映像を通して葉月の姿が見えているだろう。カメラに向かって照れ笑いを浮かべると、

「ありがとう、今行くから」

　と告げる。すぐに返ってきた『うん』という声には安堵の感情がにじみ出ており、急な里帰りがどれほど匠真を不安にさせてしまったのかを改めて思い知る。

　入り口よりは多少明るい通路を進んでいくと、エレベーターホールにある虹彩認証用のパネルに近づく。こちらはエントランスのものと異なり、登録者の身体そのものが鍵となる仕組みなので、実物の鍵を忘れていても問題ない。ピピ、と起動音がしたのでさらに顔を近づけようとした葉月だが、その瞬間少し離れた場所から意外な音が聞こえてきた。

　ガチャ、と音がしたのでふと視線を向けてみると、ホールの奥にある黒い扉から一人の男性が出てきたところだった。

　黒い扉の先は地震や火災などの災害時に使用する避難階段に繋がっていると、引っ越してきたときに匠真から説明を受けていた。ならばおそらく、二階や三階に住む人がエレベーターを待つ時間を短縮するために階段を使っているのだろう。

（？　え、でも避難階段……）

　一瞬スルーしかけた葉月だったが、はた、と違和感に気づく。

　そんなはずはない。避難階段はあくまで非常時の避難経路だ。普段は防犯のために通路も扉も閉鎖されているため、たとえ低階層の住人であっても各階の行き来にはエレベーターを使う必要がある。

（非常時以外にそこ開けたら、普通はブザーが鳴るんじゃ……？）

　閉鎖されている箇所を無理に通ろうとすれば、普通ならセンサーが作動して防犯ブザーが鳴るはずだ。なのに男性が非常階段に続くドアから出てきても、セキュリティが作動している気配は感じられない。

　葉月の後ろをスッと通り抜けてそのままエントランスを出て行こうとする人物を、じっと眺める。下がスキニージーンズで、上がフードつきパーカー。色はどちらも黒。ちょっと怪しい。

（西藤専務……？）

　まさかと思いつつ、目線を上げて男性の顔を確認する。するとこちらをちらちらと振り返っていた相手と一瞬だけ目が合う。

　男性は葉月と目が合った途端なぜか急に焦り始め、エレベーターホールからエントランスホールへ向かって突然ダダダッと走り出した。しかし葉月の視線を気にするあまり前方に注意が向いていなかったのか、男性はまだ開いていない自動ドアに勢いよく激突し、その反動で後ろに跳ね返って床にドシンと尻もちをついた。

　なんだかやけに既視感のある光景だが、今回の葉月は男性を追ったりはしない。追いかける理由がないからだ。

　転倒による衝撃のためか、床に腕をついて起き上がった男性のパーカーの裾から、なにか白い布がばらばらと落ちてきた。しかも一枚だけではなく大小さまざま、約十枚。よく見ると色も白だけではなくパステルピンクや淡いイエローとカラフルである。

「落としましたよ」

「！」

　そそっかしいなぁ、と思いつつ、その散らばった布を拾ってあげようと振り返って数歩進む。が。

「え？」

　身を屈めた瞬間異変に気がつき、ぴたりと動きを止める。

　止まるに決まっている。男性が散らばしたいくつかの布は、明らかに彼のものとは思いにくい〝女性もののショーツ〟だったのだから。

『趣味？』と思うと同時に、葉月の目の前で男性が勢いよく立ち上がった。屈んだ姿勢のまま目線だけ上げて男性の姿を確認した葉月は、ついギクリと背筋を強張らせる。

　当たり前だが、相手は蓮ではなかった。それよりもっと年上の、おそらく三十代前半から半ばぐらいの、知らない男性だった。

　しかし葉月が驚いたのは男性が顔見知りじゃないからではない。ゆらりと立ち上がったその男性が、手に折り畳みナイフを握っていたからだ。

「……見たな？」

「え……」

　見たな、というのがぶちまけた下着のことではないことを、直感で悟る。葉月が目にした『見てはいけないもの』は『彼の顔』だ。

　おそらく彼がすれ違っただけの葉月の様子をちらちら確認していたのは、自分の顔を見られていないか、行動が不自然じゃないかと気にしていたから。もちろんこの女性ものの下着を『盗んだ』ことも、知られたくなかったはずだけれど。

（そうよ……引っ越してきた日に見たの、背格好はどう考えても西藤専務じゃなかった）

　匠真への嫌がらせは匠真と蓮が考えたただの偽装であり、実際はなんのトラブルも存在していなかった。しかしそれとは別に、葉月は一度このエレベーターホールで不審な人物を目撃していた。あのときはさほど気にしていなかったが、考えてみればマンションの住人が一人でここのソファに座っているのは違和感がある。休憩にしても、待ち合わせにしても、建物内に自分の家があるのなら、わざわざ共用スペースを使う必要はないはずだ。

　二基のエレベーターの向こう側にある壁をちらりと確認する。掲示されたポスターには『空き巣と盗難』『女性は特に注意』と書かれている。ポストのいたずらへの注意喚起や、ストーカー被害の相談窓口案内ではない。当たり前である。そんな事実はないのだから。

「困るんだよなぁ、見られるのは」

「え？　……あ」

　男性が低い声でなにかを呟いたことに反応して顔をあげると、ナイフをグッと握りしめた男性が虚ろな瞳でこちらにゆらりと一歩近づいてきた。

「ま……まって……」

　身の危険を感じて焦った葉月は後ろにそろりと後退するが、葉月が下がったぶんだけ男性が少しずつ近づいてくる。

　まずい、やばい、気持ち悪い──怖い。下手に刺激して興奮させれば一気に襲い掛かってきてあのナイフで刺されるかもしれない。だが男性の隙をついてマンションの外へ出たとして、無事に逃げられるだろうか。警備会社に連絡するボタンを押せたとして、警備員がくるまでの間、逃げ続けられるだろうか。とりあえず押せば、音に驚いて男性の方から逃げてくれるだろうか。けど逃走した男性の顔を見てしまい、自分も顔を見られた葉月は、明日から平穏無事な生活が送れるだろうか。

「は……葉月ちゃん！」

「えっ……」

　ぐるぐると色んなことを考えていると、後ろからふと聞き慣れた声に名前を呼ばれた。声の主の正体に気づいた瞬間、葉月は心臓が凍る心地を覚えた。

　まさかこの危険な状況に、匠真が乱入してくるなんて。

　万が一にも彼になにかがあってはいけない。大事な匠真を絶対に守らなければ──と焦る葉月をよそに、ふと匠真が不機嫌な声を発した。

「は!?　なんだ、あんた。葉月ちゃんになにして……！」

「だめ、匠真くん！　この人刃物持ってるの！　逃げ……」

「はあぁっ！」

　状況を把握しきれていない匠真に危険を知らせようと、声を張り上げる。けれどその葉月の言葉を遮るように、雄叫びを上げた男性がナイフを振り上げて葉月に突進してきた。

「きゃああ──……っ！」

　刺される、と思った葉月は、反射的に両腕を上げることで己の頭を守ろうとした。人間の防衛反応とは不思議なもので、危ないときにはその箇所を、優先順位の判断ができないときにはなによりも先に脳を守るようにプログラムされているらしい。

　そうして腕を上げたせいで前が見えなくなった葉月だったが、ぎゅっと目を閉じてから二秒後、なにかがドサッと崩れ落ちるような音を聞いた。

　なんの衝撃もやってこない違和感に気づいておそるおそる目を開くと、葉月の視界に白いメンズパーカーが飛び込んでくる。匠真が部屋着にしているいつもの服の色が見えた瞬間、彼が葉月と暴漢の間に割って入り、葉月を守ってくれたことに気がついた。そして匠真の向こう側に、その暴漢が倒れていることにも。

「た……匠真くん……？」

「葉月ちゃん！　だ、大丈夫!?」

　葉月が声をかけると、くるっとこちらに振り向いた匠真が焦ったような心配そうな表情で顔を覗き込んでくる。

　しかしそれはこっちの台詞だ。匠真に守られた葉月よりも、不審者と対峙した匠真のほうが危ない状況だったはずなのに。

「大丈夫!?　な、なにした……の？」

「いや、ナイフだけ蹴り落とそうとしたんだけど、間違って顎のとこ蹴っちゃったみたいで……失神したっぽいね」

「……」

　なんと匠真はナイフを持った相手に丸腰で立ち向かったらしい。直前まで自分が危機的状況に見舞われていたことも忘れ、『刺されたらどうするの』と説教を始めかける。だがその前に、匠真にがばっと抱きつかれた。

「……びっくりした」

「ご、ごめんね……。匠真くんのおかげで、ちゃんと無事だよ。どこも怪我してない」

「よかった。本当に、よかった」

　左手で背中を、右手で後頭部を包まれて、ぐっと強く抱きしめられる。冷静に見える匠真だが、彼も内心では相当慌てていたらしい。パーカーの下からどくどくと大きな心臓の音が響いてくるので、また匠真を心配させてしまったことに申し訳なさを覚える。

「ホールで葉月ちゃんを待ってたけど、開錠したはずなのにエレベーターが一階からぜんぜん動かないから、気になって降りてきたんだ」

　どうやら匠真は、葉月の開錠依頼を受けてすぐにエントランスの鍵を開けてくれたが、大人しく部屋で待っていられず、葉月が上がってくるだろう三十階のエレベーター前でじっと待機していたらしい。しかしいつまで経っても二基のエレベーターに動き出す様子がないので、不思議に思って自らやってきたとのこと。その扉が開いた場所で葉月と不審者が対峙していたので、心臓が止まりそうになったという。

「降りてきてよかった。……葉月ちゃんに、怪我がなくてよかった」

「……うん」

　葉月も小さな違和感を覚えて振り返っただけでこんなことになるとは思わず相当驚いたし、刃物を出されたときは最悪刺されて死んでしまうのではないかと怖かった。

　けれど大丈夫。二人とも無事だ。

　今さらになって震え出す身体を落ちつけたくて、匠真の背中にぎゅっと手を回す。するとさらに強い力で匠真が抱きしめ返してくれるので、ほっと安堵の息をついた。

　匠真の温度と匂いに安心する。ずっとすぐ傍にあった温もりに今ようやく気がついて、本当の意味で触れられた気がする。長く待たせてしまった申し訳なさと同時に、やっと自分が探していた答えに辿りつけたと感じる。

　匠真の気持ちを受け入れて、自分の気持ちも伝えられる──その安心感からか、警備員や警察を呼ぶことも忘れ、しばし無言で匠真に抱きつく葉月だった。
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「さ、災難だった……」

「本当だね」

　警察の事情聴取を終えてようやく部屋へ戻ると、二人揃ってリビングのソファに腰を下ろす。たまたま遭遇した相手が下着泥棒だったというだけで、散々な目に合った。精神的にも体力的にもかなり疲労した気がする。

　警察から受けた説明によると、窃盗犯はこのマンションに出入りしているビルメンテナンス業者の従業員らしい。彼は仕事でマンションを訪れた際に、ターゲットとなる女性やその部屋、セキュリティシステムや建物の構造を徹底的に下見していた。

　犯行時は住民の誰かが帰宅した際に、偶然同じタイミングで帰宅したように装って住民のすぐ後ろを歩くことで、エントランスのセキュリティをパスしていたという。その後エレベーターには乗らず一旦ホールに残り、人がいなくなったことを確認してから、防犯カメラの死角を通って非常階段へ侵入する。さらに清掃業務で入った際にデッドスペースに隠しておいた道具や装置を使って窃盗の犯行に及び、それらの道具は後日業者としてやってきたときに回収する、という行為を繰り返していたようだ。

　確かに避難階段へ侵入する瞬間は誰が見ても明らかに怪しいし、専門の知識と技術を悪用して避難階段のセキュリティ装置を破壊していたこともバレてしまうだろう。けれど今日のように非常階段から出てきた瞬間だけなら、仮に目撃されても何食わぬ顔で通過してしまえば出口まではすぐそこだ。出るだけなら鍵もパスワード入力も必要ない。

　つまり葉月が最初に犯人の男を目撃したとき、彼はエレベーターホールにある扉の向こうから避難階段へ侵入するタイミングを見計らっているところだったのだ。あのときも刃物を持っていたのかと思うとゾッとする葉月だが、近隣のマンションでも同様の被害が多発しているらしいので、彼はこってり絞られるだろうし、しばらくは表の空気も吸えないことだろう。破壊されていた避難階段の防犯装置も数日中に修理するとのことで、ひとまずは落ち着けるはずだ。

「葉月ちゃんになにもなくて、本当によかった」

　ホッと胸を撫で下ろしていると、匠真の腕が腰に絡んできて、ぎゅっと抱きしめられた。

　その瞬間、今の自分が向き合うべきは変質者ではなく目の前の匠真、そして自分の恋心だと思い出す。

「匠真くん、怒ってないの？」

「ん？」

「私、一方的に自分の気持ちを押しつけて出て行っちゃったから……」

　そっと問いかけると、匠真が葉月の肩にちょこんと額を乗せたまま静かに頷いた。

「怒ってないよ。ちゃんと実家に帰る、って行先教えてくれてたし、どう考えても悪いのは俺だしね」

　葉月を安心させるように腰をとんとん撫でながら優しく諭してくれる。匠真の穏やかな台詞にほっとしかけたが、そこでふと葉月を抱きしめる腕に強めの力が籠もった。

「けど葉月ちゃんと離れることと、葉月ちゃんが他の人のものになることだけは嫌だ。耐えられない」

「……匠真くん」

　不審者から葉月を守り、不安な身体を抱きしめてくれる包容力がふと駄々っ子のような甘え方に変わる。大人びた態度が捨てられるのではと怯える子犬のように弱々しくなる。

　もちろんそんなことはしない。葉月も匠真のことが好きだ。

　だからこの感情をどう伝えれば彼を安心させられるのだろうと考えていると、少しだけ身体を離した匠真がじっと顔を覗き込んできた。

「葉月ちゃん、俺が小さい頃に太ってたの、覚えてる？」

「え？　う、うん……」

　急に話題が切り替わったことに驚きつつ、こくこくと頷く。

　覚えている。というより、思い出したばかりだ。写真も見たし、なんならその頃のアルバムがリュックの中に入っている。

「可愛かったよ？」

「そう言ってくれるの、家族以外だと葉月ちゃんだけだったんだよ」

　先ほど見た幼少期の匠真の様子を思い出して告げると、匠真が少し困ったように苦笑いした。

「同じ組の子にいつも心無い言葉でからかわれて、毎日悲しくて苦しかった」

「……」

　そう。葉月もアルバムを見たときに思い出した。

　幼稚園から小学校中学年の頃までふっくらとした体型だった匠真は、当時周囲の子たちから心無い言葉でかわれることが多かった。子どもの悪口雑言というものは直接的であるがゆえ幼心を抉るほどに強烈で、引っ込み思案で大人しい性格だった匠真はひどい言葉を浴びせられて、泣き出すことも少なくなかった。

「でも葉月ちゃんだけは、俺の味方でいてくれた。いつも俺と遊んでくれて、俺を守って、傍にいてくれた」

　匠真の嬉しそうな声を聞いて、そっと顔をあげる。すると横から抱きしめていた匠真に突然ぐっと腕を引っ張られて、膝の上に横抱きにされた。

　急なお姫様抱っこ状態に困惑する葉月だが、匠真はその戸惑いすら愛おしいと言わんばかりに目を細めると、葉月の肩を抱きしめて続きを語り出した。

「葉月ちゃんといっぱい遊んで身体を動かしてるうちに、ちょっとずつ痩せていった。だんだん身体が軽くなって、動くのが楽しいって思えるようになって、動けばそのぶん筋肉がついてきた」

「なるほど？　いい循環になったんだ」

「そうみたい。成長期だったしね。おかげで高学年になった頃から、それまで俺をからかってた人たちが急に優しくなった」

　匠真の説明に『そういえば、そんな感じだったかも』と考える。昔は大人しい性格で友達の少ない匠真だったが、気づけば彼にも同級生の友人が増え、次第に匠真の『男子同士の付き合い』と葉月の『女子同士の付き合い』が分岐していった気がする。

　年齢も性別も違う二人は、少しずつ自分たちの世界を持つようになったのだ。

「最初は嬉しかった。でもクラスに馴染めるようになった代わりに、俺は大好きな葉月ちゃんを失った」

「え……？」

「……中学生になった葉月ちゃんに、彼氏ができたんだ」

「！」

　当時のことを思い出したのだろうか。苦々しい表情で俯く匠真に、心臓がどきりと跳ねる。

「葉月ちゃんは昔から可愛かったから、同級生からもモテるだろうって覚悟はしてた。けど本当は、悔しくて悔しくてたまらなかった。自分の身体をからかわれるよりも、葉月ちゃんに彼氏ができるほうがずっと悲しかった」

「……匠真くん」

「俺だって何回も葉月ちゃんに『好き』って言ってたのに。俺の告白は本気にしてくれないのに、たまたま同じクラスになっただけの同級生の『好き』は受け入れるんだ、って」

　匠真の本気の嫉妬と苦しげな表情に、胸がきゅう、と切なく疼く。葉月がいないなら幼稚園に行きたくない、と駄々をこねるほど慕ってくれていたのに、そうと知らない葉月は思春期を迎えた途端、あっさり別の相手と交際を始めてしまったのだ。

「何度も諦めようと思った。俺は葉月ちゃんの好みじゃないんだ、葉月ちゃんは俺を弟みたいにしか思ってないんだ、って。でも諦められなかった。俺より先に進学して、就職して、大人になっていく葉月ちゃんを遠くから眺めるだけになっても……お盆とお正月に少しだけしか会えなくても、俺はずっと葉月ちゃんだけが好きだった」

　熱烈に語られる想いの数々にそっと心を打たれる。

　その言葉が匠真の本心で、今も変わらず葉月に向けられているから──匠真がずっと葉月だけを愛してくれていると知ったから、葉月ももう迷わない。自分の心の中にある気持ちを素直に受け入れると、決心した。

「けど俺は、ようやく振り向いてくれた葉月ちゃんを困らせた。あんなに優しく『痛いことも、怖いことも、嫌がることもだめ』って教えてくれたのに、葉月ちゃんにその『だめ』なことをしたんだ。だから……」

「そんなこの世の終わりみたいな顔しなくていいよ？」

「……え？」

　自分の失態を後悔して嘆く匠真の言葉を止めるように、匠真の首に手を回す。そこに力を入れて匠真の顔を引き寄せると、彼の唇に自らの唇をそっと重ねた。

　葉月からのキスに驚いたのか、匠真が目をまん丸に見開いて身体を強張らせる。そんな表情を至近距離で眺めた葉月は、唇を離してそっと彼に微笑んだ。

「匠真くん、ずっと一生懸命に私のことを好きでいてくれたんだね」

「……うん」

　葉月の確認に匠真がこくんと顎を引く。

　その肯定の仕草に、葉月もそっと頷く。

「確かに困ったし、嫌だなって思ったけど、匠真くんの愛情深さが伝わったというか……やきもち妬いてくれて、嬉しかったの」

「葉月ちゃん……」

　葉月が自分の言葉で気持ちを語ると、ぱぁっと明るい表情を見せた匠真にぎゅーっと強く抱きしめられる。『嫉妬が嬉しかった』という葉月の言葉を聞いて、それよりも嬉しそうに喜ぶところが可愛いと思う葉月だ。

　それに本当は、強引にされるのも嫌いじゃない──というのは言わないほうがいいだろう。葉月とて、そのぐらいの危機察知能力はある。

「もう勝手に突っ走らない、って約束してくれる？」

「する。葉月ちゃんを大事にする。葉月ちゃんのお話、全部ちゃんと聞くから」

「じゃあいいよ。許してあげる」

　そう口にしてから『許す』は違う、とすぐに気がつく。

　匠真が自分を情熱的に欲してくれるように、葉月も匠真だけを求めている。たくさん甘えてほしいし、自分も彼に甘えたい。ひたむきで懸命な気持ちが嬉しいし、ずっと傍にいたい。年齢は葉月が上で、役職は匠真が上でも、二人きりの時間は対等でいたい。ありのままに愛し合いたい。

　想いをストレートに口にするのは恥ずかしいし、見つめ合うとやっぱり照れてしまう。けれど今は、自分の気持ちを素直に言葉にして伝えたい感情が勝った。

「私も、匠真くんが好き」

　葉月の確かな告白に、匠真がほっと嬉しそうな笑みを浮かべる。その表情から自分の想いがちゃんと届いたことを確信した葉月は、もう一度匠真に向かって両手を伸ばす。

　抱きしめて、と素直に甘えたことがさらに嬉しかったらしく、ぎゅっと肩を抱かれるとそのまま唇を重ねられた。

「ん……」

　唇が触れるだけの小さなキスに、そっと目を閉じる。

　匠真は触れたらすぐに離れようと思っていたらしい。だが葉月の身体から力が抜けていくことに気づくと、離れるどころかさらに強く肩を抱かれて、そろりと舌を挿し込まれた。

　あたたかい温度が舌の先に触れたので、もう少しだけ口を開けて匠真の熱を受け入れる。さらに深い場所へ進もうとする動きに合わせて葉月も舌を絡ませると、嬉しそうな吐息を漏らした匠真が頭を撫でてくれた。

「ふ……ぁ……んぅ……」

「はぁ……っ葉月ちゃ、ん」

　舌同士を絡ませて互いの温度を確かめ合うキスが気持ちいい。だからもっとたくさんキスがしたい──と思っていると、葉月を横抱きにしていた匠真がその体勢のまま突然がばっと立ち上がった。

　身体がふわりと浮いたことに驚いた葉月は匠真の胸にぎゅっと縋るが、歩き出す匠真に対する不安はない。もちろん匠真がリビングを出て、そのまま自分の寝室に葉月を運び、ベッドの上にそっと降ろされても。

「ん……ぁ……ん」

　優しいキスを繰り返し、舌と舌を絡ませながら、着ている衣服を少しずつ丁寧に脱がされていく。ワンピースの前ボタンを外され、ウエストを絞るリボンを解かれ、下着も外して脱がされる。時折見つめ合うとドキドキと緊張するが、不安な気持ちは一切ない。ただ葉月の身体を見つめる視線の温度に、少し照れて恥ずかしくなるだけだ。

　葉月の身ぐるみを剥ぐと、今度は自分の衣服を脱ぎ捨てていく。部屋着として愛用している白いパーカーをぐいっと上げて頭から脱ぎ捨て、黒いルームパンツのウエストを緩める。その様子をベッドに寝転がったまま見つめていた葉月は、やがて視界に現れた匠真の半裸に釘づけになった。

「匠真くん、筋肉ついてちゃんと引き締まってるよね」

　残すはボクサーパンツ一枚だけになった匠真を見ていると、身体には幼少期の面影が一切ないなぁと思ってしまう。そもそもアルバムを見るまで、葉月も昔の匠真がぽってりとした愛らしい姿だったことを忘れていたぐらいだ。小学校高学年には今のようなすっきりとした体型になっていたので、覚えていないのも当然といえば当然なのだが。

　もちろん葉月は匠真の体型そのものは今も昔もそれほど気にしていない。ただ、身体を動かすことの楽しさを覚えて、アウトドアな趣味を見つけて、その運動量に見合うように鍛えられた身体は素直にきれいだと思う。

「えっちな身体……」

「～～っ……葉月ちゃん、俺のことからかってるでしょ……」

　無駄なものがなく、筋骨隆々としすぎているわけでもない今の匠真の身体を見つめてぽつりと呟くと、匠真が耳まで顔を赤く染めて照れたように俯いた。からかったわけではない、と伝えようとした葉月だったが、その瞬間匠真の目の色がぎらりと変わった。

　え、と驚く間もなく、葉月の身体の上に跨った匠真が、顔の横に左腕をついて耳元にそっと息を吹き込んでくる。

「葉月ちゃんの方がエロい身体だよ？」

　わざと葉月の羞恥を煽るような言葉に、身体がぴくんと反応する。

　その反応を見逃してくれない匠真が、葉月の頬と輪郭の境にちゅ、とキスを落としながら、右手で胸を包み込んでくる。

「肌白いし、胸大きいし、手首も腰もすごい細いし」

「あ……ぁ……っん」

　匠真が可愛らしいキスと共に手を動かして胸を刺激する。手のひらで全体を包み込んだまま人差し指を立て、指の先でコリコリと引っかかれると、鋭利な刺激に身体の奥が疼き出す。

「それに柔らかいし、いい匂いするし」

「あ、まっ……まって、匠真くん」

　直接的な刺激に敏感に反応する自分の身体が恥ずかしくて、匠真の名前を呼ぶ。すると手の動きがぴたりと止まる。

　まって、と言ったら本当に待ってくれた。もう暴走しないと自分でも固く決意しているらしい。子犬だ。

「……優しくしてね？」

「うん、する」

　葉月の確認の言葉に、匠真が嬉しそうにはにかんで頷く。

　そのまま唇を重ねると、舌を絡ませて深く口付け合うことに心地よさを感じ始める。さらに顔の角度を変えつつ胸を刺激されながら何度もキスを繰り返されると、甘いカクテルを味わったときのように頭がぼんやりしてふわふわと気持ちよくなる。

「ふ、ぁ……ん……ぁっ」

　キスと胸への愛撫が心地よく、すでに秘部が濡れているのが自分でもよくわかる。もじもじと股を擦り合わせて少しでも快感を紛らわそうとしたが、その挙動さえ匠真にはすぐに見つかった。

　骨張った細長い指が股の間に侵入してきて、濡れた花芽と秘孔の周りをゆっくりと撫でる。柔らかくなった秘所は匠真の指をすんなりと受け入れ、蜜壺に指を挿し入れられることにも大きな抵抗はない。

「『相手の反応を見て、痛がったり怖がったりしてないなら、指先からゆっくり挿れる』」

「え……？　た、匠真くん……？」

「『どこかに当たったり引っかかったりしたら、無理はしない』」

　葉月を見つめる匠真の指が、少しずつ深い場所に沈み込んでいく。

　確かに太くて逞しい熱棒を受け入れるためには、葉月の身体を慣らす必要があるだろう。それはわかるが、葉月の中に指を差し入れてきた匠真が呪文のように……自分に言い聞かせるように紡ぐ説明に、つい首を傾げてしまう。

「ふぁっ……ぁ」

「『難しそうだったら一回ちゃんと抜く』……でも葉月ちゃん、今は平気そうだね」

「！」

　匠真が先をくいっと曲げて内壁を擦ったので、つい甘えるような声が出てしまう。その反応を見た匠真がまた謎の説明を繰り返し、葉月の感じる様子までじっと観察する。なんとなく、指で感じていることを指摘されたようで恥ずかしい。

「『敏感な場所だから無理は禁物』『反応がわからなかったら、相手に聞いてもいい』だよね？」

「あ……」

　先ほどから一体なにを言っているのかと思っていたが、葉月の意見を聞くような台詞でピンと気がつく。彼の呟きは他でもない葉月が以前教えた言葉……準備の手順と、相手の女性に対してすべき配慮だ。

　確かに相手を傷つけないように繋がるためには、どれも大事な心構えではあるけれど。

「葉月ちゃん、どう？」

「どう、って……っぁ、あん！」

「浅いとこ擦ってるけど、痛い？　気持ちいい？」

（いちいち聞かなくても……っ）

　真顔で訊ねられると途端に恥ずかしくなってしまう。

　だが葉月の照れる表情から、葉月が痛がっていないし怖がっていないと悟ったらしい。匠真が挿入した中指を前後させてぬぷぬぷと抽挿を繰り返すと、葉月の身体が快感を予兆して小刻みに震えはじめた。

「『ゆっくり挿入して、指の付け根か、指先が奥に届くところまで』だったよね。……葉月ちゃんが好きなら、このまま奥まで入れてもいい？」

「あぁっ……ん！」

「ん、かわいい」

　匠真の確認の数々に照れて感じるばかりで、まともな返事ができない。だが葉月の反応をつぶさに観察する匠真には十分な回答だったらしい。『奥まで』という言葉を聞いて匠真の指を締めつけるように淫花がひくっと収縮すると、また嬉しそうな表情でこめかみに口づけられた。

「『限界の場所をちゃんと知ったら、ゆっくり抜き差しする』『中で指を動かして、自由に動ける範囲を少しずつ増やしてく』」

「なんでそんなに正確に覚えて……？　っ、ひぁ、あぁん……あぁっ」

　さらなる確認に疑問が浮かんだ瞬間、匠真の指がこれまでと違う動きに変化した。

　確かにゆっくりと慎重に、少しずつではある。だが葉月の性感を確実に高めていくように親指で陰核を擦りつつ、入り口の感度が高い場所を中指で集中的に撫でるこの動きは、はじめてだ。それに加えて左手に右胸を包み込まれ、中指の腹でぴんと勃った乳首をスリスリ擦られている。

「あっ、ぁ、あん……だめ、たくまく……ぅ、い、っちゃ……ぅ、んん」

「ああ、すごいとろっとろ……可愛いね、葉月ちゃん」

　秘部からも乳首からも台詞からも甘くゆるやかで恥ずかしい刺激を与えられた葉月は、いつの間にか匠真の視線だけで達しそうになるほど、全身がふわふわと蕩けていた。はぁ、と熱の籠もった息を零すと、顔を近づけてきた匠真にその吐息ごと唇を奪われる。

　匠真の首に腕を絡めると、甘くて熱いキスに夢中になる。何度も角度を変えて、何度も舌を絡めてくる匠真に縋りつく。

「ふぁっ……!?」

　中から指を抜いた匠真に太腿を抱えられて左右に開かれると、足の付け根に固いものが宛がわれる。でもまだ準備が──と焦って視線を下げてみると、そそり立った熱棒にはすでに避妊具が被せられていた。

　いつの間に、と疑問を感じる間もなく、先ほどよりもさらに膨らんだ雁がぬかるんだ蜜口にじゅぷ、と沈む。

「『少しずつ、ゆっくり、挿れる』」

「匠真く──ふぁっ……ああっ、ん」

　葉月を見下ろす視線の鋭さに、また獰猛な気配を感じて背中が震える。まるで興奮気味の己に言い聞かせるよう葉月からの助言を唱えた匠真は、宣言通りゆっくり少しずつ蜜壺に陰茎を埋めてくる。

「ひぁ……っぁん、ぅ」

　多少の圧迫感があるだけで、痛みも苦しさも感じない。それどころか太くて固い熱鉄でじりじりと焼かれているような感覚すらあるのに、暴れ狂うほどの熱と固さを心地いいと感じてしまう。

　ずぷずぷと埋め込まれていた陰茎の尖端が最奥へ届くと、匠真が一度大きな息をつく。しかしこれ以上は待てないと言わんばかりに、

「『ゆっくりなら、動いていい』？　──動くね、葉月ちゃん」

　と捲し立てられる。もちろん葉月の答えも『いい』なのだけれど。

「あっ……あん、んん……っ」

「葉月ちゃん……！」

　ゆっくり抜かれると、雁が内壁を引っかくように擦れて気持ちいい。

　ゆっくり貫かれると、先端で最奥を抉るように圧迫されて気持ちいい。

　ゆるやかな連続に感じて身を震わせていると、葉月の前髪を撫でてくれた匠真が額にそっとキスを落としてくれた。

「あっ……ん、んん」

「ここ好き？」

「うん……すき……っ」

「そっか、じゃあ……少しだけ激しくしてもいい？」

　あくまで『ゆっくり優しく』を守り続ける匠真は、どんな些細なことでも葉月に確認をとってくる。それすら恥ずかしいと思う葉月だが、大事に丁寧に扱ってくれることが嬉しいので素直に顎を引く。

　するとすぐに最奥を突いて前後する腰の動きが速度を上げ、葉月の思考を乱し始めた。

「痛い？　苦しい？　それとも……っ、気持ちイイ？」

「あっ……あ、いい……気持ちい……っ」

「俺も、気持ちいい……」

　腰を動かしながら額同士をこつん、とくっつけて確認されたので、本能と快感のままに頷く。匠真が腰を突き込むたびに結合部から響くばちゅ、ぱちゅん、という卑猥な音が恥ずかしいのに、それ以上に匠真が微笑んでくれることが嬉しい。再び首に回した腕へ力を込めると、それだけで愛情が深まっていく気がする。

「葉月ちゃんの、ナカ、すごい……」

「ふぁ、あっ……あぁ、ん」

　結合部から広がった摩擦熱で、全身が熱く燃えているように錯覚する。その熱に身を委ねて匠真の動きに追従するよう腰を揺らしていると、足の付け根の奥に生じた熱が突然下腹部全体にぶわっと広がった。

「はぁ、あぁッ……あ……」

　絶頂の気配を感じて身体にきゅっと力を入れる。しかしせり上がってきた快感は、その程度の抵抗で留めておけるほど軽いものではない。それどころか膣壁を締めつけるように力んでしまったことで、匠真の限界をより早く引き寄せてしまう。

　腰を打ちつける速度が上昇する。強い快楽に全身を支配される。

「葉月ちゃん……」

「匠真、くっ……も、もぅ……っ」

「ん──っ……ぅ」

「ふぁ、ああ、ああぁ──ッ……！」

　熱い温度と迫りくる絶頂感に『もうだめ』と感じた直後、どこからともなくやってきた激しい愉悦の波に身体の自由を奪われた。ほぼ同時に匠真も限界を迎えたらしく、腰がぶるるっと震えて、葉月の中に収まっていた陰茎もどくどくと激しく脈動する。

　互いの身体の反応も味わうように、夢中で抱き合ってキスをする。肌を重ね合わせることでこんなにも深い快感を得るのは初めてのことで、想い合って抱き合うことがこれほどの快楽を生むという事実に素直に驚く。

　愛し愛されて一緒に果てることがこんなにも幸せなんて、葉月は今日まで知らなかった。

「葉月ちゃん、疲れちゃった？　ごめんね」

　幸福感に満たされたまま匠真と抱き合っていると、身体を離して顔を覗き込んできた匠真に体調を確認されて謝罪の言葉を告げられた。満足感と疲労感から声も出ない葉月は、どうにか首だけ振って笑顔を作る。

　その表情を見た匠真は葉月の中から陰茎をずるぅと引き抜いてくれたが、直後にとんでもないお願い事をされた。

「もう一回したい。だめ……？」

「え……」

　信じられない台詞を聞いたような気がして、驚愕の声が漏れ出る。表情が固まったまま視線をあげると、いつもの甘えっ子モード全開な匠真が頬に唇を寄せてきた。

「教えて？　葉月ちゃんの、言う通りにするから」

「え……えっと……」

「俺ともう一回エッチするの嫌？」

　にこにこと楽しそうな笑顔でおねだりされて、うっ、と言葉に詰まる。ここで安易に受け入れれば、後で大変な思いをすると知っているのに……明日も仕事なのに、まだご飯も食べていなければお風呂にも入っていないのに。──今夜も匠真の可愛さに絆されそうになっている自分がいる。

「や……じゃ、ないけど……」

「そっか。よかった……じゃあ、上に乗って」

「っ、……ふぁ!?」

　もごもごと呟いた言葉は否定でも肯定でもなかったのに、匠真はあっさりと都合のいい解釈をしたようだ。楽しそうに声を弾ませた匠真に肩を抱かれながら身体を起こされ、そのまま身体の位置を反転される。

「今度はもう少しだけ激しくするね。痛かったり嫌だったりしたら、すぐ教えて」

　葉月の意思を尊重して意見を聞いてくれるような笑顔だが、きっとすぐには止まってくれない。そう直感するのは、葉月の顔を覗き込む匠真の視線が猛獣のように鋭いから。瞳の奥に宿った光に、もう先ほどと同じ鋭さと熱が秘められているから。

「ゴム替えたから、もう挿れたい。いい？」

「え……あ……ぅ」

「葉月ちゃん？」

　気遣ってくれてるはずなのに、なぜか強引な要求をされてるような気分になる。決定権は自分にあるはずなのに、主導権は匠真に握られているような心地を味わう。

（色気が……雰囲気が別人……！）

　一度達したことで雄の本能に火がついたのだろうか。葉月を自分の腹に乗せて微笑む表情は、可愛いのにどこか色っぽい。確かめるように名前を呼んでくる低い声も、優しいはずなのに野性味が感じられる。くす、と口角を上げて官能に誘う表情からはフェロモンがダダ漏れになっている気がする。

「あ、あの……あの」

「俺の葉月ちゃんは、本当に可愛いな」

　普段通りなのに普段とギャップがありすぎる匠真の変化に戸惑っていると、葉月の股座に指を滑り込ませてきた匠真が、濡れた陰唇を人差し指と中指で拡げて自身の尖端を宛がってきた。それと同時に葉月を褒める言葉は『俺の』の部分をやけに強調していて、その独占欲にまた背筋がぞく、と震える。

「ほら、入ってくのわかる？」

「ん、あぅ……っ、ふ」

　葉月がなにも言わないことを、照れて肯定できないだけだと受け取ったのだろう。敏感な場所にぬるりと滑った感覚が葉月の愛液によるものか、付け替えた避妊具の潤滑液によるものかを知る前に、ずぷっと剛直が沈み込んだ。

「ひぁ、ああっ……！」

　下から突き上げられる衝撃で背中が仰け反る。胸を前に突き出すような格好になると、伸びてきた手に両胸を包み込まれてゆったりと揉むように刺激される。

「やぁ……ま、って、たくまくんっ……！」

「うん」

　匠真の腰が小刻みに揺れ始めたので、慌てて制止の言葉をかける。それでも一度淫欲に火がつけば彼はもう止まらないと思っていたのに、頷いた匠真は思いのほか素直に腰の動きをぴたりと停止させてくれた。

「大丈夫？　痛かった？」

「ううん……痛くは……」

　下から様子を窺ってくる匠真にふるふると首を振る。匠真を受け入れて彼の形と大きさに馴染んだ秘部は、もう痛みなんて感じない。

　ただ達したばかりで敏感になっている蜜壁を突かれたら、きっとまたすぐに達してしまう。だから咄嗟に「待って」と言ったが、本当に止まってくれるとは思ってもおらず。

（え……動かないの……？）

　しかも痛みはないと申告しても、なぜか匠真は動き始めてくれない。てっきり激しく突き上げられて乱されると思っていたのに、葉月の表情をじっと見つめる匠真は余裕の表情だ。

「動いても平気になったら、教えてね。それまで頑張って待つから」

（!?　え……言わなきゃ、ずっとこのまま……!?）

　匠真の宣言に驚いて声を失う。確かに葉月からストップの言葉は発したが、葉月からリスタートの言葉をかけるまで動かないと言い出すなんて。収まった陰茎は時折びくりと蠢くのに、一度胸から離れた手でお尻をするすると撫でてくるのに、腰だけは一切動かしてくれないなんて。

　それに『頑張って待つ』ということは、匠真もこの状況をもどかしいと感じているはず。本当は腰を振って気持ちよくなりたいはずなのに、それが男性の本能だと思うのに、匠真は欲望に抗ってまで葉月の体調や不安を優先してくれるらしい。

　けれど葉月は自分で言うほど──匠真が感じているほど、この繋がりに負担を感じていない。多少の疲れこそあれど、痛みや苦しみはまったくない。だから匠真の思うままに動いてくれてもいいのに。

「頑張らなくてもいいよ……？　動きたいなら、動いても……」

「うん。葉月ちゃんの許可が出たら、いっぱい動くよ」

「！　～～っ……!?」

　そっと確認すると笑顔でそう返されたので、わざとなのだと気づいてしまう。

　匠真はちゃんと知っているのだ。実際の葉月がそれほど苦痛に感じていないことを。葉月が本心では気持ちよくなりたいと思っていることを。そのうえで葉月のほうから言わせたくて──葉月から求められたくて、その瞬間を待っている。

　葉月から要望を伝えない限りしばらくこの状態が続くのだろう。それは葉月ももどかしい。だから。

「匠真、くん……」

「うん？」

「動いて……？」

　わかりやすく割れているわけではないが、よく引き締まった腹筋につつつ、と指を滑らせる。そのまま匠真をじっと見つめて、照れて恥ずかしい気持ちを誤魔化すように首を傾げる。

「激しく、して……？」

「……ああ、もう……！　ほんと可愛いな……っ」

「ひぁ、ああぁっ……!?」

　猛烈に恥ずかしい気持ちを押し殺してそう告げると、一瞬目を見開いた匠真にガッと腰を掴まれた。そのまま突然スピードを上げた匠真に要望通り激しく突き上げられた葉月は、成す術もなく甘く喘ぐしかない。

「あっ……あ、ああぁ……あん」

　固く怒張した陰茎が葉月の蜜壺を深く貫く。強い衝撃に抗う間もなく腰を引かれて、再度深く挿入される。

　鋼鉄の熱竿に杭を打たれているようだ。激しい抽挿に震えて淫花をきゅうぅと締めつけると、その刺激でさらに興奮したようにより激しく奥を突かれる。

　大人しくマテができたところはやっぱり犬っぽいと思ったが、ヨシと言われた瞬間に双眸を細めて葉月を見つめ、一心不乱に腰を振りたくる姿はまるで飢えた獣のようだ。

「あっ……あぅ……ぅん、んん」

「葉月ちゃん……っ」

「ああ、あんっ……匠真く……ぅ、ぁあっん」

　匠真の獣性に怯えながらも、身体は彼を欲している。こんなにも激しく求められて貪られることを、葉月の心も望んでいる。

　無意識に匠真の手のひらを探すと、指を絡めてぎゅっと両手を握り込む。指を絡ませて手を繋いで必死に匠真の名前を呼び、愛おしい彼の温度に縋りつく。

「はぁ、あぁッ……あん」

　どちゅ、ぱちゅん、ぐちゅん、と濡れた音が結合部から溢れ出して、ベッドの上にみだらに響く。その音に聴覚を刺激されて全身が甘く震えると同時に、匠真の抽挿がもう一段階スピードを上げた。

「葉月ちゃん……好き……好き」

「たく、まく……っ、匠真くん……っ」

「葉月ちゃんだけ……ずっと、愛してる……！」

「ふぁ、あ……匠真く……っぅ、ん」

　熱烈な台詞が本物の恋心であると知る葉月が『わたしも』と唇を動かすと、匠真が、ふ、と微笑んだ。

　その瞬間、表面張力のぎりぎりまで注がれていた快感が唐突に決壊する。結合部のもっと奥に、津波のような激しい快楽が押し寄せてくる。

「ああ、ぁああん、もう、だめ、だめぇ……っ」

「んッ……くぅ……」

「あぁ、あああぁ──っ……！」

　どこかで火花が散ったような音がすると、内股と蜜壺が同時にガクガクと震え出した。尿意にも似た甘い気配が下腹部を中心に全身へ広がり、匠真の陰茎を強く締めながら激しく乱れて快感を極める。

　葉月の絶頂を感じた匠真も、薄い膜の中に欲望の蜜を大量に吐き出した。二度目とは思えないほど長い時間をかけて射精する姿に、この避妊具がなければ、もしかして……とよからぬ妄想までしてしまう葉月だ。

「好き……葉月ちゃん、大好き」

　快楽を極めた葉月の思考がほんの少し未来へ飛んでいたことを察したのか、精を吐いた匠真が汗ばんだ葉月の身体をぎゅっと抱きしめてきた。その温度の重なりを嬉しく思いながら、葉月もそっと笑顔を作る。

「私も、匠真くんが大好き」

「！」

　匠真の身体に腕を回して甘えるように縋ると、匠真の笑顔がぱぁっと明るく変わる。そのままぎゅーっと抱きしめ返されると確かに温かいし気持ちいいが、思いのほか強い力が込められたせいで、思わず「うぐ」っと声が出た。

　わかりやすく目を輝かせながら嬉しそうに頬を擦り寄せてくる大型犬の愛情表現は、やっぱりちょっとだけ重いかも、と思う葉月だった。







エピローグ








「葉月さん」

　週に一度の朝礼を終えると、匠真が仕事中に飲むためのコーヒーを淹れるべく給湯室へ向かう。しかし廊下から給湯室に入ろうとしたところで、後ろから蓮に声をかけられた。

　なにか用事だろうかと思って首を傾げた葉月の目の前に、蓮が意外なものを差し出す。

「これあげる」

「？　テープ……？」

「そう。俺がフットサルのときに使ってるテーピング用のやつ。小さく切って、首のとこに貼っておくといいよ」

「!?」

　蓮が人差し指の先で自分の首筋をトントン叩くので、その意味に気づいて思わずパッと手で首を押さえる。顔に熱が集中して、背中に変な汗をかく。

「お、お見苦しいところを……申し訳ございません」

「いやいや、全然？　葉月さんが謝ることじゃないでしょ」

　おそらく蓮は朝礼時に葉月の傍へ近づいた際に、首のキスマークに──匠真と激しく愛し合った痕跡の存在に気づいたのだろう。

　恥ずかしさと申し訳なさを感じながら深々と頭を下げると、蓮が苦笑しながら手を振る。

　人の肌の色に近く伸縮性のあるテープをありがたく頂戴すると、コーヒーを淹れるよりも先にお手洗いに向かうことを決める。蓮以外の人に見られる前に、早急に対処が必要だ。

「でもなんか、安心したなぁ」

「え……？」

　テープをぎゅっと握りしめると同時に、ふと蓮が感心したような息を零した。彼の言葉の意味が理解できなかった葉月は、顔をあげて再度首を傾げてしまう。

「いや。実は匠真さ、大学のときからすごいモテたのに、一度も彼女作ったことがなかったんだ」

「！」

「それどころか合コンにもこないし、男ばっかのサークルにたまーに女子がくると露骨にめんどくさそうな顔するし。だからアッチの趣味か、なんかの病気なのかって心配してたんだ」

　蓮の説明に思わず吹き出しそうになる。確かにあのルックスと穏やかで人当たりのいい性格なら、大学時代も相当モテたことは想像に容易い。その頃には物理的にも心理的にも距離ができて疎遠になってしまっていたが、彼はその間もずっと葉月のことだけを一途に想っていたらしい。蓮の話が嬉しいような気恥ずかしいような……なんだが背中がくすぐったい。

「それが急に『どうしても好きな人がいて、その人を自分の秘書として雇いたい』とか言い出すからさ。〝あの〟匠真が？　って、天地がひっくり返ったかと思ったな」

「あはは……」

「でもまあ、あの必死さみたら納得したよ」

　蓮の笑顔を見ればつい苦笑いが零れてしまう。

　最初はなんというしょうもない方法を思いついたのだろうと思ったが、今は蓮にも感謝している。彼のおかげで葉月は匠真の想いに気づき、こうして深く結ばれることができたのだから。

「匠真をガチギレさせないように、俺も気をつけなきゃな」

「もう大丈夫ですよ。……たぶん」

　蓮に心配ないと笑ってみせるが、彼が先ほどと同じように人差し指の先で自分の首をトントン叩いてからかってくる姿を見ると、絶対にないとは言い切れない、とも思ってしまう。

　匠真の独占欲と嫉妬心が重くて激しいことは、葉月も十分に理解しているのだ。





　＊　＊　＊






　化粧室に寄ってから改めてコーヒーを淹れて社長執務室へ戻ると、パソコンのディスプレイから視線を上げた匠真が不思議そうに首を傾げた。

「葉月ちゃん、首のとこなんかついて……」

　そう言って葉月の首筋を凝視する匠真の目聡さに脱帽する。部屋に入って三秒で気づかれるとは思わなかった。

　葉月がデスクにコーヒーを置いた瞬間、違和感の正体に気づいたらしい。立派なプレジデントチェアの背もたれに背中を預けて脱力した匠真が、

「えー、なんで隠すの？」

　と唇を尖らせる。

「隠すに決まってるでしょ！　もう、いつつけたの……？」

　会社に足を踏み入れた瞬間から会社の外に出るまでの間は、匠真との恋人としての関係も幼なじみとしての関係もすべてシャットアウトすると決めている。だがこれに関してだけは文句を言ってもいいだろう。葉月にとっては社会人としての信用や威厳に関わる由々しき事態だ。

　しかしぷんすこと怒りを露わにしても匠真にはあまり効き目がないらしい。葉月が淹れたコーヒーを口に含むと、仕方なさそうにため息をつかれた。

「まあ、一個ぐらいなら隠されてもいいか」

「!?」

　とんでもない台詞に驚いて匠真の顔をガバッと振り返る。

　だが彼は悪戯が成功したように笑うだけ。

「冗談だよ。見えるところにはそれしかつけてない」

　肩を竦めて笑う匠真に、見えないところにはあるのか……と真顔になる葉月である。家に帰ったら姿見で全身をチェックしたほうがいいかもしれない。

「葉月ちゃん、抱っこしていい？」

　がっくりと項垂れていると、さらに葉月を脱力させるような台詞を紡がれた。呆れた気持ちで匠真の顔を眺めるが、彼は嬉しそうな表情で葉月に向かって腕を広げるだけ。

「会社ですが？」

「まだ始業まで七分もあるよ」

　葉月の文句は今日もあっさり受け流される。社長という立派な肩書の下に隠れているのは、幼なじみであり恋人でもある秘書に甘えたいだけの、子犬でありつつ猛獣でもある無邪気な欲望だ。

「もう……匠真くんは甘えん坊だね」

　いつもと同じ可愛い一面にくすくす笑いながら顔を覗き込むと、腕を伸ばした匠真にぐいっと腰を引き寄せられた。そのまま膝の上に乗せられて頬にそっとキスされる。

「葉月ちゃんも俺に甘えて？　たくさん甘やかしてあげるから」

　嬉しそうに微笑む匠真からは、きっともう逃げられないのだろう。

　観念して、ふ、と表情を緩めて「七分だけだからね」と呟くと、優しい指先に頬を包み込まれてゆっくりと唇を重ねられた。





──Ｆｉｎ　＊









あとがき








　濃蜜ラブルージュさまでは三作品目となります。はじめまして、もしくはお久しぶりです。紺こん乃の藍あいです。このたびは本作をお手に取って頂き、本当にありがとうございました！

　今回は愛が重たい執着年下ヒーロー×心配になるほどちょろい（笑）年上ヒロインの、幼なじみラブストーリーをお届けしました。私が大好きな幼なじみもの！　皆さまにもお楽しみ頂けておりましたら嬉しいです。

　本作のヒーロー匠真は昔からヒロイン葉月以外は興味ない、でも成長と共に疎遠になって会う機会も口実も失ってしまったため、長年ひとり悶々としていた童貞ヒーローくんです。

　年下ヒーローにも色々なタイプがいると思いますが、匠真は再会の反動から勢いが余ってびっくりするほどグイグイ迫る『わんこ系執着男子』となりました。仕事仲間でもある友達まで巻き込んで、なかなか迷惑な輩です。

　それに対して幼い頃の葉月はきっと、年齢の離れた兄と姉が遊び相手をしてくれなかったので、遊びたいときに気軽に遊んでくれる『子分』がほしかったんですね。その『子分』となったのが匠真ですが、彼にとっては自分を導いてくれる『親分』葉月が、なによりも強くて眩しい憧れの存在だったのでしょう。幼なじみの恋心を加速させているとは思いもせず、無邪気に匠真を振り回していた葉月には、大人になったら壮大な下克上が待っていました。といいつつ、なんだかんだで幸せそうなのですが（笑）

　そんなわんこ系カップルな二人の表紙イラストは、よしざわ未み菜な子こ先生が描いて下さいました！　さわやかなのに愛の重さも感じさせる匠真と、明るく可愛くセクシーな葉月の距離感が最高です……！　私のわがままをたくさん聞いて頂き、こうして素敵な二人を描いてくださったよしざわ先生には感謝でいっぱいです。本当にありがとうございました！

　そして本作をお手に取って下さった皆さまも、最後までお付き合い下さりありがとうございます。またいつか楽しい物語をお届けできるよう、頑張りますね。どこかで作品を見かけることがありましたら、また覗いて頂けると嬉しく思います。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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